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　第一章「エンタメ性を重視した改装をしようと思ったんですが」







「……なあ、ラウル」

　ちょこんとこちらを見上げてくる、さらさらの銀色の髪かみにふちどられた、どことなく幼さの残るかわいらしい顔立ち。

　マジックショップ・レオンのこぢんまりしたレジカウンタに小さなノートを広げ、片手にマジックボールペンを握にぎりしめたまま。吸い込まれそうに蒼あおい瞳ひとみを向けながら、少女はなんだか、ひどく真しん剣けんな口調で訊たずねてくる。




「その、『もしも死』っていうのは、いったいどんな死に方なんだ？」

「死に方じゃねえよっっっ!!」




　反射的に全力で叫さけんだのは、ラウルと呼ばれたいたって地味な黒髪の少年。

「『もしもし』ってのは《魔法通話器マジツクフオン》で話すときの決まり文句っ！　定型フレーズっ！　あいさつだっ!!」

「なんだ、まぎらわしいな」

「いやぜんぜんまぎらわしくねえよっ!?　ていうかそもそも死因から入る日常会話とかありえねえだろっ！　お前はいったいそこからどう会話を発展させてくつもりだよっ!?」

「えっ、人間って、好きな死因で盛りあがったりとかしないの？」

　そのとたん、とても意外そうに大きな目を丸くする少女。

「好きな死因といったら、相手を選ばない話題の鉄板ネタじゃないか！　初対面の魔ま人じんとの会話に詰つまったらとりあえずこれ出しとけば間ま違ちがいないっていう……」

「どこがだよっ!?　十七年間生きてきて一度も振ふられたことねえよそんな話題っ!!」

「ちなみに、オレ様のイチオシは憤ふん死しだ」

「知らねえよっ!!　いったいどうすりゃいいんだよその情報っ!?　それはいいご趣しゆ味みですねとでも言えばいいのかよおおおおっ!!!!!?」

　……あっけらかんとした顔で後こう輩はいが次々と繰くりだしてくる問題発言に、みるみる削けずられていくラウルの精神力ゲージ。助けを求めるような少年の叫びが、がらんとした店内にむなしく響ひびき渡わたって……と。

「……なんだなんだ。どーした、ラウル君。そんなにコーフンして……」

「あ、副店長っ」

　そんなラウルの声を聞きつけたようにのろのろと売り場から現れたのは、なんだか見るからにやる気のなさそうな赤毛男ことバイザー・クロスロード副店長。本日の上長の出現に、ラウルは思わずぴんと背筋を伸のばす。

「その、いま、フィノにマジックフォンの応対教えてたんですけどっ……」

「ん、なんだ、まだ教えてなかったのか？　ふつーはレジの次だろ、順番的に」

「いや、それが……ほら、こいつマトモな敬語使えないし、店長からも来てるお客さんの方を優先しろって言われてたから、俺もまだ無理して教えなくてもいいかなって、思ってたんですけど……その……」

　意外そうな顔をする副店長の前で言葉を濁にごし……ややあって、ぽつりとつけ加えるように、ラウル。

「……あんまりお客さんが来ないもんだから、他ほかにやることがなくなって」

「…………」

　……その、瞬しゆん間かん。

　なんともばつの悪そうな面おも持もちで、副店長は開店時からずっと、まったく、これっぽっちも開く気配のない店の入り口ドアに、ゆっくりと視線を向けた。







　──ラウル・チェイサー。幼い頃ころからただ勇者になるためだけに努力しつづけてきたにもかかわらず、勇者試験直前に魔王が倒たおされてしまったため夢を叶かなえられなかった薄はつ幸こうの少年。しかし、紆う余よ曲折のすえ零れい細さいマジックショップチェーン店に（正社員として）就職した彼の不幸は、それだけにとどまらなかった。

　フィノ・ブラッドストーン。輝かがやくような銀ぎん髪ぱつときらきらした蒼い瞳が印象的な、とびきりかわいい女の子。しかし、新人アルバイトとして採用された彼女の正体は元魔王の世よ継つぎこと、魔王さんちのご息女だったわけで……。

　力こそ正義の無法地帯、魔界と呼ばれる大陸北部に生まれ育ち、人間とはかけ離はなれた価値観を持つ魔人の少女にマトモな接客などができるハズもなく。教育係に任命されてしまったラウルの苦労たるやもう、筆ひつ舌ぜつにつくしがたいものがあった。

「……しっかし、なあ……」

　相変わらず微び動どうだにしない入り口ドアを眺ながめながら、副店長が弱ったように頭を搔かく。

「この店街の中心から外れてるし、裏通りで立地悪わりぃけど、開店してから一時間お客さんが来ねえってのは新記録だわ。おれも王都店ここ長なげえけど、こんなん見たことねえ……」

「確かに、不景気で売上げはずっと落ち続けてますけど、それでもなんだかんだで一日中、常にひとりはお客さん、入ってましたもんね……」

「ヘンだなあ……」

「ヘンですねえ……」

「おかしいな……」

　困ったように顔を見合わせる副店長とラウルの前で、なぜか自分までちゃっかりと肩かたをすくめてみせるフィノ。

「せっかく、今朝はいつもより早めに来て、お店の前を手入れしたのに……」

「へえ……！」

　そんなフィノの言葉に、ラウルは思わず感心したような声をあげてしまう。

　……そうなんだよな。こいつ、確かに常識知らずの魔人だけど、バイトのくせに朝は誰だれより早く店に来て休きゆう憩けい室やトイレを掃そう除じしてたり、カウンタの中掃はいてたり、前の通りのゴミ拾ってたり……とにかく働き者で、一生懸けん命めいで、頑がん張ばり屋なんだ。

「えらいじゃねえか、フィノ」

「えへへっ」

　褒ほめるようにぽんぽんと頭を撫なでてやると、フィノはさくらんぼ色の唇くちびるをほころばせてうれしそうに微笑ほほえみながら、制服につつまれた胸を得意げに張った。

「実はな、お店の前に『毒の沼ぬま地ち』を作ってみたんだっ！　ほらっ、足を踏ふみ入れるとダメージ受けるやつっ！　本ほん拠きよ地のまわりの定番だろっ!?　魔王城うちの実家のまわりにあったやつの見よう見まねだけど、おかげでこのお店も、ぐっと趣おもむきが増してき……」




「埋うめ立てろっっっ！！！！！」




　……前言撤てつ回かい。ラウルが思いきり叫んだとたん、フィノが不満げな顔をする。

「えーっ、せっかく掘ほったのにーっ」

「せっかく掘ったのに、じゃねえよっ！　なんで来る者を全力で拒こばんでんだよっ!!　ていうか店先からいきなりお客さんにダメージあたえんじゃねえっっっ！！！！」

「ふはははは、大だい丈じよう夫ぶだ！　あらかじめ入り口すぐのワゴンに毒消し草と薬草と聖水を平積みで展開してある！　このオレ様に抜ぬかりはないっ！」

「大丈夫じゃねえよっ!?　気を利きかせたつもりかもしれねえけどお前それ親切でもなんでもねえからなっ!?　単なる自作自演だからなっっっ!!!?」

「で、でもっ、ほら、こないだのミーティングで店長が言ってただろ？　『モノを並べているだけで売れる時代は終わりました。これからは、需じゆ要ようが無いなら、需要を作り出す努力をしていくべきです』って……」

「だからってお客さんに状態異常食らわせてんじゃねえっっっ!!!!!!」

　とりつくしまもないラウルの様子に、さすがのフィノも少しだけおろおろして、

「だけど、あれひとりで掘るのすっごく大変だったんだぞっ!?　特に敷しき石いしとかほんと強敵で、正直、何度も挫くじけそうになったけどっ……」

「いや、そこは素す直なおに挫けろよっっっ!!」

「見てっ、このスコップだこっ！　これっ、さわるとすっごく痛いんだぞっ!?」

「知るかっっっ!!　……ああもうっ、いいから来いっっっ！！！！」

　そう怒ど鳴なるなりフィノの首根っこを掴つかむラウル。自分より頭ひとつ分以上も背の高い先せん輩ぱい社員になすすべもなく引きずられながら、フィノはまだ往おう生じよう際ぎわ悪く暴れてみせる。

「や、やああああっ！　埋めちゃやあああっ！　あんなに頑張ったのにいいいいっっっ！　ほらっ、こうして店内にただよってくるまがまがしい瘴しよう気きとか最高じゃないかっ!?」

「店内をまがまがしい気体で満たすなっ!!　……ったく。あとで徹てつ底てい的に換かん気きしてやるかんな。……副店長、聖水いっこ経費で落としますよっ!?」

「あ、ああ……まあ、その……よろしく……」

　相変わらず想像の斜ななめ上を行く新人アルバイトの暴走と、それに立ち向かうラウルの剣幕に若じやつ干かん引きぎみの副店長。そんな上司を尻しり目めに、ラウルはフィノの襟えりをぐいっと掴んだまま、ものすごい形ぎよう相そうで店の外へと飛び出していった。







「…………」「…………」「…………」

　まだぷくっと頬ほおを膨ふくらませたまま、魔法レジの前で不ふ機き嫌げんそうに腕うでを組むフィノ。

　そんな少女のかたわらで嘆たん息そくとともに視線を落とし、エプロンに付着した乾かわきかけの泥どろを眺めるラウル。

　背後にまわした両りよう肘ひじをつき、だるそうにレジカウンタへともたれかかる副店長。

　──長い、長い沈ちん黙もくの後。

「…………ラウル君」

　魔法灯がぼんやり光る高い天てん井じようを見上げながら、確かく認にんするみたいに、副店長が呟つぶやいた。

「……おもての毒の沼地、埋めたんだよな」

「……はい、埋めました」

　頷うなずくラウルの前で、ゆっくりと首を回して。副店長はいまだお客さんの入ってくる気配のない入り口ドアをしげしげと見やると、また、口を開く。

「…………お客さん、来ないな」

「…………お客さん、来ませんね」

「って、どーしてだよ……っ!?」

　相づちを打ったとたんにがばっと身を起こし、ラウルの襟もとをぐいと掴みながら、がくがくと乱暴に揺ゆさぶってくる副店長。

「どーしてお客さんが来ないんだっ？　フィノ君が作った毒の沼地のせいじゃなかったのかよっ？　ていうかそもそも、どーしてよりによって店長が休みでおれが責任者の日にこんな事態が起きるんだよっ。善良なおれがいったいなにをしたってんだっ？　……ううっ、ラウル君っ、ラウル君はどう思うっ……？」

「し、知りませんよっ……ていうか、放してください副店長……」

「あー……このままじゃおれ、確実に店長に殺されるじゃねえかっ……」

　……自分よりひとまわり年下の部下にめんどくさそうにあしらわれて。しぶしぶ手を離した副店長は悲ひ壮そうな面持ちのまま頭を抱かかえていたが、やがてはっとしたように顔を上げる。

「そ、そうだ、ラウル君、ちょっと大通りまで行って、そのへん歩いてる人をてきとーに騙だまして引っぱってきなさい。ほら、シャレにならない死相が出てるとか、うちでマジックアイテム買わなきゃ不幸になるとか、そんな感じでひとつ……」

「え……って、い、イヤですよっっっ！　なんで俺がそんな悪徳商法みたいなことしなきゃなんないんですかっっっ!?」

「う、うーむ……じゃあフィノ君、フィノ君はどうだいっ……？　フィノ君はいい子だから、かわいそーな副店長のためにひと肌はだ脱ぬぐくらい、なんでもないよなっ……？」

「…………ラウルが埋めた」

　必死な面持ちで肩に掴みかかってきた副店長に揺さぶられつつ、ゆっくりと首をまわしたフィノは、ひどく恨うらみがましげにラウルへと視線を投げた。

「…………オレ様がいっしょうけんめい作った毒の沼地、ラウルが埋めた」

「う、埋めるに決まってんだろっっっ！！！！」

　つい声を荒あらげるラウルの前で、フィノにすがりついたままの副店長が気持ちの悪い猫ねこなで声で言い募つのる。

「……なあ、フィノ君。やさしくて心のひろーい副店長は、ラウル君と違ちがってそーいう意地悪しないからなー……？　お店の脇わきの駐ちゆう竜りゆうスペース以外の場所なら、ひとマスぐらい毒の沼地作ってもいいからさ、かわりにこう、ちょっと男心をくすぐる感じのコスプレで街角に立ってだね、いかにもお金持ってそうな感じのお客さんを、何人かだな……」

「ちょ、なにさりげなくとんでもない交こう換かん条件持ちかけてんですかっ!?　ていうか副店長っ、こいつになに着せようとしてるんですかっっっ!?」

「え……そりゃあ、イベントコンパニオンみたいな、こう、肌に吸いつくよーな布地で、胸んとこが思いきり開いてて、おへそとか丸出しで、スカートもこのっくらいきわどくて……ああ、ラウル君はもしかして、メイド服とかの方が好みかい？」

「そ、そういう問題じゃありませんっっっ!!」

　極きわめて面積の小さな布に申し訳程度につつまれた、まだ未成熟ながらすでに女の子らしい凹おう凸とつを備えたフィノの身体からだ。伸しん縮しゆく性のある生き地じが、少女のやわらかな肌にむにっと食い込んで……って！　思わず浮うかんだ妄もう想そうを払はらうように大きく頭かぶりを振ふったあと、そもそもの話を思い出したように、ラウルが声をあげた。

「ていうか、そんな無理に引っぱってきてもダメですってっ！　ちゃんとお客さんの意思でお店に来てもらわないとっ！」

「っ…………」

　そんなラウルの言葉に、副店長ははっとしたように息を呑み──やがて重々しく頷くなり、フィノからすっと手を離した。

「……そう……だな。ラウル君の、言うとおりだ。こうしてお客さんが来なくなったのはきっと、おれたちになにか問題があるからなのに、それを改善しようともせずただお客さんだけを引っぱってきたって、なんの解決にもならない」

「へっ……」

「……ふふっ。この未み曾ぞ有うの事態は、なにもしなくたってお客さんが来るのが当然だと慢まん心しんしてたおれたちに対する『罰ばつ』、なのかも、しれないな……」

　──あれ……なんか、副店長が、副店長っぽいこと言ってる……っ!?

　……想定外の出来事。衝しよう撃げきのあまりぽかんとしてしまうラウルの前で、まるで心を入れ替かえたかのように真ま面じ目めな顔をした副店長が、決意を込めた口調で言い放つ。

「……ラウル君、フィノ君、原点に帰ろう。次にお客さんが来られたら、おれたちスタッフの最高の接客を見せてやろうじゃないか。感謝の心を込こめた対応でお客さんに感動していただき、うちの店のファンになっていただき、ここは素す晴ばらしいお店だという口コミを広めていただく──それが、いまのおれたちにできる、たったひとつの冴さえたやり方なんだ。……分かるね？」

「え……あ、は、はいっ」

「分かったっ！」

　いつになく真しん剣けんな副店長の口調に押されてついつい同意してしまうラウルと、すっかり感動したような面おも持もちで頷くフィノ。そんなふたりの部下を満足そうに眺ながめると、副店長が大きく手を打った。

「さあさ、そうと決まれば、こうしちゃいられない。いつお客さまが来られてもいいよう、全員で入り口前に整列しておこう。全力でお出で迎むかえするんだ。……ああ、ラウル君。パーティーグッズの売り場からマジカルクラッカーを持ってきなさい」

「えっ、ちょっ、いくらなんでも、それはやりすぎじゃっ……」

「いーからいーから。責任はぜーんぶおれが取るから任せときなさい。……ほーら、こうしてる間にも、お客さんがこの店に近づいてくださってるかもしれないんだぞ──？」

「は、はあ……」

「ああ、フィノ君はこっちこっち」

　マジックショップ・レオン王都店史上類を見ぬ状じよう況きように対する危機感からか、めずらしくやる気を見せる副店長。売り場に走るラウルを尻目に、フィノを連れた副店長は入り口前のメイン通路に陣じん取どった。

「ここがフィノ君の定位置ね……よーし、お辞じ儀ぎは分かるかい？」

「ああっ、前にラウルに教えてもらったっ！　これでいいっ？」

「……んー、なかなかいい感じだけど、まだちょっと浅いなー。もっとこう、45度の角度を意識して……うん、上手上手。さすがフィノ君は飲み込みが早いなあ」

「へへっ、副店長っ、ありがとっ！」

「おっ、ラウル君、ご苦労ご苦労。ほら、これ、ラウル君もいっこ持って……っ」

　と。ラウルが売り場から取ってきたばかりのマジカルクラッカーの包装を破る副店長の手が、にわかに止まった。

　ざわりと騒さわぐ第六感。店てん舗ぽの入り口ドアの向こうに近づきつつある確かな人の気配を、ラウルも鋭するどく感じ取る。

「……来たぞ、お客さんだ」

　緊きん張ちようしたような声こわ音ねで、副店長が呟いた。

「総員ただちに出迎え準備っ……おれとラウル君はクラッカー発射、フィノ君はあいさつののちお辞儀だ。45度の角度を忘れるな？　チャンスは一いつ瞬しゆん……しくじるなよ？」

「はいっ！」「了りよう解かいっ！」

　副店長の号令に、即そく座ざに姿勢を正すスタッフたち。心を落ち着かせるように小さく息を吸うと、副店長はタイミングを見計らったうえで片手を上げ、いままさに開かんとするドアめがけて元気な声であいさつをした。




「「「いらっしゃいませっっっ！」」」




　絶ぜつ妙みような呼吸で弾はじけるクラッカーの音。細いリボンと紙かみ吹雪ふぶきがあざやかに宙を舞まい、たったいま入ってきたばかりのお客さんの身体に降り注ぐ。……が。




「…………え」




　クラッカーから放たれたカラフルなリボンがふわりと舞い落ちたのは、なんだかとても見覚えのある、ふわふわした栗くり色いろの髪かみ。細かい紙吹雪がはらはらとこぼれ落ちるのは、白いブラウスに包まれた華きや奢しやな肩かた。

　扉を押し開けて入ってきた美しい少女は、驚おどろいたように琥こ珀はく色の目をぱちぱちさせ、クラッカーの残ざん骸がいを握にぎりしめて凍こおりつく副店長とラウルの顔を交こう互ごに見やり……やがて。

「……ええと……このクラッカー、とうぜん、バイザーくんの自腹ですよね？」

　……なんだかひどく淡たん々たんとした声音で、そう訊たずねたのは。

　本日有給休きゆう暇か中のはずの、この店の最高責任者……マジックショップ・レオン王都店店長こと、セアラ・オーガストだった。




「アマダ・マジック王都本店がうちのすぐそばにオープンっ!?」

「……バイザーくん、もしかして、知らなかったんですか？」

　寝ね耳みみに水といった表情で声をあげる副店長を、店長はため息とともに半眼で見やって、

「昨日の夕刊のトップ記事で、あんなに大きく書かれてたのに」

「え、あ、そのっ……」

「……王都経済新聞には毎日目をとおすよう、言ってありましたよね？」

「ききき昨日はそのっ、これまでの自分と向き合ったりするのに忙いそがしくてだなっ……」

　じわじわと責めるようなセアラ店長の言葉に、視線を泳がせてよく分からない言い訳を口走る副店長……見かねたラウルが、助けるように口を開いた。

「アマダっていったら、マジックアイテム小売り業界の最大手ですよね」

「ええ。王都にはもう二店舗もお店を出してるのに、まさかうちのお店の目と鼻の先にもう一店舗オープンしてくるだなんて、正直、思っていませんでした……」

「って、目と鼻の先って……もしかして、そこの大通りの角で工事してた宮きゆう殿でんみたいな建物ですかっ!?　こないだから前通るたび気になってて、俺、てっきり劇場かと……」

「まあ、店舗は一階だけで、二階にはアマダの統とう括かつ本部が入ってるみたいなんですけど……今回は本当にぎりぎりまで情報が伏ふせられてて、わたしも昨日の夕刊を見るまで知らなかったんです。それで、急だったけど有給を取ってオープンセールを覗のぞいてきたんですけど……まるで王都中の人が集まったような混こみ具合でした」
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「……なるほど、どーりで」

　納なつ得とくしたように頷うなずきながら、がらんとした店内を見み渡わたす副店長。……と。

「でも、そんな大きなお店ができたら、これからすっごく便利になるなっ！」

「「「!?」」」

「……ん、なにか問題でもあるの？」

　まったく事態を把は握あくしていないのんきなフィノの台詞せりふに、三人は思わず顔を見合わせ……やがて、ちょっと困ったような顔をした店長が、諭さとすように口を開いた。

「……フィノちゃん。大きくって強いお店が近くにできたら、うちみたいな小さくて弱いお店は、どうなると思う？」

「えっ？　……え、ええとっ……」

「……ったく。アマダの方に人が流れて、ずっと今日みたいにお客さんが来なかったら、うちの店が潰つぶれちまうだろ？」

　目を白黒させるフィノに、あきれたような口調でラウルが言い放ったとたん。はじめてその事実に気づいたように、少女があわてて声をあげた。

「潰れるってっ……それっ、このお店がなくなっちゃうってことっ!?」

「っ!?　って、おいっ!?」

「やだっっっ！！！」

　叫さけぶなり、かたわらにいたラウルのエプロンをぎゅうっと掴つかんで。少年の胸にすがりつくようにして顔を上げたフィノが、必死な口調で言い募つのる。

「そんなのっ、やだっ！　……オレ様、この店すっごく好きっ……レオンがなくなっちゃうのとか、そんなのイヤだようっ……」

「フィノっ……」

「……ど、どうしよっ、ラウルっ……なんとか、なんとかしなきゃっ……」

　見上げるフィノの瞳ひとみに浮かぶ、思いつめたように真剣な色。いまにも泣き出しそうな少女の肩になだめるように手を置きながら、ラウルはすっかり途と方ほうに暮れた顔をしてしまう。予期せぬシリアスな空気に、気まずげに頭を搔かく副店長。

　……そんなスタッフたちの様子を前に、セアラ店長がおもむろに口を開いた。

「……みなさん。これはマジックショップ・レオン王都店の存続に関かかわる非常事態です」

　いつになく、真剣な口調で。目の前に並ぶ部下たちを見渡しつつ、セアラ店長がきっぱりと宣言した。

「早急に、なにか手を打たなければ。……この調子では、今日はお客さんも来そうにありませんし、臨時休業にしてこれからアマダ対たい抗こう緊きん急きゆうミーティングを開こうと思います」







「──これがアマダ・マジック王都本店のオープンセールの広告チラシです」

　サポートカウンタ前の商談コーナー。普ふ段だんはお客さんにお渡しする成約明細書なんかを書くために使われるそのテーブルで、店長が広げた大きなチラシを取り囲んだスタッフたちがそろって息を呑む。

「うわっ、この商品安すぎっ……これなんてどう考えてもうちの仕入れ値より安いしっ、どうやったらこんな値段出せるんですかっ……!?」

「……って、おい、まじかよ……なんであの超ちよう人気アイテムの在庫確保できてんだよ……入荷の割当て少なすぎて、うちじゃ予約したって半年待ちなんだぞ……？」

「あっ、ラウル見てっ！　お菓か子し載のってるっ！　ジュースもあるっっっ!!」

「……アマダ・マジックは、創業わずか二年にして業界トップにまで昇のぼりつめた新興企き業ぎようです」

　……夢中でチラシに見入る三人を見やりながら、困ったように嘆たん息そくするセアラ店長。

「店舗数は全国56店舗。業界シェアは売上げベースで50％以上を占しめ、大陸の主要都市をほぼ網もう羅らしています。……一方、マジックショップ・レオンを展開する我が社レオスタッド商会は今年で創業十周年。店舗数は王都とその周辺都市10店舗で、業界シェアはわずか３％未満。物量、価格、サービス。すべての面でわたしたちの圧あつ倒とう的不利です。……ラウルくん、どうすれば対抗できると思います？」

「へっ」

　いきなり話を振ふられて、チラシに見入っていたラウルはあわてて顔を上げた。

「え、ええとっ……そうだっ、こっちもチラシを配るのとかどうですかっ？　ほら、たしか、二階の倉庫にうちのマスコットキャラの着ぐるみがありましたよね。あれ着て、中央広場で呼び込みすれば……」

「……普ふ通つうだな」

「……普通ですね」

「……ふう」

　……その瞬間、小さなテーブルを包みこむ、なんだかがっかりしたような空気。

「え、ちょっ、普通でなにがいけないんですかっ、普通でっ!?」

　思わず声をあげると、ラウルの隣となりに座る副店長が、なんだかなまあたたかいまなざしを向けながらぽんと肩を叩たたいてくる。

「ラウル君……ほら、なにごとも一発目というのは肝かん心じんだからさ。もっとこう、出オチ的なものを意識してだね……」

「いやっ、おかしいでしょそのアドバイスっ!?　なんでミーティングで出オチ的なものを意識しなきゃいけないんですかっ!?」

「正直、最初の掴みが弱いと、テンションが下がっちゃいますよねえ……」

「って、これってべつに大おお喜ぎ利り大会とかじゃないですよねっ!?　いたって真ま面じ目めなミーティングですよねっ!?　みんなでマジックショップ・レオン王都店最大の危機を乗り切ろうっていうお話でしたよね店長っ!?」

「……ラウル。お前さ、もっと空気を読んで発言した方がいいんじゃないか？」

「おいフィノお前さっきレオンがなくなっちゃうのイヤだって泣きそうな顔してたよなあああっっっ!?」

「じゃあ、次はフィノちゃん、行ってみましょうか？」

「はいっっっ!!」

　……必死に言い募るラウルを無情にスルーして。店長が視線を向けたとたん、フィノが待ってましたとばかりに手をあげる。

「……どうせまた、店に宝箱置くとかそんなこと言い出すんだろ」

「ふはははは、見み損そこなったぞラウルっ？　お前の発想はその程度かっ!?」

　恨うらみがましげに呟つぶやくラウルに、ふふんとえらそうに鼻を鳴らして……あらためて店長を見やったフィノが、自信たっぷりに答えた。




「店内に邪じや神しんの祭さい壇だんを設置し、集客祈き願がんの生け贄にえを捧ささげればいいと思いますっ！」

「ねえよっっっ!!」




　反射的にツッコミを入れるラウルと、対照的に真ま顔がおで呟く店長。

「フィノちゃん、生け贄って、生花とかでもいいのかしら？」

「んー、たぶん問題ないんじゃないかな」

「って問題ないのかよっ!!　案外心広いな邪神っっっ!!!?」

「では、それは採用として……」

「いやどう考えてもそれはないですよね店長っ!?　売り場に祭壇とかおかしいですよねっ!!!?　お客さんドン引きですよねっ!!!?　ねえ、店長っっっ!!!!!?」

「バイザーくんは、なにかありますか？」

「……えっ、おれ？」

　先ほどラウルに全力でダメ出ししたくせに、自分に話がまわってくることなんて想定していなかったように。困ったような顔をした副店長が、やがておずおずと口を開く。

「おれは、その……チラシ見るかぎり、どーやっても勝ち目はねえっていうか……この際、王こ都の店みせのことは諦あきらめて、移転先を探すのが現実的じゃないかな、なんて……」

「フィノちゃん」

　副店長の発言を遮さえぎるように、店長がひどく淡たん々たんとした声こわ音ねで、

「生け贄って、副店長とかでもいいのかしら？」

「んー、たぶん問題ないんじゃないかな」

「か、改装とかどうだろうっ！　改装とかっ!?　ほら、正直うちの店もそろそろマンネリ感が漂ただよってるし、リニューアルオープンで新しん鮮せんみを出すんだよっっっ！」

　あわてたように声をあげる副店長。その言葉を受け、店長が考えこむように唸うなった。

「改装、ですか……確かに、安売りじゃ敵かないませんし、悪くないかも……」

「なっ、なっ、だろっ……!?」

　安心したように胸をなで下ろす副店長の前で、議事録代わりのノートにさらさらとペンを走らせつつ、店長が呟く。

「でも、せっかく改装するなら、それに絡からめてなにかエンターテインメント性のあるイベントが欲ほしいですね。アマダもオープン記念に実演イベントや抽ちゆう選せん会をやってましたし、なにか盛り上がるような企画があるといいんですけど……」

「ええと、１０００ゴールド以上お買い上げで薬草プレゼント、みたいなのですか？」

　ラウルがなにげなく口にしたとたん、向かいに座るフィノがはっとした顔で、

「そうだっ、１０００ゴールド以上お買い上げで『ロマンあふれる北の国、魔ま界かい旅行へご招待』ってのはどうだ？」

「誰だれが行くかっっっ!!　ていうかお前なに『……おそろしい名案を思いついてしまった』みたいな顔してんだよっっっ!?」

「ふふふふふふふ……侮あなどるな、ラウル！」

　反射的に叫んだラウルをびしっと指し、余よ裕ゆうありげに笑うフィノ。

「魔界にも観光名所くらいあるんだぞ！　血みどろ神しん殿でんとか、臓ぞう物もつの森とか……」

「いやもうその時点で惹ひかれる要素がこれっぽっちもねえから！　ていうか、なんかこうもっと前向きなスポットはねえのかよっ!?」

「前向き……ええと、じゃ、希望の崖がけとかどうだっ？　そこから飛び降りれば、どんな願いも叶かなうという伝説がっ！」

　どうだ参ったかと言わんばかりに胸を張ったあと、思い出したように、

「……まあ、残念ながら、生せい還かん者はまだひとりもいないんだけど」

「誰だよそんな無責任なウワサ流したやつっっっ!!」

「でも、伝説を絡めるのとか、ちょっと面おも白しろいかもしれませんね。そういうのをモチーフに、ちょっとしたストーリー仕立てみたいな感じにして……」

「ストーリー仕立てっ!?」

　と。そんなセアラ店長の言葉に、ぐっと身を乗り出したフィノが目を輝かがやかせる。

「それ、すごく面白そうっ！　店長、それやろっ！　オレ様が台本書くっっっ！」

「ってフィノっ！　お前にそんなん書けるわけねえだろっ!?」

「大だい丈じよう夫ぶだ！」

　即そく座ざに叫ぶラウルの前で、得意げな顔をして、フィノ。

「魔王城実家にいたとき、魔王学の一いつ環かんとして教育係のレイドにみっちりと仕込まれたからな！　人間どもを震ふるえあがらせるカッコいいセリフならオレ様に任せておけ！」

「任せられるかっっっ!!　……ていうかちょっと待て、魔王のセリフって台本あんのっ!?」

「えっ」

　思わずラウルが聞き返すと、フィノは逆に不思議そうな顔をして、

「なに言ってんだよ、当たり前だろ？　勇者や魔人たちの前でアドリブで演説してうっかり失敗したらいろいろと台無しじゃないか。『支配者としての威い厳げんをたもつためには、こうした地道な準備が大事なのです』ってレイドも言ってたぞ」

「い、いやっ、それはそうかもだけど……」

「ちなみに、魔王の証あかしたる《支配の血星石ブラツドストーン》には、カンペ機能がついていてだな」

「……なんか、もう、それくらいで勘かん弁べんしてください」

　フィノが惜おしげもなく暴ばく露ろする魔王の舞ぶ台たい裏うらに、なんだかすごく微び妙みような気持ちになってしまうラウル。ていうか俺たち人間って、こんなやつらに苦しめられてきたのかよっ……。

「……まあ、とりあえずは、こんなところでしょうか」

　……と、テーブルにつくスタッフたちの顔を見み渡わたし、店長はぱたんとノートを閉じて、

「細かい部分はおいおい詰つめていくとして……とりあえず、できるところからはじめてみましょうか？」




　　　　＊　＊　＊




『……どうやら、来たみたいです』

　──《魔法トランシーバーマジツクインカム》を通してイヤホンに送り込まれる店長の声に、バックヤードの制せい御ぎよ盤ばん前にたたずむラウルは思わず唾つばを飲む。

『みなさん。いよいよ、わたしたちのこれまでの努力の成果を見せるときがきました。お店の今後のためにも、失敗するわけにはいきません──これよりミッション《コードＨ》、発動します』

　いつになく真しん剣けんな口調で。セアラ店長の宣言にいやがうえにも高まる緊きん張ちようを和やわらげようと、ラウルはいまいちど深く息を吸った。

『……３、……２、』

　やがてイヤホンの奥から聞こえてくる、落ち着いた声音のカウントダウン。

　──いろいろと思うところはあるけれど、とりあえず、やれるだけのことはやった。あとはもう、なるようにしかならない。泣いても笑っても、審しん判ぱんが下されるまで、あと少しだ。

『……１、……ゼロ』

　力強く放たれた、店長の合図に合わせて。

　祈いのるような気持ちで、ラウルは店内照明のスイッチへと、手を伸のばした──。




　　　　＊　＊　＊




「いらっしゃいませ」

　マジックショップ・レオン王都店。なにげなく扉とびらを開けた少年を迎むかえたのは、たっぷりしたスカートの裾すそをつまみながら頭こうべを垂れる、ひとりの少女の姿だった。

「ようこそ、おいで下さいました……ここは、レオンの店です」

　耳をくすぐるような甘い、甘い声。出迎えの言葉とともに、少女はゆっくりと面おもてを上げ……思わず、少年は息を呑んでしまう。

　なめらかな弧こを描えがいて肩かたからこぼれ落ちる、ふわふわとした栗くり色いろの髪かみ。その中にある顔立ちはこれ以上ないほどにかわいらしく、襟えりぐりの大きく開いたワンピースから惜しげもなく覗のぞくふくらみは、抗あらがいがたいほど魅み力りよく的で……。

　天使のように愛らしい少女は、さらさらとした衣きぬ擦ずれの音を響ひびかせて歩みよるなり、呆ぼう然ぜんとたたずむ少年の手をそっと、やさしく取りあげてくる。

「っ!?」

　少女の指に触ふれられた瞬しゆん間かん、背筋を走る電流みたいな感覚。すぐ前までせまった胸の谷間から反射的に目を逸そらし……赤面する少年に、少女がはにかむように微笑ほほえみかけた。

「勇気あるお客さま……わたくしどものお店に伝わるこちらの品々を、どうぞ、お持ちくださいませ」

　ぞくぞくするような声で囁ささやきながら、少女が手渡してくる買い物かごと、ひとふりの剣。

　……って？

「あ、あのう……これは……」

　──いかにもオモチャ然とした、はりぼての剣。うむを言わさず押しつけられたアイテムに戸と惑まどう少年の前で、少女は形のよい眉まゆをひそめる。

「ここはかつて、とても平和で、美しい店でした……売り場には様々な商品があふれ、活気に満ちた店内には数多くのお客さまが集つどい……この《店レオン》を守護するわたくしども《店員スタツフ》一族は、幸せに満ちておりました……」

「は、はあ……」

「しかし、長く続いた平へい穏おんはとうとつに終わりを告げました。人じん智ちの及およばぬ狭はざ間まの闇やみの国より現れし《高貴なる邪じや悪あく》が、この《店レオン》を飲み込んでしまったのです」

「……え、ええと、そ、それは、大変ですね……」

「お客さま、どうか、この店をお救いください」

「えっ」

「お客さま、どうか、この店をお救いください」

「え、ええと……」

「お客さま、どうか、この店をお救いください」

「僕は、あの……」

「お客さま、どうか、この店をお救いください」

「…………」

　たおやかな指を胸の前で組み合わせ、少年を見つめながら訴うつたえる少女。

　……その辺りでようやく、どうやら自分には選せん択たく肢しというものが存在しないらしいということに気づいて。少年がしぶしぶ頷うなずいたとたん、少女が天使のように微笑んだ。

「ありがとうございます、お客さま。店内は危険に満ちています。……くれぐれも、お気をつけ下さい」

　その言葉に、少年はいまさらながら、ぐるりと辺りを見回して……。

「…………」

　……あまりにも変わり果てた店内に、あんぐりと口を開けたまま立ちつくしてしまう。

　極限まで照明の落とされた薄うす暗ぐらい店内で、ゆらめく蝋ろう燭そくの炎ほのおに照らされて少年の目の前に浮うかび上がるのは、まるでこの世のすべてを呪のろうかのようなド迫はく力りよくを持つ祭さい壇だんだった。無数にそびえ立つ悪魔の角のようにねじれた漆しつ黒こくの柱と、いくつもの複雑な魔法陣じん。中央の台に供そなえられた割れた杯さかずきからは赤黒い液体がぽたりぽたりと滴したたり落ち、ぐちゃぐちゃに引き千切られた花の残ざん骸がいがそこかしこに散らばっている。

　と、不意にどこからともなく聞こえてきた悲鳴に、少年はびくりと背を仰のけ反らせた。とっさに顔を向ければ店の奥のマジックヴィジョン展示コーナーで、仄ほの白じろい画面に映し出された化け粧しようの歪ゆがんだピエロがこちらを見み据すえ、ニヤリと嗤わらっていて。

「…………っ」

　……身体からだにまとわりつくようなドライアイスの靄もやと、単調にアレンジされた暗あん鬱うつな店内ＢＧＭ。少年はしばし呆然としていたが、やがてぶるっと大きく頭を振ふるなり、意を決したように、渡された剣と買い物かごを握にぎりしめた。




　暗がりの中へとおそるおそる足を踏ふみ出した少年が、マジックカメラ売り場のガラスケース前を通りかかったその時だった。隣となりの棚たなの陰かげからいきなり飛び出してきた人物が、まるで行く手を遮さえぎるかのように、少年の前にぬっと立ちはだかる。

「ははははははははははははー」

　黒く長いマントと帽ぼう子し、目もとをすっぽりと覆おおう怪あやしげな黒マスク。ひょろりとした長身の赤毛男はテンションの低い笑い声をひとしきりあげたあと、手にした薄い冊子をめくりつつ、なんだかものすごい棒読みで言い放った。

「えー、よく来たなお客さまーっ。おれはこのケースを守護するものーっ。このガラスケースの封ふう印いんを解きたくば、このおれを倒たおしていくがいいーっ」

「…………」

「ふはは、どうしたーっ？　怖おじ気けづいたかーっ？」

「…………」

「……えーと」

「…………」

「…………」

　少年が無言で向ける冷たいまなざしに、赤毛のマスク男は次し第だいにもじもじしはじめ……やがて、決まり悪げに口を開いた。

「……あー。ほら、その剣でさ、ちょっとつついてみて？　ね？　軽くね、軽く」

　ひそひそと、身も蓋ふたもないアドバイス。諦あきらめたように嘆たん息そくし、少年は剣を持ちあげた。

「うっ、やられた」

　その瞬間、なんだか面めん倒どうな仕事から解放されたかような晴れやかな声をあげた赤毛男は、待ってましたとばかりに腰こしの鍵かぎ束たばを掴つかみ、慣れた手つきでがちゃがちゃとガラスケースを開けはじめる。

「くくっ、このおれを倒したくらいでいい気になるなよー。おれを倒してもまだ第二、第三の脅きよう威いがお客さまを待ち受けてるからなー。あー、あと、忠告しておくが、くれぐれもレジには気をつけることだなー」

　片手の冊子をチラ見しながら、もはや演技もへったくれもないやる気のなさで、赤毛男。

　……なんかもう、いろいろと諦めたような顔をして。少年は赤毛男から受け取ったマジックカメラを買い物かごの中に入れると、足早にレジへと向かった。




「あっ、いらっしゃいませっ！」




　薄暗がりの中でも輝かがやくような銀色の髪と、胸がぎゅっとするほどあどけない少女の笑え顔がお。

　少年がレジカウンタに近づくなり、待ちわびたように顔を上げて。はしゃぐような声をあげた少女は憧あこがれをいっぱいに込めたまなざしで、うれしそうにこちらを見上げてくる。

「ありがとうございます、お客さまっ！　お品物をお預かりいたしますっ！」

　民族衣い装しよう風のワンピースに包まれた、先の少女ほどではないにせよ、申し分のないふくらみを持つ胸。きゅっとしまったウエストと、身体を動かすたびに短めのスカートからちらちら覗く白いふともも。無む邪じや気きに微笑む銀ぎん髪ぱつの少女は赤いリボンを揺ゆらしながらぴょこんと頭を下げ、カウンタの向こうから手を伸ばして少年の買い物かごを受け取ろうとする。

「……レジは普ふ通つうなんだ」

　にこにこと微笑む少女のとても気持ちのいい応対に、なんだかすっかり拍ひよう子し抜ぬけしてしまって。思わず少年が呟つぶやいたとたん、少女がふっとうつむいた。

「くっくっくっくっくっ……」

　……小さな肩を、小刻みに揺らしつつ。

　やがて顔を上げた少女は唇くちびるの端はしを持ちあげるようにして豪ごう快かいに笑うと、細い腰に手を当てて思いきり胸を張る。

「フハハハハ、まんまと騙だまされたなお客さまめっ！　このレジは偽物フエイクだっ！　本物のレジは、このお店の地下室に幽ゆう閉へいされているっ！」

「え……って、それいったいどんな状じよう況きようなんですかっっっ!?」

　思わずツッコミを入れる少年。……と。

「お客さまっ！」

　聞き覚えのあるやわらかな声とともに、とつぜん視界にふわりと広がる栗色の波。少年が顔を向けると、いったいいつどこから現れたのだろう。入り口で剣けんを託たくしてきたあの美しい少女が、すぐかたわらに並び立っていた。

　ひるがえる長いスカートと、ドレスの胸むなもとから飛び出しそうにふるんと揺れる胸。琥こ珀はく色の瞳ひとみで少年をじっと見つめながら、少女は真剣な口調で言い放った。

「お客さまっ……どうかお持ちの《常連客の証メンバーズカード》をっ！　《常連客の証メンバーズカード》をその《お客さまの剣カスタマー・ソード》の柄つかに挿さしてくださいっ！」

「えっ、この剣ってそんな名前だったんですかっ!?」

　そのとたん、「しまった」と言わんばかりの顔をして後ずさる、カウンタの中の少女。

「め、《常連客の証メンバーズカード》っ……き、貴様、ただの《客》ではなく、《常連客カスタマー》だとでも、いうのかっ!?」

「いや、ちょっと僕には言ってる意味がまったく分からないんですけどっ!?」

「くく、まさか伝説の《常連客カスタマー》が、この《店レオン》に現れようとは……」

「って、メンバーズカードくらいみんな持ってますって！　こんなん無料で作れますしレア度とかありませんしっ！　なんてありがたみのない伝説ですかっ!?」

「お客さまっ、お願いですっ！　その秘められし《常連客カスタマー》の力をわたくしども《店レオン》の《店員スタツフ》にお見せください！」
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「ていうかあなた達はとりあえずなんでも《 》で括くくってルビ振っときゃいいって考え捨てて下さいっっっ!!」

　……しかし、とりあえず、話を進めないわけにもいかなさそうだった。

　いかにもめんどくさそうな表情で、少年が言われるがまま剣の柄に《常連客の証メンバーズカード》を挿したとたん、それまで薄暗かった店内がぱっと明るくなり、栗くり色いろの髪かみの少女が真ま面じ目めな顔で息を呑む。

「《常連客の証メンバーズカード》を認証した剣が、みるみるうちにまばゆい光に包まれていくわ……っ！」

「くっ、目がっ、目がっっっ……こ、これが伝説の《超お客さまの剣ハイパー・カスタマー・ソード》の力かっ……！」

「いや、店の照明は明るくなりましたけどべつに剣自体はぜんぜん光ってませんよねっ？　なんですかこの力ちから業わざの演出はっ!!!?」

「いまよ、剣をかざしてっっっ!!」

「ああああああああもうこれでいいんですかこれでえええええっっっ！！！！！」

　……なんかもう、すっかりやけくそになって。

　少年がまばゆい光に包まれた（という設定の）剣をかざしたとたん、店の中にファンファーレが響ひびき渡わたり、カウンタの中の銀髪の少女が苦しげなうめき声とともに膝ひざをついた。

「くっ……わ、我が輩はいの、負けだっ……ぐはあっ」

「……ありがとうございました、お客さま」

　微笑ほほえみとともにあっさりと宣言する栗色の髪の少女。その瞬しゆん間かん、まるでタイミングを合わせるかのように、いつもどおりの晴れやかなＢＧＭが、店内フロアに流れ出した。

「勇気あるお客さまのおかげで、このお店は救われました」

「……はあ、そりゃあ、よかったですね」

「お客さま、ご苦労だったなっ！」

　……すっかり疲つかれきった顔で少年が呟くと、いつの間にか完全復活したレジカウンタの中の少女がにこにこしながら声をあげ……ふと、なにかを思い出したように手を打つと、少女はおもむろに、棚の下から大きな植うえ木き鉢ばちを取り出した。

「？」

　大おお振ぶりな葉っぱの下にのぞく、ちょうど目をつぶった人間の顔そっくりな不気味な根。少年が怪け訝げんな視線を向けると、銀髪の少女は植木鉢を抱かかえたままにっこりと微笑んで、

「ちなみに、いまなら１０００ゴールド以上お買い上げで、こちらのマンドラゴラが一回引けますっ！」

「いや、それ死にますよねっ!?　死にますよねそれっ!?　明らかにお客さんの命狙ねらってきてますよねっ!!!?」

「えっ……でも、うまく引き抜くことができれば不老不死の妙みよう薬やくだぞ？」

「引き抜く時点で死んだら意味ありませんよっっっ！！！」

　……と。

「……ええと…………」

　不意に。バックヤードの扉とびらの向こうからおずおずと、気まずそうに現れるひとつの影かげ。

「……よお、久しぶり、エリック」

　なんだか申し訳なさそうな顔をしつつ、苦笑いとともに頭を搔かく黒髪の少年。その姿を認めるなり、《超お客さまの剣ハイパー・カスタマー・ソード》を握ったままの少年がぎりぎりぎりと奥歯を噛かんだ。

「『よお、久しぶり』じゃないだろラウル！　この腐くされ店てん舗ぽ社員がああああっっっ!!」

　なんかもう、泣きそうな顔をして。エリックと呼ばれたくりくりした茶色い天パ頭の少年はラウルへ指を突つきつけるなり、思いきり声を荒あらげる。

「王都店が改装したから確かく認にんしに来いって君のメール見てさっ！　うちの鬼き畜ちく上司に押しつけられてくそ忙いそがしい本部業務の合間縫ぬってどーにか顔出してみればこのありさまとかさっ!?　おかしいだろっ!?　どう考えてもおかしいだろ、これはっっっ!?」

「い、いや、それはまあ、正直、俺もそう思うけど……」

　……ぶっちゃけ、反論の余地もなく。ラウルは同情するように目をすがめた。

　──ミッション《コ本ー部ド視Ｈ察》──「じっさいに本物のお客さまをお迎むかえする前に、いちど本部に確認してもらって、許可をとらないといけませんね？」というセアラ店長の指示を受け、チェーンストア・マジックショップ・レオンを統とう括かつするレオスタッド商会本部店舗支し援えん課にメールを入れたのは他ほかならぬラウルだった。けど、てっきり課長のギル氏が来ると思ったら、まさか下したっ端ぱのエリックが来るなんて……。

　お客さまに感動を与あたえる接客販はん売ばい士を目指して入社したにもかかわらず、不本意にも裏方である本部に配属されてしまったエリックは、店舗に配属されたラウルを目の仇かたきにしていた。顔を見るたびつっかかってくるから、ラウルとしては正直あまり会いたくない相手。

　つい目を逸そらしたラウルの襟えり首くびを掴み、エリックは唾つばを飛ばさんばかりの勢いで怒ど鳴なる。

「ていうか、どーせ全部君の仕業だろっ!?　なんだよ《超お客さまの剣ハイパー・カスタマー・ソード》って!?　はっ、君は相変わらずネーミングセンス最悪だな！　ったく、君みたいな無能が同期だなんて僕は情けなくて涙なみだが出るね!!」

「ちょまっ、台本書いたの俺じゃねえよっ！　俺はあくまで大道具と裏方担当っ！　ノリノリで計画したのは店長とバイトのフィノだ誤解すんなっ!!」

「うるさいっ！　こんなにかわいいセアラ店長とバイトさんがこんなバカな企き画かくするわけないだろくそがあっ!?　お嬢じようさんがたの名めい誉よを傷つけ、あまつさえはこの僕をくだらない茶番に巻き込んだことを人生かけて償つぐなえダメ店舗社員っっっ!!」

「だから違ちげえってっ!!　いいかエリック、うちの店長なめんなよっ!?　基本出る杭くいあれば全力で引き抜くし、ちょっとでも面おも白しろそうだと思ったら全身全ぜん霊れいで実行するタイプなんだからなっ!!　俺はむしろ暴走を抑おさえようとっ……」

「黙だまれ店舗社員っっっ！！！」

　必死に弁解するラウルを怒鳴りつけ、エリックが八つ当たりのようにわめいた。

「だいたい君の環かん境きよう恵めぐまれすぎだろっ!?　なんだよかわいい上司にかわいい後こう輩はいってっ!?　『ラウル先輩っ、これからわたしにいろんなコト、いっぱい教えてくださいね[image: ハート]』とか上目づかいで囁ささやかれちゃったりしてムッフーな日々送ってんだろっざけんなっ!!　こんなかわいい女の子と一いつ緒しよならサビ残なんてむしろご褒ほう美びじゃないかっ!!　君は己おのれの全存在を賭として僕にケンカ売ってんのかっ!!!?」

「で、でも、本部だってかわいい子いっぱいいんだろっ!?　総務課のドラッグさんとドロップさんとか、経理課のメモリィさんとか、秘書課の……」

「部署が違うとほぼ接点ないんだよっっっ！」

　その視線に明らかな殺意を込めつつ、憎にく々にくしげにラウルを睨にらみつけるエリック。

「店舗支援課は僕と上司のふたりしかいないから、僕は四六時中あの人格破は綻たん者につきっきりでっ……休きゆう憩けい時間に屋上で小鳥とご飯食べてる時間だけがゆいいつの心の救いなんだぞっ！　同期のくせにこの絶望的な差はなんだよくそっ、くそっ！　もし僕が王都店に配属されてたら、僕がこのかわいいバイトさんの教育係だったのにいいいいいっ……！」

「……い、いや、正直、フィノはお前の手にはおえないと思……」

　……と。

「……エリックくん」

　口論するふたりの少年の間に割って入り、エリックに向かってていねいに頭を下げたのは、先ほど彼に剣を託した栗色の髪の美少女こと、セアラ店長。

「今日は王都店のためにわざわざ本部から来てくれて、本当にありがとうございました」

「っ……い、いえっ、あのっ、し、仕事ですからっ」

　その微笑みにどぎまぎしつつ、そばかすだらけの頬ほおを赤くするエリックへと、琥珀色の目を細めた店長が甘い声で訊たずねる。

「それで、どうでしたか？　今回の、うちのお店の改装は……」

「え、ええと……」

「ふふっ、正直、かなり自信あるんです。同業他社さんとの差別化を図はかった、ちょっといままでにない感じで……」

「え、あ、そ、そのっ……」

「だから、エリックくんの素す直なおな感想、聞かせて欲しいな……？」

　……ああ、かわいそうに、と、思わずラウルは同情してしまう。

　いろんな意味で常識にとらわれないセアラ店長の最強武器こと、あらゆる無理難題を押しとおすエンジェリックスマイル。いかにも恋れん愛あい経験に乏とぼしそうな思春期の少年が、その反則的な魅み力りよくに抗あらがえるはずもなく……。

　だらだらと冷や汗あせを垂らしつつ、エリックが口を開こうとした、その時だった。

「うーん……」

　レジカウンタの中でぺらぺらと台本をめくりながら、思案げに首を傾かしげたフィノが、ひどく真剣な顔で独ひとりごちる。

「……《超お客さまの剣ハイパー・カスタマー・ソード》よりも、《最強お客さまの剣アルテイメツト・カスタマー・ソード》の方がカッコいいな……。でも、《殺戮のお客さまの剣ジエノサイド・カスタマー・ソード》も捨てがたいし……うん、このへんのセリフは、まだ改良の余地がありそうだ……」




「って、そういう問題じゃありませんっっっ！！！！」




　瞬間、脊せき髄ずい反射的に思いっきりツっこんで。

　その拍ひよう子しにはっと我に返ったエリックはぶんぶんと大きく首を振ふると、油断ならない王都店の美少女店長から毅き然ぜんと目を逸らし、きっぱりと言い放った。

「き、却きやつ下かですっ、却下っ!!　こんなもの、本部としてぜったい認められませんっ!!　祭さい壇だんはバラして焼しよう却きやく処分っ!!　速すみやかに王都店を元に戻もどしてくださいっっっ！！！！」




　──こうして。

　マジックショップ・レオン王都店の改装は、レオスタッド商会本部店舗支援課所属の若手社員ことエリック・フリッツの英断により、あえなく却下となったのだった。




　　　　＊　＊　＊




「っ、暑っ……」

　つい、口から洩もれるぼやき声。チラシの詰つまった鞄かばんを肩かたから下げ、暮れかけた空を仰あおぎながら、ラウルは盛せい大だいなため息をついた。

『というわけで、広場でのチラシ配り、お願いしてもいいかしら？』

　……本部指導によりあっさり白紙となった、エンターテインメント性にあふれた王都店リニューアル案。かわりに保留になっていた第二案が繰くり上げ実行されることになり、発案者のラウルが、その名誉ある役割を担うことになったのだけれど。

「……けっこう大変だなっ、これっ……」

　たまには店の外に出るのも新しん鮮せんかなと思ったラウルの下心は、完全なる裏目に出ていた。

　二階の倉庫の片かた隅すみに何年も転がってた、ライオンと星を無理やり混ぜ合わせたような微び妙みようすぎるデザインのマスコットキャラ・れおすた君の着ぐるみ。なんともいえないゆるキャラ感ただようこの着ぐるみは死ぬほど重いうえに尋じん常じようじゃないほど暑く、着用一時間にしてすでにラウルの体力をステータスが赤くなるレベルにまで追いやっていて。

　それに、裏通りの小さなマジックアイテムショップのチラシなんてものを受け取ってくれる人間はもちろん、それほど多くない。差し出したチラシを断られるのはマシな方で、目の前で丸められたり、その場に捨てられたりするのはキツいものがあって……正直、着ぐるみがなかったらとっくに挫くじけきってたことだろう。歩くだけでも体力を消しよう耗もうする呪のろいのアイテムみたいなシロモノだけど、いちおうそれなりの利点はあるらしい。

　……けれども。

　それよりもっと地味に、かつ着実に精神ゲージを削けずっていくのは、広場のどちらを向いても視界に飛び込んでくる、ラウルとちょうど同じ歳くらいのカップルたちの姿だった。

　……じわじわと募つのるゆううつな気持ちに、ラウルはつい、嘆たん息そくしてしまう。

　持って生まれた小心さとマイナス思考による消極性、田舎いなか出身の気おくれにくわえて、脇わき目めもふらず勇者を目指すことでなんとなく壁かべを作ってしまい、これまでほとんどぼっちだったラウル。接客業でその辺はいくらか改善されたものの、相変わらず彼女どころか職場以外の人づきあいすらほとんどない彼にとって、街を行きかうリア充じゆうたちはなんというか、ちょっとした別世界の存在みたいで……くそっ、いいなあっ……。

　楽しげに手を繋つなぐカップルたちの姿を、マヌケな着ぐるみ姿でぼんやり見つつ──ふと、右手にフィノと手を繋いだときの感かん触しよくがよみがえり、ラウルはあわてて頭かぶりを振った。

　……っておいっ、勘かん違ちがいすんなよ俺っ！　あいつ、確かに俺に懐なついててっ、やたらとベタベタくっついてきたりするけどっ、あれはべつにそういうんじゃないだろうしっ……俺にしたって、あいつは単なる後輩だしっ、そりゃ、すげえかわいいけどっ、魔ま人じんだしっ……い、いや、魔人なのはべつにいいんだけどっ、だからっ、そのっ、俺はっ……って。




「っ!?」




　──それは、ひどくとうとつだった。

　最初に感じたのは、ひどい衝しよう撃げき。いきなりラウルの身体からだに激しくぶつけられた『なにか』の強きよう烈れつな存在感。そして……熱のようにじわりと広がりはじめる、鈍にぶい痛み。

「はっはっはっ、ヘンテコな魔物めっ！　どうだ、まいったかーっっっ！」

　……広場で遊んでた悪ガキから食らわされた、向こうずねへの会心の一撃。

　思わずかがみ込んだ着ぐるみラウルの脇わき腹ばらにとどめのチョップを食らわすなり、悪ガキは小こ憎にくたらしい笑い声を残し脱だつ兎とのごとく逃にげていく。……もちろん、追いかけて反撃するわけにもいかず。その背中を恨うらみがましげに睨みつけながら、ラウルは悔くやしさをこらえつつうめいた。

　……なんか、今日はもう、店に帰ろうかな……。ダメージを負わされたすねから手を離はなしてよろよろと立ち上がりながら、ラウルはつい、心の中で独りごちる。うん、もう、いいよな。今日の俺、ほんと、めちゃめちゃ頑がん張ばったよな。神様も笑顔で親指立ててグッジョブって言ってくれるレベルだよな。……よし、帰ろう。

　──ラウルがそう思った、その時だった。

　着ぐるみ越ごしの視界の中、不意に目を奪うばわれたのは、流れるように美しい蜂はち蜜みつ色の髪かみ。ざっくりしたウインドブレーカー越しにも分かる均整のとれたプロポーションと、はっとするほどきれいな顔立ち。深い藍あい色いろの瞳ひとみと、きゅっと引き結ばれた唇くちびる……。

　……なんだよ、アイリじゃねえか。

　雑ざつ踏とうの中、大通りを足早に過ぎようとしているのは、通つう称しよう『オールＡのアイリ』ことアイリ・オルティネートだった。勇者予備校でラウルと首席を争っていた、凜りんとした雰ふん囲い気きの美少女。……どこか思いつめたような表情は、幼い頃ころに魔人に家族を殺されたという例のウワサゆえだろうか。

　ラウルはつい先日、彼女と二年ぶりの再会を果たしたばかり。とはいえ、べつに街中で見み掛かけて気軽に声を掛けるほどの間あいだ柄がらでもないけど、それにしても……。

　……あらためて見ると、やっぱりあいつ、めちゃめちゃ美人だよな……。

　物もの憂うげな顔をしていてさえ、人混みの中でも目を引かれずにはいられないほどの美び貌ぼう。ホットパンツから覗のぞくふとももについ見とれ……ふと、ラウルは目を丸くしてしまう。

「ん？」

　少女が小こ脇わきに抱かかえている、一冊の薄うすい雑誌。見覚えのあるその表紙に、ラウルは思わず目を瞬しばたたかせた。

　──あれって……求人誌だよな？

　間違いない。王都のいたるところで配られてる無料求人情報誌『ジョブメント』。俺も就活してた頃は毎週チェックしてたけど、でも……なんであいつがそんなの持ってんだ？

　勇者制度の廃はい止しにより、ラウルと同じく勇者になれなかったものの、元勇者や勇者志望が群がる狭せまき門を突とつ破ぱしたアイリはいま、勇者と遜そん色しよくないくらい待たい遇ぐうのいい警備会社で働いてるハズだった。先日会ったときも、アイリはそれを自じ慢まんしてきて……自分の仕事に自信とやりがいを持ってるようだったのに。

　……ま、どんなに華はなやかに見える仕事でも、いろいろ事情があるってことか。

　疲つかれたような、どこか沈しずんだ少女の横顔と、自分の肩から下がる鞄にぎっしり詰まったチラシを交こう互ごに見やりつつ。着ぐるみ姿のまま、ラウルは小さなため息をついた。








　第二章「やっぱり埒らちがあかないんで偵てい察さつに行くことにしました」







　築数十年の古びた四階建てアパート。一歩踏ふみ出すたびにささくれた羽目板が軋きしむ二階の廊ろう下かで、ラウルは目の前の色あせたドアをノックする。

「フィノーっ、時間だぞーっ」

　やがて部屋の中から返ってくる、くぐもった声。

「……待ってーっ、いま行くーっ」

　焦あせったみたいな返事とともに、ドアの向こうでばたばたとあわただしい物音が聞こえてきて、ラウルは思わず嘆息してしまう。……たく。準備くらい、ちゃんとしとけっての。

　べたべたとワッペンの貼はられたパーカーの背中をドア脇わきの壁に預けながら、ラウルは頭に載のせた帽ぼう子しのつばを目ま深ぶかに引き下げた。

　──五の月も、そろそろ半ばに差し掛かって。頬ほおをくすぐる緑の匂においを乗せた風は心地ここちよく、そのまま居い眠ねむりでもしたくなってしまいそうな陽気。

『ラウルっ、オレ様、明日のお休みにアマダに行ってくるぞっ！』

『……はぁ？　……っておいっ、ちょっと待てっ！　俺も行くっっっ!!』

　昨日の閉店後、とつぜんそんなことを言い出したフィノに、ラウルもあわてて同行を申し出た。店長も初日に偵察してきたというアマダのオープンセールはラウルも気になってて、もともとひとりでも行く予定だったし……なにより、フィノをひとりでアマダに行かせるだなんて危険すぎる。いまだ人間の常識に欠けるこいつを野放しにしといたら、いったいなにをしでかしてくれるか分かったもんじゃない。……けど。

　……それにしても、あいつ、どんなカッコしてくつもりなんだろ。

　手持ちぶさたに通路の天てん井じようを眺ながめつつ、ドアの向こうから聞こえてくる物音を聞きながら、ラウルはつい、そわそわしてしまう。

　競合店の偵察はべつに違い法ほう行こう為いでもなんでもないけど、向こうにしてみればいい気はしないだろうし、正体は隠かくすに越こしたことはない。そんなこんなでフィノにはあらかじめ、いつもと違う格好をするように言い含ふくめてあった。

『いつもと違う格好？』

『ああ。……ま、要はもしアマダでうちの店の常連さんに会っても、すれ違っただけじゃ気づかれないくらいの格好してこいってこと』

『すれ違っただけじゃ気づかれないくらいの……なるほど、了りよう解かいした！』

　いつもと違う格好、か……。

　昨夜のやりとりを思い出し、ふと、ラウルは心の中で呟つぶやく。……そういや、こないだのとか、すげえかわいかったよな。

　フィノが初任給で買ってた、真っ白なブラウスとふわふわのワンピース。小こ柄がらな身体からだとあいまって、あれを着て微笑ほほえむフィノは本当に、どきどきするくらいかわいくって……。またあんな格好したフィノと歩きたいなと思ったところで、ラウルはふっと我に返る。

　って、なにワクワクしてんだよっ!?　前回だってべつにデートとかじゃないしっ、今回に至ってはライバル店に偵察に行くだけで、あくまで仕事の延長線上なのに、ひとりで勝手に舞まい上がってっ……なんか、そういうのって恥はずかしすぎるだろっ、俺っっっ!?

　……しかし、否定してみても、高まる期待は止められない。漆しつ喰くいの壁に背を預けて悶もん々もんとするラウルのかたわらで、不意に、がちゃりとドアノブが回った。

「ラウルっ、おはよっ！　待たせたなっ！」

「ったく。遅おそいぞ、フィ……」

　そんな気持ちを悟さとられないよう、わざと不ふ機き嫌げんさを装よそおって。もったいぶるように壁から身を起こしたラウルは……そのまま、呆ぼう然ぜんとその場に立ちつくした。




　──顔を上げた瞬しゆん間かん、ラウルの視界に飛び込んできたのは、圧あつ倒とう的な黒だった。

　すべての光を飲み込むような闇やみ色の金属の塊かたまりは、がしゃんがしゃんと重く耳障りな音を響ひびかせてフィノの部屋から歩み出るなり、ぽかんと口を開けたラウルに向かって気安く片手を上げてみせる。




「どうだ、カッコいいだろっ!!」

「って、カッコいいだろ、じゃねえよっっっ！！！」




　……まるで伝説の魔王の装備のように重厚な、いたるところに刺とげや角の生えた全身鎧フルメイル。肩かた当あてに刻まれた滴したたる血液のような紋もん章しようを前にして、ラウルは思わず天に向かって懺ざん悔げしたいような衝しよう動どうに駆かられてしまう。……ああ神様、かわいいワンピースとか期待した俺が間違ってました。ていうか、ぶっちゃけ調子こいてました。

「なんだよその格好っっっ！　ねえだろっっっ!?　いくらなんでもその選せん択たく肢しはありえねえだろっっっ!?　ていうかお前そんなもんどこで手に入れたんだよっっっ!!!?」

「えっ」

　ラウルの問いに、どうやらその中にいるらしいフィノがぎぎぎと音を立てつつ自らの身体を見下ろし……やがて、なんだかちょっと申し訳なさそうに言い放つ。

「……ラウル、ごめん。これ、オレ様専用のサイズみたいだから……」

「いや、べつに俺も欲ほしいとかぜんぜん思ってねえよっっっ!?」

　不ふ名めい誉よな勘かん違ちがいを全力で否定すると、漆しつ黒こくのフルメイルはようやくこちらの意図を理解したかのように「ああ」と呟き、小手に覆おおわれた手で自分の身体を指した。

「なんか、最近、こういうのが匿とく名めいで送りつけられてくるようになったんだ」

「……匿名で？」

「うん」

　ラウルの問いに、ちょこんと頷うなずくフルメイル。

「なんか、いつもメッセージカードが添そえられててさ。差出人のとこに『未来の魔王様へ、あなたのファンより』って書いてあるんだ」

「ってそれ、明らかにこないだの魔人だろっっっ!!」

　思い出したとたん、ラウルの胸の中に生まれる落ち着かない感覚。ざわつく心に、ラウルはつい奥歯を噛かんだ。

　フィノがレイドという名で呼んでたあの魔人。先代魔王の腹心にして、フィノの元教育係。元勇者たちと手を組み、フィノを新しい魔王に仕立て上げようとした張本人のくせに、セアラ店長との戦いではわざと手加減し、魔王の力の片へん鱗りんを見せたフィノの前に一度はひざまずきながら、一いつ緒しよに働こうと差し出された手を取ることなく、いずこかへと消え……本当に、あの魔人レイドがいったいなにを考えているのか、さっぱり分からない。

「…………フィノ。その鎧、捨てた方がいいぞ」

　……ラウルが忠告したとたん、フルメイルがあわてたように声をあげる。

「えっ、な、なんでっ!?　こんなにカッコいいのにっ!!」

「なんかのワナかもしれないだろっ!?　こないだのマジックダスターみたいに、こいつがいきなり宙に浮うかんでどっかに連れてかれちまったりしたら、どうすんだよっ!?」

「で、でもっ、野菜がすっごく美お味いしいんだっ!!」

「ダメだっ!!　いくら野菜が美味しくても、それとこれとは話がべつ…………野菜？」

　……なんの脈みやく絡らくもなく飛び出したその単語に、思わず言葉を切って。

　疑ぎ問もん符ふを浮かべるラウルの前で、がしゃがしゃと腕うでをまわしつつ、フルメイルが叫さけんだ。

「鎧とかだけじゃなくて、野菜も一緒に送られてくるんだよ！　ナスとか、キュウリとか、トマトとかっ……」

「……はぁ？」

「それが、いつもすっごく美味しくって！　特にトマトとか、そのままでもめちゃめちゃ甘くってっ……ねえ、野菜も捨てなきゃダメなのっ？」

「…………」

　……思わず、ラウルは額を押さえてしまう。

　本当に、レイドがいったいなにを考えているのか、さっぱり分からない……っていうかなんで魔人のくせに美味しい野菜とか送ってくんだよっ!?　あいつはアレかっ!?　田舎いなかのおかんかなにかかっ!?　それとも、違うやつの仕し業わざだってのか？　でも、他ほかにいったい誰だれが、フィノに魔王の鎧なんてっ……ってあああああああ分かんねえっっっ!!

　ついに思考を放ほう棄きして。ため息とともに、ラウルはしぶしぶフルメイルへと向き直った。

「……とりあえず、野菜の件は様子見な」

「よかったぁ……！」

　そのとたん、なんだかほっとしたように胸をなで下ろすフルメイル。

「よしっ、これで安心して出かけられるな！　じゃ、行こうかラウルっ！」

　元気いっぱいにそう言い放つなり。通路の羽目板を軋きしませつつ、がしゃんがしゃんと歩き始めたフルメイルの前にすかさずすべり込むと、ラウルは全力で叫んだ。




「着き替がえてこいっっっ！！！」




　……それから、たっぷり十分後。

　がちゃりと回るドアノブに、ドアの脇わきにもたれていたラウルは、なんかもういろいろとどうでもよさそうに身体を起こした。

「ったく。今度こそ、ちゃんとした格好だろうな……」

　言いかけたラウルは、ちらりと億おつ劫くうそうにドアの向こうに目をやり……またしても、固まってしまう。




　──ひらひらと風に揺ゆれる、水色のプリーツスカート。

　留められたボタンがちょっぴり窮きゆう屈くつそうな胸と、襟えりもとにきゅっと結ばれた、スカートとおそろいの色をした大きめのリボンタイ。少し小柄なフィノの身体をつつむ清せい楚そな半はん袖そでのワイシャツは、いたってシンプルなデザインでありながら立体感のある絶ぜつ妙みような仕立てで、年とし頃ごろの少女の魅み力りよく的すぎる身体のラインをつい、想像せずにはいられず……。

「こないだ、店長にもらったんだ」

　いつもリボンで結わえている銀色の髪かみを解き、肩の後ろにさらさらと流して。まるでどこかの学生みたいな制服を着たフィノはもじもじしながら後ろ手を組み、ちょっと心配そうな顔で聞いてくる。

「なんでも『こーとーがくいん』とかいうところの制服らしいんだけど、うちのお店の制服じゃないから、いいかなと思って……なあ、これなら大だい丈じよう夫ぶ？」

「……ま、まあっ、いいんじゃねえの？」

　ていうか、これ、反則だろっっっ……。

　なんだか甘あま酸ずっぱい感覚を呼び起こすその格好は、正視するのが恥ずかしくなってしまうくらい似合ってて。わざとそっけない口調で答えると、フィノが安心したように笑った。

「よかった！　じゃ、今度こそ行こっ！」

「って、お、おいっ！」

　その瞬間、はしゃいだ声をあげながら、ラウルの腕に飛びついてくるフィノ。不意を突つかれたラウルが思わず声をあげるものの、少女はまったく取り合わない。

　なんだかうれしそうなフィノに腕を引かれて。どぎまぎした表情のまま、ラウルはつんのめるように、階段の方へ引っぱられていった。







「あっ、店長だっ！　てんちょ……むぐっ」

「おいっ、目立つな大声出すなっ！　……ど、どうもっ、こんにちはですっ」

　すぐそばでチラシを配る店員の目を気にするように大声をあげかけたフィノの口を塞ふさぎ、ラウルが小さく頭を下げる。

「あらあら、こんにちは、ラウルくん、フィノちゃん。こんなところで会うなんて、奇き遇ぐうですね？」

　そんなふたりの姿を認めるなり、やさしそうな琥こ珀はく色の目を細めて。たったいま店から出てきたばかりの少女がにっこりと微笑んだ。

　薄うす手でのニットセーターにスカートとハイソックス。ベレー帽ぼうの下から下ろされた三つ編みと眼鏡が落ち着いた雰ふん囲い気きによく合ってて、今日のセアラ店長はまるで文学少女とでもいった感じ。……実じつ年ねん齢れいは知らないけど、相変わらずこの人はいろいろと詐さ欺ぎすぎる。

「今日は、フィノちゃんと一緒にお買い物デート？」

　ふたりに歩みよるなり、にこにこしながら口を開くセアラ店長。

「奥手だと思ってたのに、ラウルくんもやるじゃないですか。ふふっ、青春ですね……」

「ってて、店長っっっ！！！」

　冷やかすような言葉に赤面し、思わず抗こう議ぎの声をあげるラウル。そんな少年の初うい々ういしい反応に、店長が面おも白しろそうに笑った。

「冗じよう談だんですよ、冗談。あなたたちも見に来たんでしょう？　……やっぱり、気になっちゃいますよね」

　言いながら、セアラ店長はたったいま自分が出てきたばかりの建物を仰あおぎ見て……つられるように、ラウルも顔を上げた。

　──アマダ・マジック王都本店。いざ前に立ってみると、その存在感は圧あつ倒とう的だった。

　メインストリートほどではないにせよ、それなりに人通りの多い通りに向けられた、宮きゆう殿でんみたいに立派なエントランス。二本の柱に支えられたひさしは軽く三ｍ以上の高さがあり、一度に十人が並んで通れそうなほど大きな扉とびらの上にはアマダ・マジックの金色のロゴがさんぜんと輝かがやいている。そこから左右へと続く灰色の壁かべは一度ではとうてい視界に納まりきらず、それぞれがレオンの入り口ドアほどもあるガラス窓が整然と並び、それがそのままもう一段、上へと積み重なっていて……。活気あふれるアマダ店員の呼び込み。こうしているうちにも、通りを歩く人々が次々に、建物の中へ吸い込まれていく。

「ほんと、すごい規模ですね……」

「ええ、正直、かなりの強敵です。……正面から対たい抗こうするのは、難しいかもしれません」

　目の前にそびえる建物を見上げながら、ちょっぴり真しん剣けんな顔で、店長。

「でも、そういうのを抜ぬきにしても、今日みたいに違うお店を見たりするのはきっと、ラウルくんたちには勉強になるんじゃないかなって思……っ？」

「店長っ！　その格好っ、すっごくカッコいいっ！」

　ラウルの注意が逸それた瞬しゆん間かん、隙すきを見計らったようにその手を振ふり解ほどいて。がばっと抱だきついてきたフィノを見下ろしながら、店長がにっこりと微笑ほほえんだ。

「ありがとう、フィノちゃん。フィノちゃんもよく似合ってるわ？　ふふっ、なんだか、昔を思い出しちゃうわね……」

「そういえば、店長って高等学院出だったんですね」

　懐なつかしげに目を細める店長を前にして、ラウルはなにげなく口を開く。

「俺、ぜんぜん知りませんでした。やっぱり、店長ってすごいんですねえ……」

　高等学院への進学率は年々上がってきてるけれど、それでもまだ、ようやく１％を越こえた程度。ほとんどの若者が学校を出るなり15歳で就職するこの国で、高等学院出はかなりのステータスだった。……イタズラ好きだったり、フィノのトンデモ案を採用したりと変わったところはあるものの、さすが店長なだけはあるなとラウルは感心してしまう。

「ん……」

　……けれども。ラウルの言葉に、店長はわずかに表情をくもらせ……やがて頭かぶりを振った。

「……じつはね、一年で辞やめちゃったの。兄さんが勇者資格を剥はく奪だつされたあと、働かなきゃいけなくなっちゃったから」

　って……俺の馬ば鹿かっ！

　保身のために魔ま人じんと癒ゆ着ちやくする勇者の現状に反発し、陥おとしいれられ、資格を剥奪されてもなお、ただひとりで魔王を倒たおそうとし、最後には勇者たちの手で殺されてしまったというセアラ店長の兄。……寂さみしげなその微笑みに、己おのれの失言を悟さとって。自分のうかつさを悔くやみつつ、ラウルはつい、目を伏ふせた。

「店長、すみません。俺っ……」

　しかし、ラウルがおずおずと謝罪したとたん、店長はふっと微笑んで、

「そんな顔、しないで下さい」

　返ってきたのは、なんだか底抜けに明るい声。思わずラウルが顔を上げると、先ほどまでその面おもてに浮かんでいた暗い影かげは、いつの間にか拭ぬぐい去られている。

「……ごめんなさいね、暗い話しちゃって。ちゃんと卒業できなかったのは残念だけど、お陰かげで学校では学べないような経験ができたし、バイザーくんやラウルくんやフィノちゃんに逢あえたし……わたし、本当によかったって思ってるんですよ？」

　どこか吹ふっ切れたような口調で、ふたりに向かってウィンクなんてしてみせるセアラ店長の、天使みたいな微笑み。思わず見とれてしまうラウルの前で不意にぽんと手を叩たたくと、店長は思い出したように口を開いた。

「あ、そうそう。ねえ、フィノちゃん、ちょっといい？」

「うんっ」

　頷うなずくフィノの耳に唇くちびるを寄せ、なにかを囁ささやくセアラ店長。……ややあって、フィノがうれしそうな顔をして、大きく頷いた。

　そんな少女を満足そうに見やり、フィノから離はなれた店長がすっと片手を持ちあげる。

「じゃあ、わたしは今日中に本部に競合店調査の報告書を出さなきゃいけないから、この辺で。……気をつけてね？　ラウルくん、フィノちゃん」

「あ、はいっ」

「ありがとっ！　また明日あしたーっ！」

　三つ編みを揺らすように会え釈しやくし、雑ざつ踏とうに消えていく店長の姿……と。

　──不意に。

　なにかやわらかなものが、ラウルの手のひらを包み込んだ。

「っ!?」

　びくりとしたラウルが反射的に顔を向けると、そこではラウルの手をぎゅっと握にぎりしめたフィノが微笑んでいて。

「なっ……なんだよっ、急にっ!?」

「……知ってるか、ラウル？」

　……まるで、とびっきりの内ない緒しよばなしでも打ち明けるかのように。

　蒼あおい瞳ひとみをイタズラっぽく細めた少女が、ラウルの耳もとでそっと、囁いてくる。




「……『カノジョ』っていうのは、こうやって、手を握るんだぞ？」




　一瞬、なにを言われたのか分からなくて。

　……その意味を理解したとたん、ラウルの頬ほおが熱を帯びた。

「って、お、おまっ、なに言ってっっっ……」

　なんでっ、なんでこいつっ、そんなっ……いきなりっ……！

　高鳴る鼓こ動どう。思考がぐるぐると回り、胸の奥がぎゅっと詰つまって……そんなラウルの手を握ったまま、フィノが楽しそうに笑った。

「店長からの、アドバイスだ！」

「…………へっ」

「なんでも『カノジョ』に擬ぎ態たいして敵の目を欺あざむくと、任務がうまくいくらしい！」

　……って、店長、フィノになに吹き込んでるんですかっっっ!?

　思わず言葉を失うラウルの前で、フィノはなんだか得意げに胸を張り……ややあって、不思議そうに呟つぶやいた。

「……ところで、『カノジョ』って、なんだ？」

　……ええと。

　…………そう、だよな。

　真ま面じ目めな顔で首を傾かしげる少女を見下ろしつつ。目をすがめたラウルはややあって、小さなため息をついた。







「「「「いらっしゃいませーっ！！！！！」」」」

　ぴかぴかの床ゆかに足を踏ふみ入れたとたん、四方から飛んでくる元気な声。

　──……俺の知ってるマジックアイテムショップと違う！

　そこには、なんだか異世界みたいな光景が広がっていた。

　まぶしいくらいに白い壁やちりひとつない床を照らし出す、清潔感のある昼光色の照明。高い天てん井じようと、レオンが五つくらいラクラク入ってしまいそうな面積に歪ゆがみなく並ぶ什じゆう器きの列。整然とした売り場には見たこともないような数と種類のマジックアイテムが並んでいて、あちこちに飾かざられた垂れ幕や販はん促そくポスターが目にもあざやかで。
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『あなたの生活レボリューションっ☆　変えますっ！　売りますっ！　アマダ・マジックーっ☆』

　どこからともなく聞こえてくる、アマダのキャッチフレーズが入ったコマーシャル・ソング。談笑しながら楽しげに商品やＰＯＰを覗のぞき込むお客さんたちと、その間を駆かけまわるマジックインカムを付けたスタッフたち。店内にあふれるお祭りみたいな活気と、新しい建物特有の、わくわくするような匂におい。

　ふと、ちらりと視界に肌はだ色いろが飛び込んできて、吸い寄せられるように目を向けたラウルは思わず唾つばを飲み込んでしまう。

　売り場やレジカウンタの中で微笑むのは、青色のレオタードにウサギ耳のカチューシャをつけた、いわゆるバニーガール姿の女の子だった。上にかっちりした燕えん尾び服ふくを羽織ってはいるものの、光こう沢たくのあるタイツの上の切れ込みはけっこうきわどい角度だし、チラシを抱かかえた胸むなもとは、その下にあるふくらみが、いまにもこぼれ落ちそうな感じで……。

「ラウルっ！　すごいっっっ！」

「っ!?」

　袖そでをぐいぐいと引っぱられ、すっかり鼻の下を伸のばしてたラウルがあわてて顔を向ければ、そこには興奮したようなフィノの顔。

「この店、すごくおっきいし、きれいだしっ……それに、どうしてこんなにたくさん店員がいるんだっ？　うちのお店なんて、多い日でも四人しかいないのにっ……」

「あ、ああっ……売り場にいるのは、ほとんどメーカーのヘルパーさんだよ」

　今の今までゆるんでいた表情を誤ご魔ま化かすように先せん輩ぱいぶった顔をして、ラウルはフィノに説明してやる。

「ヘルパーさんってのは、それぞれのマジックアイテムのメーカーから、自分とこの商品を案内するために派は遣けんされて来てるんだ。ほら、制服もバラバラだし、名札の代わりに腕わん章しようとか入店許可証とか付けてるだろ？　ま、正式な店員じゃないから、レジには入れないんだけど……アマダの店員自体はたぶん、そこまでは多くないハズだ」

「へえっ、そうなんだ……！」

　感心したように頷いて、しかし、フィノはあれっと首を傾げた。

「でも、そのヘルパーっていうの、どうしてうちの店には来ないんだ？」

「…………は、ははははははは」

　乾かわいた笑いを浮うかべつつ、ラウルは思わず遠い目をしてしまう。

　そ、それはまあ、メーカーに対する会社の影えい響きよう力っていうか、規模っていうか、資本力っていうか、つまりその……言わせんな恥はずかしいっっっ！

　……と。

「なにか、お探しですか？」

　穏おだやかな声で、とつぜん話しかけられて。びくりとしたラウルが顔を上げると、そこにはにこにこと微笑む、ひとりの少年が立っていた。

　きれいにとかしつけられた髪かみと、清潔感のある身なり。人好きのする顔立ちに感じのいい笑えみを浮かべる少年の歳は、おそらくラウルと同じくらいだろうか。襟えりもとの社員章から察するに、件くだんのメーカーヘルパーじゃなく、どうやら正式なアマダの店員らしい。

「え、ええとっ……」

「ああっ！」

　ライバル店スタッフの出現に緊きん張ちようするラウルの隣となりで、フィノがあっけらかんと頷いた。

「今日はちょっと、この店にてーさつに……むぐっ」

「て、堤防の撮影！　堤防の撮影用のマジックカメラを探しに来たんですっ！　ここここいつ治水関係に興味があってっ！」

　出会い頭がしらにいきなり正体をバラそうとする残念な後輩の口をあわてて塞ふさいで。うわずった声で苦しすぎるフォローを試みるラウルの言葉に、少年は微笑む。

「へえ、それは、とても個性的な趣しゆ味みをお持ちですね」

「いや、そんなっ、こいつ単なる変人ですよ、変人」

「いえいえ、とんでもありません。言われてみれば、確かに堤防ってカッコいいかもしれませんね。ぼくらの生活を守るものですし、なんかこう、全力で川に立ち向かう感じとか、すごく熱いですよね」

　……いや、ぜんぜん、と言いたいところをぐっと堪こらえて無意味に愛あい想そ笑わらいを浮かべるラウルの前で、アマダの少年店員はにこにこしながら訊たずねてくる。

「で、どこかオススメの堤防とかあるんですか？」

　……って、なんで食いついてくるんだよっ！　いくら堤防の話題とはいえ、ここは素す直なおに流しとけよっ！　ヒマなのか、アマダの店員っっっ!?

「え、ええとそのっ、ろ、ローエン川とかっ……」

　……いや、なんで答えてるし、俺っっっ!?

「へえ、ローエン川ですか、けっこう遠くまで行かれるんですね。それで、通つうとしては上流と下流、どちらがオススメなんですか？」

　……んなもん知るかよっっっ!!

「だ、だんぜん下流だなっ！　河口付近の堤防の迫はく力りよくと来たらそりゃもうっ!!」

　ていうかなんで俺、ライバル店で必死に堤防トークしてんだよっっっ!?

　……と。ついに自分の存在意義にまで疑問を抱いだきはじめたラウルの前で、不意に少年が大きく頷いた。

「……なるほど。だいたい、分かりました」

「へっ？」

　きょとんとするラウルの前で、金きん髪ぱつの少年はつかつかと目の前の展示台に歩みよると、迷いもせずにひとつのマジックカメラを手に取ってみせる。

「お客さま方には、こちらのタイプがオススメですね」

「わあっ……！」

　その瞬しゆん間かん、フィノがきらきらと目を輝かがやかせ、ラウルの手をするりと抜ぬけた。

「これっ、すごいカッコいいっっっ！」

　興奮したようなフィノの声。その視線の先の機体に、思わずラウルも見入ってしまう。

　上品な光沢を放つつや消しの金属と、落ち着いた質感の革かわ素材で構成されたスタイリッシュなデザイン。少年の両手のひらに余るくらいの機体の側面にはいくつものダイヤルが組み込まれ、機体中央にはひときわ目立つ、ぴかぴか光る透すき通ったレンズがついている。

「こちらは、ナイコム社の新製品なんです」

　にこにこしながら、少年。

「屋外での遠景撮影がメイン。遠えん征せいの機会も多く、河口付近の潮しお風かぜに長時間さらされるような環かん境きようも想定すると、ぼくはこれがベストじゃないかと思います。このとおり、革素材を取り入れたデザインも魅み力りよく的ですし、防ぼう汚おコートもしっかりしてますし、機体が小さめで軽いので、女性の方でも……ええと、持ってみます？」

「うんっっっ!!」

　大きく頷うなずいて。少年からマジカメを受け取るなり、フィノがわあっと歓かん声せいをあげる。

「ほんとだっ、しっかりしてるのにすっごく軽いっ！　それに、なんかいろいろついててカッコいいっ！」

「お、おいっ、フィノっ、ていねいに扱あつかえよっ!?」

「ふふふ、ホールド感も抜ばつ群ぐんですよね。あと、こちらのダイヤルを合わせればパノラマ撮影モードになるので、対岸を広く写すのにぴったりです。付属の望遠ズームレンズもかなり高性能ですし、これひとつでいろいろ撮とれますよ？」

「ラウルっ、ねえ、これ欲ほしいっ!!」

　アマダの少年店員の、押しつけがましくない、分かりやすい説明。親しみの持てるスマイルと、穏やかな口調からにじみ出るような誠実さ。

　……か、会社は小さいけど、俺だっていちおうマジックショップの店員だぞっ！

　自分とそう歳としは変わらないだろう少年の接客に、同じ職業販はん売ばい員いんとしてなんとなく対たい抗こう意識を燃やしてしまって。売り場のカタログをぱらぱらとめくりつつ、ラウルはつい、ちょっと意地悪な質問を投げてみる。

「で、でも、ナイコムって品質は悪くないけど、手ぶれ補正の特許がとれなくて他メーカーから後おくれを取ってるとこですよね？　これは付属レンズもナイコム純正だし、遠撮メインで素人しろうとが使うには、ちょっと難しいんじゃないですか」

　──マジカメはバイザー副店長の担当分類だけど、ラウルにも接客経験はある。ラウル自身も安物の型落ち品ながら一台使ってるから基本的な知識は持ってるし、各メーカーの特とく徴ちようや口コミなんかもひととおりは把は握あくしてるつもりだ。

　ざっと売り場を見み渡わたすと、ラウルはその中から一台の展示機を取りあげた。

「やっぱり、業界シェアＮｏ．１、キャロル社のエントリーモデルあたりが無難だと思うな。これなら手ぶれ補正に定評あるし、初心者向けだから操作もラクだし……なあフィノ、こっちのはどうだ？」

「え……」

　レンズまわりにボリュームのある、フィノが手にしているのよりひとまわり大きめの黒い機体。しかし、ラウルが差し出したマジカメをちらりと一いち瞥べつしただけで、ナイコムのマジカメを手にしたままのフィノはなんだか微び妙みような顔をする。

「なんか、こっちのがカッコいい……そっちの、大きすぎるし……」

「それは、こっちは振しん動どうジャイロ機構が入ってるから！　……で、でもっ、いくら小さくてもそっちのじゃ三さん脚きやく使わねえと写真ぼけちまうし、けっきょく荷物が多くなるだろ？」

「えーっ……でもっ……」

「ふふふふふふ……」

　けれども、そんなふたりのやりとりを見守っていたアマダの店員はなんだか自信ありげに微笑ほほえむなり、ラウルが広げていたカタログのページを、さらに進めてみせた。

「それが、大だい丈じよう夫ぶなんですよ。お客さまのおっしゃられるとおり、これまでナイコムマジカメの弱みは手ぶれだったんですけど、じつはこの新モデルから、機体の方に魔ま力りよく光学補正機能が付くようになったんです」

「魔力光学補正機能っ？」

「ええ」

　思わずオウム返ししたラウルに向かって、少年はにっこりと頷いてみせる。

「レンズに入った光を魔力で補強し、シャッタースピードを限りなく短くする技術……ナイコムの開発チームが魔法構築に成功して、他メーカーに先んじて商品化したんです。この方式なら機体やレンズの大きさも抑おさえられますし、コストも安く済みますし、今後の主流になるんじゃないかって言われてるんですよ？」

「っ………………」

　……なんというか……ラウルの完敗だった。

　し、仕方ないだろっ！　と、思わずラウルは心の中で言い訳してしまう。うちの会社は型落ち品メインだし、値ね崩くずれが怖こわい新製品なんてなかなか入れて貰もらえないんだからっ！　だからっ、そのっ……カタログ貰ってって、勉強しよ。

　敗北感にうちひしがれるラウルの前で、しかし、アマダの少年店員は少しのおごった様子もなく、にこにこしながら言葉を続けてくる。

「もちろん、マニュアル操作で細かい設定もできますけど、初めての方向けにオートモードも充じゆう実じつしてるんですよ。遠景ならダイヤルをこちらに合わせればＯＫですし、ポートレートモードなら、そちらのかわいい彼女の写真も、きれいに撮とれますしね？」

「か、彼女っっっ!?」

　なんだか、意味ありげな口調で。少年がその単語を口にした瞬間、ラウルの心臓が飛び跳はねた。……思わず赤面するラウルのかたわらで、ナイコムのマジカメを展示台に戻もどしたフィノがうれしそうに微笑む。

「ありがとっ！　すごく参考になった！」

「そう言っていただけると、さいわいです」

　相変わらず、とても感じのいい笑みを浮うかべながら。

　アマダの店員の少年は懐ふところから一枚の名めい刺しを取り出すと、そっと、ラウルに差し出した。

「ぼくはシエル・スクリプトと申します。なにかご用の際はぜひ、お申し付け下さいね」







「『アマダ・マジック王都本店商品総合アドバイザー　シエル・スクリプト』か……」

　マジカメ売り場から離はなれつつ、たったいま受け取ったばかりの名刺を無造作にポケットにつっこんで。その瞬間、なにかが不意に、ラウルの腕うでをぎゅっと掴つかんでくる。

「っ!?」

　二の腕に押し当てられるやわらかな感かん触しよくと、思いきり密着してくる小さな身体からだ。

「ラウル、擬ぎ態たい成功だっ！」

　──なんだか、めちゃめちゃうれしそうな顔をして。ラウルの腕にぎゅっとしがみつきながら、制服姿のフィノがはしゃいだ声をあげた。

「あいつ、まんまとオレ様たちが『カノジョ』とかいうものだと騙だまされたようだな！　くくく、アマダ店員もたいしたことはないなっ……」

「って違ちげえよっっっ！　いいかっ、彼女ってのは、お前のことでっ……」

　……って、いや、なに言ってんだよ俺っ！

　自分で口にした言葉に自分で照れ、つい視線をあさっての方向に向けてしまうラウルを見やりながら、フィノは目からウロコといった顔で「そっか」と頷いて、

「つまり、ラウルじゃなくてオレ様が、ラウルの『カノジョ』なんだな？」

「え、ええとっ……そ、そのっ……」

「じゃあ、もっと頑がん張ばってラウルの『カノジョ』やるっ！」

　ぱっと顔を上げるなり、自信満々に言い放って。そのとたん、少女のやわらかな指先がくすぐるようにラウルの手にもぐり込み、あっという間に、指を絡からめとられ……って。

「ふ、フィノっっっ?!」

　ええとっ、これってっ、そのっ……いわゆる『恋こい人びと繋つなぎ』ってヤツじゃっ……。

　思わず動どう揺ようするラウルの前で、さらさらの銀髪を揺ゆらしながら、フィノが笑った。

「ラウルの手って、オレ様の手よりおっきいんだな……」

「っ……」

「なんか……すごく、カッコいいなっ……」

　憧あこがれを込めた口調で呟つぶやきつつ、ラウルのことをじっと見上げてくる、尊敬するようなフィノのまなざし。思わず、どきどきと高鳴る心臓。目の前がちかちかして、身体がにわかに、耐たえられないほど熱くなって……ってっ!?

　……ラウルの手を握にぎったまま、フィノがぽつりと洩もらした。




「……あ、うっかりスイッチ入れちゃった」

「っておいっっっっっっ！！！！！」




　──魔王の後こう継けい者たる力を持つフィノ。そんな彼女を狙ねらった先日の事件をきっかけに、ラウルの身体は《マジックアイテム化》されてしまっていた。ラウルの身体に魔力を流し込むために設しつらえられた左手の『スイッチ』は、いまだ残ったままで……。

　繋いだ手から流れ込み、ラウルの身体中を駆かけめぐる熱いエネルギー。フィノのとんでもない魔力は、ラウルに本能的な危機感を催もよおさせるくらい強きよう烈れつで……それでいて、その感覚に溺おぼれてしまいそうなくらいゾクゾクと、心地ここちよくて……。

「は、早くスイッチ切れよっっっ！！！」

「う、うんっ！　分かったっ！」

　あわてて頷いたフィノがラウルの手を握り直した、その時だった。




「おいっ、どういうつもりだっ!?」




　とつぜん売り場に響ひびく怒ど声せい。びくりとしたふたりが反射的に振ふり返ると、少し離れたレジカウンタの前で、ひとりの男がなにやら大声でわめいていた。

「俺の言ってることが、ほんとに分かってんのかっ!?」

「も、申し訳ありませんっ」

　怒ど気きをはらんだ男の声にうつむき、怯おびえた声で謝罪するカウンタ内の少女は、入り口あたりで見かけたのと同じ青いバニーガール姿。カチューシャから伸のびたウサギ耳が、ふるふると震ふるえている。

「申し訳ない、申し訳ないって、さっきからそればっかりだなっ!?　お前、なにが申し訳ないのか本当に分かってるのかっ!?」

「そ、それはっ、わ、私がっ、お釣つりの紙し幣へいが破れているのに気づかずに、お客さまにお渡ししてしまったことでっ……」

「違ちがう！　そんなのはどうでもいいんだよ！　俺が言ってるのはそういうことじゃなくて、お前の態度だよ、態度っ！　誠意が感じられねえんだよっ！」

「で、ですからっ、お客さまに不快な思いをさせてしまって申し訳ありませんって……」

　いくら謝罪しても、はなから許す気などないように。怒いかりにまかせて声を荒あらげるお客さんと、おどおどした様子で必死に謝る店員の少女の姿。その光景を目にしたとたん、ラウルの心臓がぎゅっと締しめつけられた。……お客さんからのクレーム。かつて何度も似たような状じよう況きように立たされたときの記き憶おくがよみがえり、まるで自分が怒ど鳴なられているかのように身体がすくんでしまう。

　……助けたいのは山々だけど、無関係な自分が出しゃばるわけにはいかないよなと、ラウルは心の中で言い訳した。トラブルになったらお店の迷めい惑わくになるし、それに、もしかしたら、お客さんの方が正しいのかもしれないし……と。

　あれこれと理由を並べ立てて二の足を踏ふむラウルの前で、不意に、フィノが動いた。

「っ!?」

　──って、まさか。

　ラウルが止める間もなく、ずんずんとレジカウンタに近づいて。悠ゆう然ぜんと腕を組んだフィノはレジカウンタでわめく男に向け、横おう柄へいな態度で言い放った。




「おい、そのくらいにしたらどうだ？」




「……はぁ？」

　とたんにぎろりとフィノに顔を向ける男。しかし、威い嚇かくするようなその視線に、フィノはまったく動じないどころか、不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らしてみせる。

「なんだか偉えらそうなこと言ってるみたいだけど、お客さんは貴様だけじゃないんだ。せっかく買い物を楽しんでるところで、貴様の怒鳴り声を聞かされる身にもなってみろ。他のお客さんに不快な思いをさせてるの、貴様だろうが」

「て、てめえっ！　関係もねえくせに、口出しすんじゃねえっ!!」

　ただでさえ憤いきどおっていたところに横やりを入れられて、いまにも掴みかからんばかりの形ぎよう相そうでフィノを睨にらみつける男──なんというか、一いつ触しよく即そく発はつの状態。

　……ああもうっ、仕方ねえなっっっ！

　こうなればもう、見ないふりをするワケにもいかない。半ばヤケになったラウルは軽い舌打ちとともに、かたわらの棚の端に挿さしてあった風船をむしり取るなり、対たい峙じするふたりの方へと足早に駆けよった。




「……なんだよっ、てめえがこの生意気なガキの保護者かっ!?」

　間に割って入るなり、すさまじい剣けん幕まくで食ってかかる男。震え出しそうな身体と逃にげ出したくなる気持ちを必死で押さえ込み、ラウルは手にしたアルミ風船の表面に指先を押し当てながら、小声でそっと呟いた。




「……《起動ブート》」




　──その瞬しゆん間かん、視界を真っ白に灼やく閃せん光こう。

　網あみ目めのように走ったまばゆい光の奔ほん流りゆうは、わずか一瞬で銀色の風船の表面を覆おおいつくし、数万度の光球と化した風船がすさまじい音とともに爆散する。

　空気が焦こげる匂においと、はらはらと舞まい落ちる白い灰……先ほどの勢いもどこへやら。圧あつ倒とうされるような光と音に腰こしを抜ぬかして崩くずれ落ちた男が、すっかり怯おびえた顔で洩らした。




「……ま、魔ま法ほうっ…………」




　……って、やべっ、やり過ぎたっ！

　予期せぬその威い力りよくに、当のラウルすらも目を丸くしてしまう。ラウルにしてみればほんの威嚇のつもりで、《魔法回路サーキツト》の《基盤ベース》にした魔力伝導性のあるアルミ風船に流す魔力だって、ギリギリまで抑おさえたハズだったのに……やっぱこれ、フィノの魔力のせいなのかっ？

「…………すみません」

　……いや、それよりまずは、この場を収めないと。すっかり真っ青になった男の前で、首根っこを掴んだフィノの頭を無理やり下げさせつつ、ラウルは謝罪の言葉を口にした。

「こいつには、俺がちゃんと言って聞かせますんで、その……今日のところは許して貰もらえませんか？」

「っ……」

　苦々しげな舌打ち。……ややあって、おたおたと立ち上がりながら逃げるように去っていく男の姿を見て、ラウルは思わず胸をなで下ろした。

「おいっ、オレ様は悪くないぞっ!?」

「っせえ、黙だまれ」

　不満げに言い募つのるフィノの頭をぽんと叩き、ため息とともにたしなめるラウル。

「……ったく。お前な、もっと慎しん重ちように動けってっ……」




「あ、あのっ……」




　と。……不意に、声を掛かけられて。

　ふたりが同時に振り返ると、そこにはたった今までお客さんに絡まれていたバニーガールの姿があった。青いジャケットと、ひょこひょこと揺れる長い耳。




「お、お客さま。申し訳ありませんでした。その……ありがとうございまし……」




　しかし、そんな少女の言葉は、半ばで途と切ぎれて。

　レジカウンタの中でまだ少し潤うるんだままの目を丸くした少女を前に、ラウルもまた、あんぐりと口を開けてしまう。

　──さらさらした蜂蜜色の髪かみと、深い藍あい色いろの瞳ひとみ。整った顔立ちと、抜ばつ群ぐんのプロポーション。

　セクシーなバニーガール衣装に身を包み、まだ新しいカウンタの向こうに呆ぼう然ぜんと立ちつくしているのは、ラウルの元同級生にして、いまは好待たい遇ぐうの警備会社で働いているはずの少女──『オールＡのアイリ』ことアイリ・オルティネート、その人だった。




「って『オールＡ』っ！　どうしてお前がこんなとこにいるんだよっっっ!?」




　我に返ったラウルが叫さけんだ瞬間、アイリもはっとした顔で口を開く。

「えっ……ええとっ、こ、これはっ、そのっ……せ、潜せん入にゆう警備よっ！　潜入警備っ！　オープンセールの警備に派は遣けんされたのっっっ!!」

「でも、それにしては、武器とか持ってなさそうだけど……」

　言いながら、ラウルはあらためて、少女の姿をまじまじと観察してみる。

　──丈たけの短いジャケットと、かなりきわどい切れ込みのレオタード。小こ振ぶりながらも形のいい胸と引き締まったウエストに、すらりと伸びた足を包むタイツ。極きわめてシンプルなその服装は、モデルのように完かん璧ぺきな少女の身体からだのラインを忠実になぞっており、頭のてっぺんからつま先まで、武器を隠かくせそうな場所なんて、どこにも……。

「って、やだっ、じ、じろじろ見ないでよっっっ！」

「なっ、み、見てねえよっっっ！」

　あわてて反論するラウルの前で、青いバニーレオタードに包まれたやや控ひかえめな胸を両りよう腕うでで隠しつつ、アイリが必死に抗こう議ぎする。

「ぶ、武器なんて分かるように持ってるわけないでしょっ!?　ヒミツの潜入警備なんだからっっっ!?」

「あっ、それっ、こないだお店のマジックヴィジョンで見たぞっ！　そーいうときって、胸の間に武器を隠すんだよなっ!?」

　不意に、目を輝かがやかせて。レジカウンタに思いっきり身を乗り出すなり、フィノはわくわくしたようにアイリの胸を覗のぞき込んで……やがて、興奮したように訊たずねてきた。

「すごいっっっ！　そんなとこにしまえるなんて、アイリはいったいどんな小さな武器で戦うんだっ!?」

　……その、瞬間。アイリはものすごく恨うらみがましげに、ワイシャツ越ごしにもはっきりとその存在感を主張するフィノの胸のふくらみを見やった。……と。

「あれ……？」

　さらさらとこぼれ落ちる金きん髪ぱつの間から覗く、ほっそりとしたアイリの首もと。形の良い鎖さ骨こつのすぐ上につけられた、リボンタイが結ばれた小さな襟えり……そこに光る金属のバッジに目を留めるなり、ラウルは思わず声をあげる。

「さっきべつの店員も付けてたけど……それって、アマダの社員章だよな？」

「えっ……こ、これはっ……」

「ていうか……そもそも警備員って、レジには入れないハズだよな？」

　ラウルに指し摘てきされたとたん、アイリはぐっと言葉を詰つまらせ……。

　……真っ赤に頬ほおを染めた少女は、やがて、すっかり観念したようにうなだれた。







「……貴重な新卒カードを無む駄だにしたのよ」

　青いレオタードの上に、丈の長いウインドブレーカーを羽織って。休きゆう憩けいに入ったアイリが、広々としたアマダの売り場を歩きながらぽつりぽつりと呟つぶやく。

「予備校卒業したとたん、勇者制度が廃はい止しになって……とりあえず、できるだけ早く奨しよう学がく金返さなきゃと思って、初任給がいちばん高い会社を選んだのが間ま違ちがいだったわ」

「それ、どんな仕事だったんだ？」

　ラウルの問いに、アイリは自じ嘲ちようするような笑えみを浮うかべて、

「……おじいちゃんやおばあちゃんを、騙だますようなお仕事」

「…………」

　……思わず言葉を失うラウルの前で、アイリはふっと肩かたをすくめた。

「いまどきの若者は根性がないだとか、すぐに辞やめるだとか、そういう風に言われるのって悔くやしいじゃない。だから私『どんなに辛つらくてもぜったいに続けるんだ』なんて最初は思ってて……だけど、どうしても駄だ目めだった。けっきょく三ヶ月で辞めて、それから、アマダに入ったの」

　口元に浮かべられた皮肉げな笑みとは裏腹に、そっと伏ふせられた少女の暗い瞳。……ややあって、ラウルがため息混じりに訊ねた。

「……どうして、警備員だなんてウソついてたんだよ？」

「言えるわけないじゃないっっっ！」

　とたんに声を荒あらげ、アイリはものすごい剣幕でラウルに食ってかかる。

「こんなカッコさせられて、お客さんの顔色うかがって、ペコペコしてっ……私は勇者を目指してたのよっ!?　それが、こんなくだらない仕事してるなんてっ!!」

「アイリは、仕事嫌きらいなの？」

　……と。不意に、それまで黙っていたフィノが、不思議そうな顔で口を開いた。

「お店の仕事って、楽しいことがいっぱいあるじゃないか。アイリだって、お客さんにありがとうって言われたら、うれしいだろ？」

「……どうして？」

　そんなフィノの言葉に目をすがめ、ややあって、吐はき捨てるように、アイリ。

「フィノさん、あなただってさっきのクレーマー見たでしょ？　お客さんなんて魔ま物ものみたいなものよ。あんなの理解できるわけないし、する必要もない。……だいたい、こんな仕事にやり甲が斐いなんていらないわ。お金のために、仕方なくやってるだけなんだから」

「でもっ……」

「……こんなの、私の本当の仕事じゃない」

　言い募るフィノの言葉を切り捨てるように、きっぱりと。いまいましげに呟く少女を前にして、不意にラウルの心臓が疼うずいた。

　──こんなの、俺の本当の仕事じゃない。

　それはかつての自身が何度も胸の裡うちでくり返していたのと同じフレーズで、ラウルはつい、なんだか苦いものを感じてしまう。……似てるよな、こいつ。昔の……勇者への未練に縛しばられて、しぶしぶ働いてた頃ころの俺と。でも──。

　かたわらでつらそうに唇くちびるを噛かむフィノをちらりと見やり、ラウルは心の中で独りごちる。俺はフィノに出で逢あえて少しだけ変わることができたけど、こいつは……。

「『オールＡ』……」

「……ていうか」

　……なんとなく、放ほうっておけないような気持ちになって。思わず言いかけたラウルの言葉を遮さえぎるように、アイリが口を開いた。

「考えてみればあなた達、ふたりそろってうちの店ライバル店でなにやってるのよ？　まさか、なにかヘンな悪わる巧だくみでもしに来たんじゃないでしょうね？」

「えっ……い、いや、それはそのっ！　今日は定休日だったから、今後の参考にと思ってっ……ほ、ほらっ、うちの店、お前らんとこと違って弱小だからさっ！　いろいろと、お手本にさせて貰おうかとっ……」

「……つまり、スパイしに来たってワケね」

「うっ……」

　あわてるラウルと、そのかたわらにたたずむフィノに冷ややかな目を向けつつ、わざとらしいため息をついて。……ややあって、ウインドブレーカーにつつまれた腕を傲ごう然ぜんと組むアイリが不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らした。

「……あきれた。堂々と来るならともかく、変装までしてこそこそしちゃって、情けないわよラウル・チェイサー。……ったく、そ、そんなっ、て、手まで繋つないじゃってっ……」

「ああ、オレ様はラウルの『カノジョ』だからな」

「えっ…………」

　イヤミのようなアイリの言葉に、あっさり頷うなずいて。フィノが答えた瞬しゆん間かん、アイリが思いきり目を丸くした。

「ちょっ、フィノっっっ！！　お前っっっ！！！」

「うそっ!?　か、彼女ってそれっ、どういうことっっっ！！！！？」

　反射的に焦あせった声をあげるラウルを押しのけるようにしてがばっと身を乗り出し、ひどくうわずった声でアイリが叫ぶ。

「ねえっ、うそでしょっ、ねえっっっ!?　ど、どうしてっっっ、いつからっっっ、どうやってっっっ!?　そ、そうよっっっ！　そもそもどっちから告白したのっっっ!?　そ、そのっっっ、ど、どこまでいってるのっっっ！！！？」

「えっ……えーと……」

「ごまかさないでっっっ!!　まさかっ……もう、最後までしちゃったの……！！！？」

「っておおおおおお前なななななに言ってんだよっっっ！！！！？」

　なんだか取り乱しまくった様子で、アイリはきょとんとした顔のフィノを問い詰め……思わず声を裏返らせたラウルを涙なみだ目めできっと睨にらみつけてくる。

「み、見み損そこなったわラウル・チェイサーっ！　あなたともあろう人が後こう輩はいに手を出すなんてっ！　先輩としての立場を利用して女の子にせまるとかっ、そんなのほんと最低じゃないっ！　た、確かに胸はちょっと大きいかもしれないけどっ……って、や、やだっ、なに考えてるのよこのヘンタイっっっ!!」
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「ちょ、なんだよその言いがかりはっっっ！！！！？」

　ものすごい剣けん幕まくで食ってかかるアイリの勢いに怯ひるみつつ、ラウルは必死で叫んだ。

「ご、誤解だ、誤解っっっ！　べ、べつにこいつとつきあったりとかしてねえよっっっ!!　そのっ、ちょっといろいろあって、こいつ俺の彼女のフリしてて……ていうかフィノっ！　お前もこいつの前では擬ぎ態たいとかしなくていいからっ!!」

「えっ、でも、敵を欺あざむくにはまず味方からっていうことわざがあるだろ？」

「だからなんでお前はそういうのばっか知ってるんだよおおおっっっ!?」

「……ご、誤解……つきあって……ない……？」

　その瞬間、なんだかぽかんとした顔をして。

　ラウルの言葉を口の中でしばらく転がしたあと、ようやく自分を取り戻もどしたアイリが、安心したようにささやかな胸をなで下ろす。

「な、なによ、びっくりしちゃったじゃない……そ、そうよねっ。レベルの低い人間に煩わずらわされないようわざと周囲に距きよ離りを置き、けっして誰だれとも馴なれ合わず、ひたすら目標に向かって邁まい進しんしてたあなたが、まさか彼女なんて作るワケないわよねっ……」

「あ、いや、そのっ……」

　……べつに、馴れ合わなかったんじゃなく、ほんとに友達がいなかっただけなんだけど……ま、でも、余計なことは言わないでおこうとラウルが思った、その時だった。

　不意に店内に流れたファンファーレのようなＢＧＭに、ラウルは思わず顔を上げる。

「……ん、なんだよこの音？」

「えっ……ああ、そろそろイベントの時間ね」

　ラウルの問いに腕の時計をちらりと眺ながめ、つと売り場の一角を指すアイリ。

「ほら、あっちの方よ、店てん舗ぽ中央のイベントスペース。オープン記念セールの一いつ環かんで一日二回、アマダの新開発商品のプロモーションイベントやってるの」

「プロモーション？」

「ええ、いわゆる実演ね。他のお店じゃ売ってないようなめずらしいアイテムがメインだから、知らない人にはちょっとした手品ショーみたいでけっこう評判いいの。せっかくだから、あなた達も見ていけば？　たぶん、あなた達のお店レオンにはあと数年は入ってこない商品ばっかりだと思うわ」

「……はいはい。どーせ、うちは弱小ですよ」

「それにね」

　皮肉げに洩もらすラウルの前で、勝手に先を歩き始めたアイリが肩をすくめてみせた。

「プロモーションの担当は、うちのお店のエースなの。私たちと同じ歳としだけど、売上げ個人成績は常に全店の上位。お客さまアンケートでは幅はば広ひろい層から絶大な支持を受け、特に中高年層からはぜひ孫にしたいとの声が殺さつ到とう。あなたがレオンでどんな接客してるかは知らないけど、まあ、たぶん参考になるんじゃない？」

「へえ、そりゃ、どうも……って」

　気のない声で呟きつつ、ステージを見やり……ラウルはそのまま目を丸くしてしまう。

　アイリが示した手のひらの先の、小さなステージの上。ざわざわと集まりつつある人ひと混ごみの前でにこにこと笑っているのは、先ほどラウルとフィノにマジカメの接客をしてくれたあの、シエルという名の少年だった。







「本日はアマダ・マジック王都本店オープン記念セールにお越こしいただきまして、誠まことにありがとうございます」

　白いワイシャツにベスト。ネクタイと、青いエプロン。

　物めずらしげな顔をして集まってきた人々の顔をぐるりと見み渡わたし、ちゃっかり最前列に陣じん取どるラウルとフィノ、そして、なぜかついてきたアイリの姿を認めるなり、ふっと微笑ほほえんで……やがて、少年は優ゆう雅がに一礼した。

「ぼくはアマダ・マジック王都店商品総合アドバイザーのシエル・スクリプトと申します。若じやく輩はい者ではございますが、頑がん張ばってご案内いたしますので、よろしくお願いいたします」

　とたん、人混みのあちこちから聞こえてくる拍はく手しゆ。その反応に嬉うれしそうな笑え顔がおで応こたえながら会え釈しやくをして、シエルはかたわらに用意された銀色のワゴンへと手を伸のばした。

「さて、ひとつめはこちら、当社自信の新開発商品こと《魔力球》です……ええと、みなさん、まずはこちらのマジックトイをご覧ください」

　言いながらシエルが両手で持ちあげたのは、船の形をした模型だった。全長およそ50センチ。後部には、林檎りんごくらいの大きさをした漆しつ黒こくのオーブが填はめ込まれている。

　シエルが船底のスイッチに触ふれると、艦かん橋きように埋うめ込まれた無数のライトがまるで本物のようにちかちかと光り始め……ラウルの隣となりで、フィノがわあっと声をあげた。

「ラウルっ、すごいっ！　あれ、光ってるっ！　カッコいいっっっ!!」

「……あんなの、たんなるオモチャだろ？　べつにぜんぜん、大したことねえし……」

「ふふっ、言ってなさい？」

　はしゃぐフィノを尻しり目めにたいした感動もなく呟つぶやくラウルと、なぜか面おも白しろそうに唇の端はしを持ちあげるアイリ。そんな彼らのやりとりを聞きつけたかのように、シエルは意味深な微笑みを浮うかべ……不意に、光る船からぱっと両手を離はなした。

「っ!?」

　──……落ちるっ!?

　床ゆかに墜つい落らくし、大きな音とともに四散する模型の末路を誰もが覚かく悟ごした、その瞬間……しかし、支えを失った船は落ちることなく、そのままの空間にとどまって……ってっ!?




「浮いてるっ!?」




　その光景を目まの当たりにした観衆の中に、大きなどよめきが走った。

「ウソだろっ……」「おいおい、手品かよっ!?」「でもあれ、触れてないのに光ってるしっ……」「見えないように魔ま導どう線せんが張ってあるんじゃないのか？」

　騒そう然ぜんとする人々を前に、嬉しそうに目を細めて。ステージ上のシエル少年は、自由になった両手をぽんと打ち鳴らす。

「さて、みなさんご存じのとおり、いまやすっかりぼくたちの生活に普ふ及きゆうしたマジックアイテム唯ゆい一いつにして最大の課題が、魔力の供給問題です。《魔法構文プログラム》の暴走といった特とく殊しゆ例もありますが、マジックアイテムは基本的に、魔力源である人間が直接触れている間しか起動しません。人の手が離れた時点で魔力の供給はストップし、機能停止してしまいます」

「えっ、そうなの？」

「……当たり前だろ」

　意外そうに問いかけてくるフィノと、あきれたように答えるラウル。

「だから、うちの店内照明とか展示のマジヴィとかは、全部、店の裏にある《魔力草プランツ》から魔導線で……」

「しーっ……あなた達、黙だまって聞きなさいよ？」

　……怒おこられた。

　ジト目で睨みつけてくるアイリの言葉に、気まずげに口をつぐむラウルとフィノ。しかし、シエルの説明はちょうどそのあたりに差しかかっている。

「……なので、天てん井じようの魔法灯を光らせるためには、少量ながら魔力を供給できる《魔力草プランツ》の育成が、離れた場所からマジックヴィジョンを鑑かん賞しようするためには魔導線や魔導カーペットといったものが必ひつ須すでしたし、魔法冷蔵庫は必ず一日一度スイッチを入れて冷れい媒ばいを凍こおらせる必要がありました。マジックアイテムを動作させるために魔力を溜ため、必要なときに必要なだけ取りだして使う技術はこれまで、どこにもなかったのです」

「けれども」と言うなり、シエルはいったん言葉を切って……居並ぶ人々をぐるりと見渡したあと、目の前に浮かぶ船の模型へ、すっと手を伸ばした。

　片手で船の底を支え、もう片方の手で後部に嵌はめられたオーブを外すなり、シエルはそれを揚よう々ようとかざしてみせる。




「……もう、お分かりでしょうか？　長年にわたる研究開発の結果、アマダ・マジックはついにその不可能を可能にしました。それがこの、《魔力球》というわけです」




　感心したようにため息を洩らす聴ちよう衆しゆうたちと、誇ほこらしげに言い放つシエルの手の中で輝かがやく、つややかな黒いオーブ。

　……しかし、少年はとうとつに表情をゆるませると、軽く肩かたをすくめてみせた。

「……とはいえこの《魔力球》、現状ではせいぜい１キロバイルの放魔力容量しかないうえに、使い捨て。値段も高価すぎて、まだまだ実用には程ほど遠とおいわけですが……けれども、いずれ大容量・低価格化すれば、人を運ぶことのできる車や、このオモチャのように空を飛ぶ船を作ることさえ、不可能じゃないんです。それに、もちろん、生まれつき《細胞内マジ魔コ力ン小ド器リ官ア》をほとんど持たない《持たざるものリミテツド》の方々に対する福ふく音いんにも……」

　耳に馴な染じむような声で、聞き入る人々を前に、シエルが自信たっぷりに宣言する。

「アマダ・マジックはみなさんに約束します。《魔力球》はみなさんの生活だけでなく、社会を根底から変えるでしょう。すべての人々がより便利に、より豊かに、より快適に暮らせる社会へと……そんな素晴らしい未来を目指し、ぼくたちアマダ・マジックのスタッフはこれからも、せいいっぱい頑張ってまいります」

《魔力球》を抱かかえた少年が深くお辞じ儀ぎをしたとたん、割れんばかりの拍手がわっとあたりを包み込んだ。

　はしゃぐように手を打ち鳴らすフィノの隣でつい、ラウルも素すで拍手してしまう。

「へえ、確かにすごいかも……」

「すごいかも、じゃなくて、すごいのよ」

　思わず洩らしたラウルをあきれたように見ながら、まるで自分の手て柄がらみたいにささやかな胸を自じ慢まんげに張ってみせるアイリ。

「《魔力球》の発明は、マジックアイテムの発明と同じくらいの意味を持ってるわ。まさに第二の革命と言っても過言じゃないくらいよ？　……まあ、少なくとも、あなたのとこみたいな弱小チェーンにはできない芸当よね」

「じゃ、弱小ってなんだよっ!?　いいかっ、この国エヴアレツドの高度経済成長を支えてきたのはうちみたいな中小企き業ぎようなんだぞっ!?　俺たちだって売上げは少ないなりに、毎日必死で頑張ってんだからなっっっ!!!!!?」

「はいはい。……ところで、次がはじまるから、そろそろ黙ってもらえるかしら？」

「く、くううっ……」

　適当にあしらわれ、悔くやしげに押し黙ったラウルが顔を上げると、アイリの言葉どおり。ステージに立つシエルがふたたび、銀のワゴンへと手を伸ばすのが見えた。




「それでは、次の商品のご紹しよう介かいです」

　少年が次に取りあげたのは、黒く塗ぬられた箱状のアイテムだった。手のひらよりもほんの少しだけ大きめの機体、その表には小さなダイヤルが付いており、上部からは、一本の短いアンテナが生えている。

「さて、二年前に魔王が倒たおされたのは皆みなさまご存じのとおりですが、恐おそるべき能力を持った悪逆非道の魔人それ自体が滅ほろびたわけではありません。魔王の庇ひ護ごを失った魔人が徒党を組んでイオニア大森林地帯を越えてくることは確かになくなりましたが、単体で森を越えて人間界に侵しん入にゆうした魔人の例も、ごくまれではありますが報告されています。それどころか、ずる賢がしこい魔人の一部は人間に化け、ぼくたちの社会にこっそりと紛まぎれ込んでるというウワサも……もしかしたら、みなさんの隣にいるのも、魔人かもしれませんね？」

　世間話のような口調で。シエルがそう口にしたとたん、隣となりに立つフィノがびくっとするのが分かった。

　しかし、シエルは微笑ほほえみを浮かべたまま、軽い調子で続けてくる。

「……まあ、と、いうのは、あくまでもウワサですが、しかし、それほど突とつ拍ぴよう子しのない話でもありません。そこで、みなさんのご要望を受けて当社が開発したのがこの新商品──魔人レーダーです」

「っ……!?」

　ま、魔人レーダーだってっ!?

　その瞬しゆん間かん、ラウルの背筋を冷たいものが駆かけ抜ぬけた。それって、もしかしなくても、すげえヤバいんじゃっ……！

「魔人の魔力は、他のどの生物よりも高い１００ＭＶメガボルタもの《魔力圧》を持つことがこれまでの研究で分かっています。このレーダーは索さく敵てき範はん囲い内の《魔力圧》と《魔力量》の値あたいを測り、魔人の存在を検知することができるんです」

　そんなラウルの戦せん慄りつをよそに、シエルは微笑みながら手にした箱状のアイテムを掲かかげた。

　あっと思ったときにはもう遅おそい。とっさにフィノの手を掴つかんで逃にげる間すらなく、ラウルの目の前で、シエルの指先はみるみるスイッチへと近づいて……。




「……とはいえ」

　……スイッチに触れる、その寸前で。

　ぴたりと手を止めた少年はぐるりと観衆を見み渡わたし、照れたように笑ってみせた。

「残念ながら、こればかりは実演しようが無いわけなんですけど。……だってほら、まさか実演のために、お店に本物の魔人を連れてくるわけにはいかないでしょう？」

　茶目っ気たっぷりなシエルの物言いに、どっと沸わく聴衆。

「そりゃそうだ」「こんなところに魔人が出たら一大事ですもの」人々が口々に言い合う声を聞きながら、ラウルはほっと胸をなで下ろした。……ったく、焦あせらせやがって。

　そんなお客さんたちの上々の反応に目を細めながら、シエルが口を開いた。

「まあ、でも、このようにスイッチを入れて起動すれば、本来ならば魔人の存在を、アラームでお知らせするという仕組みで……」

　言いながら、シエルがなにげなくといった様子でスイッチに触れた、その瞬間。

　──けたたましいアラーム音が、周囲に響ひびき渡った。




「！！！！！！！！」




　まるで、心臓を冷たい手でぎゅっと握にぎられたような心地ここち。全身の血が逆流するような感覚に、ラウルは思わず立ちつくしてしまう。




「おい、なんだよ？」「まさか、ほんとに……」「……いや、また演出だろ？」




「どうして……」

　ざわめく人混みの中、狂くるったような警告音を響かせるレーダーを手にしたまま、シエルが狼ろう狽ばいしたように独りごちるのが聞こえ……それを耳にするやいなや、アイリがステージへと飛び出した。

「えっ、あっ、アイリさんっっっ!!!?」

「貸してっ!!」

　ウインドブレーカーの裾すそをはためかせて駆け寄るなり、シエルの手からひったくるように魔人レーダーを取りあげて。アイリはものすごい剣けん幕まくで口を開く。

「シエルさんっ！　これ、わざと鳴らしたんじゃないのねっ!?　この近くに、ほんとに魔人がいるかもしれないのねっ!?」

「えっ、ええと、そのっ……」

　動どう揺ようするシエル。しかし、その答えを聞く間もなく、アイリは居並ぶ観衆に向けて魔人レーダーを突つきつけた。

　レーダーが発する高音は、ある方向に向けられたとたん、ひときわ音量が大きくなって……確信を込こめて顔を上げたとたん、アイリが息を呑む。

「えっ……どういう……こと……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくアイリの手の中で鳴り響く魔人レーダー。そのアンテナの、先には。




　──ひどく強こわ張ばった表情をした、フィノの姿があった。








　第三章「マジックショップに魔ま人じんが紛まぎれ込んだようです」







「こ、壊こわれてるんだっっっ！！！！！」




　辺りを包む、ざわざわとした落ち着かない雰ふん囲い気き。人々の視線にすっかり固まってしまったフィノの小こ柄がらな身体からだは、心なしか震ふるえているように見えて……かばうように前に出たラウルが、とっさの大声をあげた。

「こんなとこに魔人なんているはずないだろっ!!!?」

「そ、そうですよ、アイリさん」

　ラウルに同意するように、ようやく動揺から立ち直ったシエルが頷うなずいてみせる。

「魔人が人間に紛れてるっていうのは、あくまでウワサにすぎないし、このアイテムもまだ試作品の段階だし、きっと、なにかの間ま違ちがいで……」

「でもっ、実際にこうして反応してるじゃないっ!!」

　けれども、振ふり返るなり、アラームに負けない音量で反論するアイリ。

「いるのよ、魔人がっ！　この、すぐ近くにっ！」

「あ、アイリさんっ、落ち着いて……」

「落ち着いてる場合じゃないでしょ!?　間違いなら間違いで構わないけど、でも、もしも本当だったら大変なことよっ!?」




「──どうしたんですか？」




　……と。

　騒さわぎを聞きつけたように、入り口の方から足早に駆け寄ってくる、ひとりの男の姿。それを認めたとたん、アイリとシエルが同時に声をあげた。

「「店長っ!!」」

「っ!?」

　──アマダの店長？　思わず、ラウルは現れた男をまじまじと観察してしまう。

　からす色の長ちよう髪はつと、糸のように細い目。レオンのバイザー副店長に勝るとも劣おとらない長身に、シエルと同じ白ワイシャツにベスト、ネクタイと青いエプロン。襟えりもとには、きらりと光るアマダの社員章。歳はだいたい三十くらいだろうか。旗き艦かん店の店長にしてはずいぶん若く見える。……もっとも、うちレオンの店長ほどじゃないけれど。

「いったい、なにごとです？」

「すみません……」

　こんな状じよう況きようでも、落ち着き払はらった口調で訊たずねてくるアマダの店長。その長身を見上げるような格好で、弱り顔のシエルが報告する。

「いま《魔力球》のプロモーションが終わって、魔人レーダーのプロモーション中だったんですけど、その、なぜか、レーダーが反応してしまって……」

「……魔人レーダーの？」

　そのとたん、その表情をわずかに強こわ張ばらせ。どこか困こん惑わくしたように呟くアマダの店長。

「シエル君、広報を見なかったんですか？　そのアイテムは確か、すでにプロモーションのリストから外されていたはずですよ」

「えっ……」

　その言葉に青ざめるシエル。わずかに目をすがめ、アマダの店長はアイリを振り返った。

「……アイリ君。貸しなさい」

「あ、は、はいっ！」

　店長にうながされ、それまでぎゅっと握りしめていた魔人レーダーを差し出すアイリ。小さな箱状のそのアイテムを受け取るなり、まずダイヤルを回してけたたましく鳴り響くアラーム音量を下げ……本体上部に浮うかび上がるマジックディスプレイを少し難しい顔で凝ぎよう視ししていたアマダの店長はしかし、やがてその面おもてをふっと和やわらげた。

「……ああ、やっぱり。これは誤作動ですね」

「えっ？」

　……きっぱりと、言い切られて。

　拍子抜けしたようにぽかんと口を開けるアイリの前で、アマダの店長は柔にゆう和わな表情のまま、言葉を続けた。

「このレーダーはまだ開発中で不具合が多く、急きゆう遽きよリストから外されたんです。ほら、見て下さい。索敵範囲内の総魔力量がギガバイルを超こえて測定不能になっています」

「えっ、そんなっ……ギガバイルって……」

　いまさら気づいたように、あわててディスプレイを覗のぞき込むアイリ。そのかたわらで、アマダの店長は微笑ほほえみながら補足する。

「……ええ。つまり、いまこのレーダーの索敵範囲内には、この王都を一いつ瞬しゆんで吹ふき飛ばすことができるだけの魔力量がある、ということですね」

「っ……」

「こんな異常な数値が、出るはずがありません」

　泰たい然ぜんとした口調で断言するなり、アマダの店長は静かに首を振った。

「一いつ般ぱん的な魔人の魔力は、強い者でもせいぜい10メガバイル程度。その百倍、ギガバイルといえば、四天王どころか魔王クラスの化け物です。そんな魔人がこんな一いつ介かいのマジックショップに紛れ込んでいるなんてこと、ありえないでしょう？」

「そ、そうですよね……」

　説得力に満ちた店長の言葉。しかし、ほっとしたような表情を見せるシエルの隣となりで、一方のアイリはまだ納得できないように声をあげる。

「でもっ……！」




「──お集まりの皆みなさま」




　けれども、なおも言い募つのろうとするアイリの言葉を遮さえぎるようにふっと顔を上げて。ステージの上からざわめく群衆を見渡したアマダの店長が、おもむろに口を開いた。




「わたくしは当アマダ・マジック王都本店の店長をつとめさせていただいております、クアン・セグメントと申します。この度たびは当店の手違いで開発中の不完全な商品をプロモーションに使用してしまい、まことに申し訳ございませんでした。皆さまにいたずらに不安を与あたえてしまいましたことを、心よりお詫わび申し上げます」

　誠意あふれる口調と態度。居並ぶ人々に向かって、店長は深々と頭を下げる。

「当店といたしましては、この教訓を生かし、製品化に向け尽じん力りよくして参りますので、皆さまにおかれましてはどうか、変わらぬご支し援えんをよろしくお願い申し上げます──」







「……たく、危ないとこだったな」

　アマダ王都本店の、ぴかぴかと光るちりひとつない通路。まだ新しい展示什じゆう器きの間をすり抜ぬけながら、フィノの手を引くラウルは安あん堵どの声を洩もらす。

「ほんともう、ダメかと思ったぜ。あの店長が勘かん違ちがいしてくれたから助かったものの」

　けっきょく、アマダの店長の謝罪を幕に、プロモーションイベントはお開きとなって……まだ諦あきらめきれないように上司へと食くって掛かかるアイリの隙すきをつくようにして人ひと混ごみに紛れ、どうにかその場を離はなれることに成功したのだけれど。

「……今日はもう、帰った方がいいかもな」

　やれやれとでも言ったふうに目をすがめながら、ラウルは提案する。

「なんか、『オールＡ……アイリのやつもまだ、納なつ得とくしてなかったみたいだし。それに、他ほかにも似たようなアイテムがあるかもしれないし……」




「ラウル」




　──不意に、名前を呼ばれて。

　ぼやいていたラウルが言葉を切って顔を向けると、うつむき加減で銀色の髪かみを揺ゆらす少女はしばらく口ごもっていたが、やがて顔を上げ、ためらうように口を開いた。

「……魔人って、お前らから見ると、そんなに怖こわいのかな……」

　……押し殺したような声。その瞬間、ラウルの脳のう裏りにアマダの店長の言葉がよぎる。

　──ギガバイルを超える魔力量。この王都を消しよう滅めつさせられるほどのエネルギー。

　その事実を反はん芻すうしたとたん、ラウルの背中にぞくりと冷たいものが走る。すべての魔人を魔力で従え、万単位の人間の生命を瞬時に奪うばうことさえ可能な魔王の力。まだ未み覚かく醒せいで、マジックアイテムを通さなければ魔力を使えないとはいえ、フィノはそんな怖ろしい能力を秘ひめている──でも。




「オレ様は、お前ら人間の世界にいちゃ、いけないのかな……」




　目の前で呟つぶやく少女の不安に震える声。すがるようにラウルを見つめてくる、思いつめたようなフィノの蒼あおい瞳ひとみ。

　──でも、こいつはいつだって、一生懸けん命めいで、頑がん張ばり屋で……いいやつなんだ。

　……ややあって。小さな嘆たん息そくとともに、ラウルが口を開いた。




「……お前、うちの店レオンのスタッフだろ」




　その瞬間、大きな目を丸くしたフィノの前で黒髪をくしゃりと搔かきながら。照れを隠かくすように視線を逸そらしたラウルが、ほんの少しだけぶっきらぼうに言い放つ。

「……ったく。いていいに決まってんだろ。魔ま人じんだろうがなんだろーが、お前はもう俺たちの店の一員なんだから。ていうか、ようやく居着いたバイトに逃にげられてたまるかってんだ。辞めるんなら、次のやつを探してからにしろよな」

「っ……で、でもっ……ラウルは、怖くないのっ？」

「……あのなあ」

　なおも言い募るフィノの前で、ラウルはわざとあきれたような顔をしながら、

「いいか、これでも俺、元勇者志望だぞ？　クレームはともかく、魔人や魔王が怖くて勇者がつとまるかってんだよ。もちろん、店長は言わずもがなだし、副店長だって……ええと……たぶん……きっと……と、とにかくっ！」

　……なんだかちょっと自信なさげな感じになってしまった言こと葉ば尻じりを強引に切るなり、ラウルはフィノの背中をぽんと叩たたいてやった。

「お前のこと怖がるやつなんて、うちの店にはだれもいないし、みんな、お前がどんなやつか分かってる。みんなお前のこと信じてるから、大だい丈じよう夫ぶ……っ!?」




「ラウルっっっ！！！！！」




　不意にラウルの首へと伸のばされる、フィノの細い腕うで。

　……思いきり飛びつかれ、思わず腰こしをかがめたラウルの肩かたにあごを載のせながら、フィノがうれしそうに耳打ちした。




「ラウルっ、ありがとっ……」




　吐と息いきに耳をくすぐられ、ぞくぞくと背中に走る痺しびれるような感覚。

　どこもかしこもやわらかい、極ごく上じようの感かん触しよくを持つ少女の身体からだ。中でも、ラウルの鎖さ骨こつあたりに押しつけられたワイシャツ越ごしのふくらみは、ひときわ存在感を放っていて……。

「わ、分かったっ！　分かったから離れろっ！　め、目立ってるからっっっ!!」

「あ、ごめんっ」

　ラウルが焦あせって叫さけんだとたん、しゅるんと腕をほどくフィノ。いろいろと刺し激げきが強すぎるフィノのホールドから解放されてほっとしつつ、ラウルは念を押すように口を開いた。

「あ、あと、分かってると思うけど、お前が魔人だってこと、うちの店のスタッフ以外にはぜったいヒミツだからな」

「うんっ！　大丈夫、オレ様たちだけのヒミツだっ！」

　ラウルの言葉に、大きく頷うなずいて……けれども。あっと声をあげるなり、フィノはなにか思い出したみたいに、ラウルの袖そでをくいくいと引っぱった。

「……そうだ、ラウル、オレ様の正体って、アイリにもヒミツなの？　あいつ、ラウルの知り合いなんだろ？」

「あ、あああああ当たり前だろっっっ!!!!!?」

　その言葉に、ラウルの声は思わず裏返ってしまう。

　魔人に家族を殺され、魔人に対しておそろしいまでの憎ぞう悪おと執しゆう着ちやくを見せる少女──もしもあいつにフィノの正体がばれたら、どんなことになるか分かったもんじゃない！

「フィノっ！　いいかっ、あいつにこそぜったい知られちゃダメだっ！　いいか、なにがあってもあいつにだけは隠しとおせっ!!　ぜったいだぞっ!!」

「う、うん……分かった……でも、どうして？」

「それはっ……」

　不思議そうに訊たずねてくるフィノにラウルが答えようとした、その時だった。




「……こんなところにいたのね？」




　──まるで、冷や水を浴びせかけられたような感覚。

　ラウルがびくっと顔を上げると、蜂はち蜜みつ色の長い髪をさらりとなびかせて……そこには魔人レーダーを握にぎりしめた『オールＡ』、アイリ・オルティネートが立ちはだかっていた。







「……店長は、ああ言ったけど」

　ウワサをすればなんとやら。つややかな髪を搔き上げながらつかつかと歩みよるなり、アイリは真しん剣けんな面おも持もちで口を開く。

「どう見ても、レーダーはあなた達に反応してたわ」

「……す、数値が異常だったんだろ？」

　さりげなくフィノをかばうように前に出たラウルが、動どう揺ようを押し隠すような無愛想な口調で応こたえると、アイリがすっと目をすがめた。

「あら、間違ってるのは魔力量の数値だけかもしれないじゃない。他の機能は正常かもしれないわよ？」

「でもっ……」

「試ためしたの」

　ラウルの言葉を遮るようにして、さらりと言い放つアイリ。

「店の外で起動してきたけど、レーダーは反応しなかったわ。でも……見て？」

　言いながら、アイリが手にした魔人レーダーのスイッチに触ふれたとたん、狂くるったように点てん滅めつしはじめるランプ。その様さまを見下ろしながら、アイリが小さく肩をすくめた。

「うるさいからアラームは切ったけど、ここではほら、このとおり。このレーダーはいったい、なにに反応してるのかしら……ねえ、フィノさん？」

「アイリっ……」




「……あなた、魔人なんでしょ？」




　確信を込めた口調で。思わず後ずさったフィノを見み据すえ、アイリが続ける。

「暴走マジックアイテムから助けてくれたり、クレーマーを追い払はらってくれたり、仕事が楽しいだなんて言ってみたり……あやうく騙だまされるところだったわ。そんな無む邪じや気きな顔してあなた、いったいなにを企たくらんでるの？」

「……おい、『オールＡ』っ！」

　とげとげしいアイリの言葉……険悪な雰ふん囲い気きを見かねたラウルがつい、声をあげた。

「お前なっ、見当違いの言いがかりも大たい概がいにしろよっ!?　俺たちはたまたま最前列だっただけで、レーダーが指した方向には他にもいっぱい人がいたじゃねえかっ!!　なにもこいつだけが怪あやしいとは限らねえだろっ!?」

「でも、レーダーはこのとおり反応してるわ。さっき集まってたお客さんはちりぢりになったのに、まだ魔人があなた達のそばにいるなんてたいした確率よね？」

「だ、だけどっ、魔人なら瞳が紅あかいはずだろっ？　こいつの瞳、蒼あおじゃねえかっ！」

「そんなの、コンタクトレンズとか、薬で色変えてるだけかもしれないじゃない」

「で、でもっ……」

　強く握りしめた手の中に浮うかぶぬるりとした汗あせ。焦りのあまり、心臓が狂ったように早鐘を打って……くそっ、なんとか誤ご魔ま化かさないとっ！

　脳をフル回転させつつ、ラウルは苦し紛まぎれに叫んだ。

「でもっ……ならっ、俺かもしれねえじゃねえかっ!!」

「……えっ？」

　その瞬間、きょとんとした表情を浮かべたアイリの前で、ラウルが必死にまくし立てる。

「さっきレーダーが反応した方向にはフィノだけじゃなく、俺だっていたんだ！　そして、レーダーがこうして反応してるいまも、俺はこのとおり、ここにいる！　ならっ、フィノじゃなくて、俺の方が魔人かもしれねえだろっ!?」

「……はあ？」

「ていうかっ……」

　言ってるうちに、なんだかもう、やけくそになって。思わず胸を張るなり、ラウルは自分を指し示しながら堂々と宣言した。




「ていうか、じつは俺が魔人だっっっ!!」




　そんなラウルの発言に、アイリは狐きつねにつままれたような顔をし……ややあって。

「……ラウル・チェイサー。いったいどこの世界に、勇者予備校に通う魔人がいるっていうの？」

　……なんだか、ものすごく馬ば鹿かにしたような感じで。

　あきれたように呟くアイリを前に、いまさら後に退ひけなくなったラウルが声を荒あらげた。

「き、決めつけはよくないだろ『オールＡ』っ！　それが俺たち魔人の作戦だったらどうすんだよっ!?　勇者予備校に紛れ込んで、勇者の卵たちを内部から葬ほうむり去るのが、この魔人ラウル様の崇すう高こうなる目的だったかもしれないじゃねえかっ!!」

「葬ってないじゃないっ！　むしろ誰だれより熱心に勉強してたじゃないっ！　内ない申しん点だってめちゃめちゃよかったじゃないっ！　魔物とか倒たおしまくってたじゃないっ!!」

「だからっ、それもすべて、正体を隠して周囲の目を欺あざむくための作戦でっ……」

「ああもうっ、黙だまりなさいラウル・チェイサー！　だいたい《魔法回路サーキツト》が組める時点で、あなたが魔人のワケないのよっ！」

　その言葉に、ラウルはつい、ぐっと詰つまってしまう。

　……繊せん細さいな《魔法回路サーキツト》の《回路導線ライン》は、魔ま人じんの高圧魔力には耐たえられない。フィノの親父魔王が持ってたとかいう《支配の血星石ブラツドストーン》みたいな例外はあるにせよ、魔法やマジックアイテムを介かいして魔力を光や熱以外の形で利用できるのは、基本的には人間だけなのだ。

　気まずげに黙り込んだラウルの前で、アイリがふっとため息をついた。

「……だいたい、この間からなんだかおかしいとは思ってたのよ。この子、一ｍ以上あるレジカウンタを助走もなしに軽々飛び越こえてたじゃない。あんなの、どう考えたって人間ワザじゃないわ」

「そ、それはっ……前も言ったけどこいつ、田舎いなか育ちだからっ……」

「どんな田舎で育ったら垂直に二ｍ飛び上がれるようになるのよっ！　この子の地元周辺は十倍の重力がかかってる特異点だとでもいうつもりっ!?」

「いや、人間の適応能力なめんなって！　生まれたときからずっと二ｍ以上飛べなきゃ生き残れないような環かん境きように晒さらされてれば、きっとイヤでもそうなるハズだっ！」

「人間の限界超こえてるわよっ!!」

「おいおい、仮にも勇者を目指してたやつが人間の可能性を狭せばめるようなこと言うもんじゃないぜ？　ほら、俺たちの憧あこがれ、あの伝説の勇者バイオスなんて、三ｍは軽くジャンプしたっていうじゃねえか」

「勇者バイオスなんて、人間でありながらメガバイル級の魔力持ってたとか、ひとりで千人の魔人相手に互ご角かくに戦ったとか、身長超えるサイズの大剣を軽々と振ふりまわしてたとか、精神こころを支配するような魔法使ったとか、身体中が黄金こがね色に輝かがやいてたとか、いまもなおどこかで生き続けてるとか、明らかに伝説に尾おひれ付いてるでしょっ!?」

　ムキになって言い募つのり……しかし、ラウルを睨にらみつけながらぜえはあと荒い息をついていたアイリはふと、我に返ったように姿勢を正すなり、細い腕うでを偉えらそうに組んだ。

「……だけど、まあ、確かに。跳ちよう躍やく力を補助するマジックアイテムはいくらでもあるし、それだけじゃ、確実な証しよう拠こにはならないかも。……ところで、ラウル・チェイサー」

「へっ？」

　不意に名を呼ばれて。思わずマヌケな声をあげてしまったラウルに、アイリはなんだか意味深な口調で訊ねてくる。

「あなたも勇者予備校で習ったはずよね。魔人の特とく徴ちようといえば？」

「えっ……ええと、瞳ひとみの色と、魔力と、身体能力と……あとは、五感が鋭するどいこと？」

「正解」

　戸と惑まどいながら答えるラウルに、アイリは大きく頷いてみせ、

「視覚、聴ちよう覚かく、嗅きゆう覚かく、触しよつ覚かく、味覚……魔人の感覚はどれも、人間より遥はるかに優すぐれてるわ……というわけで、コレよ！」

　言いながら、羽織っていたウインドブレーカーのポケットから取り出したなにかを、ラウルに向かって思いきり突きつけてくる。

「へっ……」

　得意げな顔をしてアイリが掲かかげたのは、小さなアルミの四角い缶かんだった。真っ黒に塗ぬられたフタの表面にはでかでかと、邪じや悪あくな感じの赤いロゴが躍おどっていて……けど。

「……なんだよ、それ？」

　正直、アイリの意図が掴つかめず。ラウルが怪け訝げんそうに口を開いた、その時だった。

　──不意にラウルの口に飛び込んでくる、正体不明の黒い粒つぶ。

　それが口こう腔こうにほんのわずかに触れた瞬しゆん間かん、ラウルの痛覚が炸さく裂れつした。




「～～～～～～～～～～～っっっっっっっっ!!!!!?」




　──それはもはや、味などというなまやさしいものではなく、ただの激げき烈れつな痛みだった。

　あたかも口内が爆ばく発はつ炎えん上じようしたかと錯さつ覚かくするほどのすさまじい熱量を持った痛み。暴力的なまでの刺し激げきが舌を痙けい攣れんさせ、強酸に侵おかされたような唾だ液えきが無防備な粘ねん膜まくを無残に灼やき尽つくす。びりびりと痛む鼻と目頭の奥。明らかな異物の侵しん入にゆうを察して喉のどの底から込こみあげてきた激しい嘔おう吐と感に、ラウルは激しく咳せき込んで、

「っ……ぇふっ……えっ!!!!!!」

　……ほぼ反射的に『それ』を吐はき出したとたん、アイリがとがめるように呟つぶやいた。

「……食べ物を吐き出すなんて見み損そこなったわ、ラウル・チェイサー」




「こんなん食い物じゃねえよっっっっっっ!!!!!!」




　……口内に『それ』がいたのはほんの数秒にも満たなかったのに、その本体が消え失うせてもなお粘膜を苛さいなみ続ける耐え難い苦痛。まるで顔中の栓せんという栓が全開になってしまったかのように汗と涙なみだと鼻水をだくだくと流しつつ、ラウルがわめきちらした。

「ていうかっっっ、っなんだよっっっ、これっっっっっっ!!!!!?」

「《邪じや王おう炎えん殺さつ黒こく龍りゆう飴あめ》」

　悶もん絶ぜつするラウルの前で黒い缶をからからと振りながら、しれっと答えるアイリ。

「あなた達を探す間に買ってきたの。うちの店のパーティーグッズコーナーで一番の人気を誇ほこる罰ばつゲーム用ハイパー激げき辛からキャンディよ。たった一粒つぶで地じ獄ごくの炎の化け身しんである黒龍すらも絶命に至らしめるほどの辛さをイメージした、アグレッシブなお菓か子し」

「アグレッシブとかいうレベルじゃねえっっっっっっ!!!!」

「……ええと、とりあえず、顔拭ふいたら？」

　いろんな液体で顔をぐちゃぐちゃにしたラウルに眉まゆをしかめ、懐ふところから取りだしたポケットティッシュを差し出しつつ……ふと思い出したように、アイリが補足してくる。

「ちなみにこのキャンディ、ビタミンＣ豊富でお肌はだにいいらしいわ」

「知らねえよっっっ!!　誰得だよその情報っっっ!?　そんな優やさしさ持て余すわっっっ!!　ていうかてめえはどうしてそんなもん俺に食わせたっっっ!!!!!?」

「それは、私もまだ食べたことないから、いったいどの程度のものかなって思って……」

「あああああああああああああっっっっっっっ！！！！！！！！！」

　悪びれもせず答えるアイリに、ラウルは思わず雄お叫たけびをあげてしまう。なんかもう、魔人よりむしろこいつ倒した方がいいんじゃねえのかおいっ!?　なんでアマダは業界最大手のくせにこんなやつ雇やとってんだよおおおっっっ!!!!!!

「ら、ラウルっ……だ、大だい丈じよう夫ぶっ……？」

「っ……フィノ、ありがとっ……」

　心配そうに呟きながら、わりと瀕ひん死しっぽいラウルの背中を必死でさすってくれるフィノに礼を言って……ようやく和らぎはじめた痛みに、ラウルはティッシュを握にぎりしめたままでぐずぐずと鼻を鳴らしつつ、恨うらみがましげにアイリを睨みつけた。

「……で、お前はその飴の名を冠かんした兵器でいったい、なにをどうしようってんだ？」

「まだ分からないの？　決まってるでしょ、ガマン比べよ、ガマン比べ」

　ラウルの言葉に、さも当たり前みたいな顔をして。とんでもない殺傷能力を秘めた悪夢のようなキャンディの缶のフタをぱこんと開けつつ、アイリが偉そうに胸を張る。

「勇者予備校の首席だったあなたですら、たった一粒口にしただけでその有あり様さま。このキャンディの辛さに、鋭えい敏びんな魔人がほんの一瞬だって堪たえられるワケがないわ。だから……」

　言いながら、ふと、視線を移し……キャンディの缶を差し出しながら、アイリはふっと、意味ありげな笑えみをフィノへと向けた。

「私と、あなた。ふたり同時にこのキャンディを口に入れて、もしあなたが私より長く堪えられたら……そうね。その時は、あなたが魔人じゃないって信じてあげてもいい」

「……わ、わかった」

　アイリに渡わたされた、一粒のキャンディ。手のひらの上に転がるその小さな粒を見つめつつ、神しん妙みような顔で頷うなずくフィノ。……って、おいっ！

「ちょ、よせ『オールＡ』、フィノっ!!　お前ら正気かよっ!?　俺の惨さん状じよう見てただろっ!!　これ以上俺みたいな哀あわれな犠ぎ牲せい者を増やすなっっっ!!!!」

「……行くわよ！　３、２、１」

　あわてて止めようとするラウルだったが、しかし、もう間に合わない。

　かけ声とともに、ふたりの少女は手にしたキャンディを、同時に口へ放ほうり込んで……

　……次の瞬間。




「「■○▲×＠～！！！！！！！！！」」




　──ラウルが危き惧ぐした、そのとおり。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの光景が、そこには広がっていた。




　……声にならない叫さけびをあげながら悶絶する、ふたりの少女。

　流れるような金きん髪ぱつを振り乱しながらその場に崩くずれ落ち、胸を押さえて大粒の涙をぼろぼろとこぼすアイリと、苦痛に耐えかねて床ゆかの上でのたうちまわるフィノ。ひくひくとしゃくりあげるアイリのウインドブレーカーはずり落ちて首筋が覗のぞき、わんわんと泣きじゃくるフィノのスカートはめくれあがって、ボタンの外れたワイシャツから白いお腹なかとかわいいおへそがあらわになり……っていうか、こいつらどんだけ残念なんだよっっっ!!!!!?

「あああああああもうっっっ、言わんこっちゃねえっっっ!!!!!!」

　とっさの判断で、ラウルは近場のレジへと走った。レジ前の棚たなに積まれた一リットルサイズのミネラルウォーターを二本取るなりレジスタッフに紙し幣へいを押しつけ、釣つりも受け取らずに全力疾しつ走そうしながらフタを開けたその瓶びんを、瀕死のふたりの前に突つきつけてやる。




「「っっっっっっ!!!!!!」」




　その存在を認識するやいなや、むしるようにラウルの手から瓶を奪うばいとって。一心不乱に一気飲みし始めた少女たちを、どこか冷ややかな表情で見下ろしつつ。

　……ラウルはなんだか、すっかり疲つかれ切った顔で嘆たん息そくした。







「ら、ラウルぅっ、どうしよっ、飲んじゃったっ……やぁっ……お腹の中がすっごく熱くてっ……んっ、なんかっ、ヘンな感じがするうううっっっ……」

「くっ……あ、あなた、なかなか根こん性じようあるのねっ……ちょっと見直したわっ……」

　うるんだ瞳と、苦しげな呼吸。乱れた服装のままよろよろと立ち上がる瀕死の少女たち。……そんなふたりを交こう互ごに見やりながら、ラウルが目をすがめた。

「……ったく。『オールＡ』、これで満足か？　引き分けなら文句ないよな？」

「な、なに言ってるのよっっっ!?」

　しかし、そんなラウルの言葉に、アイリは諦め悪く言い募る。

「こんなの無効試合よ、無効試合！　そもそもルールが甘かったわ！　辛さに耐たえるのが目的なんだから、飲み込まずにどれだけ長く舐なめていられたか競うべきでっ……」

「……じゃ、もっかい勝負するか？　言っとくけど、もう水はおごってやんねーぞ」

「っ…………」

　あきれたように呟くラウルの言葉に、アイリはぐっと言葉を詰つまらせ……しかし、やがて大きく頭かぶりを振った。

「……いいえ、味覚はもうけっこう」

　そう、言い放つなり──とつぜん、アイリが身を翻ひるがえした。




「っ!?」

　その瞬間、ひらりと優ゆう雅がに宙を舞まう、蜂はち蜜みつ色の長い髪かみ。

　──あっという間もなく、背後にまわりこんだアイリに羽は交がい締じめにされて。フィノがあわてたように、肩かた越ごしにアイリを振ふり返る。

「あ、アイリっ!?」

「お、おい、『オールＡ』っ！」

「……次は、触しよつ覚かくよ」

　抗こう議ぎするようなラウルの声を受け、薄うすく微笑ほほえみつつ……片かた腕うででフィノの身体からだを拘こう束そくしたアイリが、空いている方の手をすうっと伸のばした。

「魔ま人じんは、特に耳が敏びん感かんだっていうわね……？」

　どこか含ふくみのある口調で。アイリの指先がフィノの銀色の髪をやさしく搔かきあげ、その下に隠かくれていたかわいらしい耳に触ふれたとたん、フィノがびくっと身体を強こわ張ばらせた。




「っっっっっ!!!!!?」




　──なんだか、すごい衝しよう撃げきが身体を走ったみたいに。血相を変えたフィノが、アイリの腕の中でじたばたと暴れはじめる。

「やっ……だ、だめっっっ！　だだだだめえええぇっっっ！！！！！！！」

「……ほらね、これは、明らかに異常でしょ？」

　必死に抵てい抗こうする小こ柄がらな身体を押さえつけながら、満足げな笑みを浮うかべるアイリ。そのたおやかな指先に耳をなぞられるたび、フィノの頬ほおがみるみる上気していく。

「やっ、やめてっ！　だ、だめっ、それだめっ！　だめなのっっっ！　み、耳さわるのだめええええっっっ！！！」

「……ふふっ、どこまで堪えられるのかしら？」

「やめっ……！　んっ……アイリっ、おねがっ……やめっ…………あっ…………」

「っ…………」

　……絡からみ合うふたりの美少女を前に、思わず、ラウルは唾つばを飲みこんだ。

　喘あえぎながら途と切ぎれ途切れに抗議するフィノの、桜色に染まった肌と、半泣きの蒼あおい瞳ひとみ。とろけるような甘い声を洩もらしたかと思えば、まるでなにかをこらえるみたいにきゅっと結ばれる薄い桃もも色いろの唇くちびる。少女が身体をくねらすたび揺ゆれる短いスカートと、その下からちらちらと覗くまぶしいくらいに白いふともも。後ろに手を回されているせいか、いつもよりもよけいにたっぷりして見えるワイシャツ越ごしの胸は、少女が苦しげに身をよじるたびに、ふるふると悩なやましく揺れて……。
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「……っはぁ、ら、ラウルぅっ……た、たすけっ……おねがっ……んっ……」

「…………って！」

　悶もだえるフィノに名を呼ばれ、ラウルははっと我に返った。ぶんぶんと頭を振るなり、あわててアイリに抗議する。

「お、『オールＡ』やめろっ！　それ以上はさすがにヤバイってっっっ!!」

　しかし、アイリは愉たのしげな笑みを浮かべつつ、捕つかまえた少女の耳元にそっと唇を寄せ、

「あなたが素す直なおに自分の正体を白状するなら、やめてあげる……？」

　耳みみ朶たぶに息をまぶすようにして囁ささやくアイリの言葉に、フィノが切なげな視線を上げた。

「あっ……んっ……らうるぅぅぅぅぅっ……」

　紅潮した頬と、荒あらい息づかい。ラウルを見つめるフィノの潤うるんだ瞳は、アイリに正体をバラす許可を必死に請こうていて……どう見ても、フィノはすでに限界だった。けど、だからって、こいつにフィノが魔人だってこと、ばらすわけにはっ……ああああああっっっ！

　ついに覚かく悟ごを決め、ラウルは思いきり床を蹴けった。




「えっ──!?」

　ほんのわずかな一瞬で、フィノを背後から捕とらえるアイリの、さらに後ろへと回り込んで。瞬しゆん時じに警けい戒かいして身を強張らせたアイリの髪へと、ラウルは手を伸ばす。

「ぁんっ……！」

　つややかな髪から覗く耳に触れたとたん、ラウルに触れられたアイリの身体がびくびくびくっと大きく跳はねた。普ふ段だんの少女からはとても想像できないようなかわいらしい声とともに金髪を波打たせて仰のけ反るアイリの、どきりとするほど色っぽい表情。たまらず身を捩ねじったひょうしに、フィノから手を離はなして……わななく唇をぎゅっと噛かみしめるなり身体ごと振り返って、アイリはまだ頬を上気させたまま、うっすら涙なみだの浮かんだ目できっとラウルを睨にらみつけた。




「なななななななにするのよラウル・チェイサーっっっ!!!!!?」

「お、お前だって反応してんじゃねえかっっっ!!」




　予想以上に取り乱し、なんだか泣きそうな顔で抗議してくるアイリに、こちらまで気き恥はずかしくなって。つい頬を赤くしたラウルがうわずった声をあげる。

「こ、こんなのが証しよう拠こになるかよっ！　それにっ、さっきからまわりのやつらがすげえ見てんぞっっっ!?」

「えっ……？」

　ラウルのその言葉に周囲を見み渡わたし、アイリははじめて、醜しゆう態たいを繰くり広げる自分たちの様子を遠巻きにうかがう、なんだか鼻の下を伸ばした野次馬たちの存在を認にん識しきして……「あっ……」と小さな声をあげるなり、これ以上ないほど恥ずかしそうな顔をして固まってしまう。

　しかし、真っ赤になってうつむいたアイリはやがて、なにかを思い出したように息を呑むと、フィノとラウルの手首を掴つかむなり、その場から逃にげるように足早に歩き出した。







「な、なんだよ、急にっ！」

　引きずられるようにして連れ込まれた、人ひと気けのない壁かべ際ぎわの一角。立ち止まるなりふたりから手を離したアイリは不意に、ウインドブレーカーの襟えりもとへと手を伸ばした。

　ファスナーが下ろされるにつれてあらわになっていく、少女のなまめかしい肌はだ。白い首筋からつながる鎖さ骨こつと、レオタードに覆おおわれた、小こ振ぶりながらも形のいい胸……。

　……目の前でいきなり服を脱ぬぎはじめたアイリに、ラウルが思わずあわてた声をあげる。

「っ、お、お前っ、いきなりなにをっっっ……」

「え……って、や、やだっ！　なに考えてるのよラウル・チェイサーっっっ!?」

　その反応に、逆に動どう揺ようしたかのように胸むなもとを隠して。ラウルとフィノの顔を見やりつつ、まだ少し頬を赤らめたままのアイリが口を開いた。

「……いい、見てなさい？」

　言いながらアイリが指したのは、アマダのイメージカラーの青いレオタードに包まれた、ぺたんとした自分の腹部。薄い布地の奥にうっすらと浮かび上がるおへその形に、ラウルがなんとなくどきっとした、その時だった。

　──まるで、手品でも見ているかのように。

　アイリが身につけた青色のレオタードが目の前で、すうっとピンク色に変化する。




「すごいっっっ!!」




　そのとたん、思わず自分の置かれた状じよう況きようもすっかり忘れてしまったみたいに。思いっきり感かん嘆たんの声をあげたフィノが、きらきらした目でアイリを見上げた。

「なんなんだっ!?　それっ、いったい、どうやったのっっっ!?」

　……けれども。

「おい、それって、まさか……」

　胸の裡うちにぞわりとわきあがる、ひどくイヤな予感。はしゃぐフィノとは対照的に表情を凍こおらせ、硬かたい声こわ音ねで訊たずねたラウルに向かって、アイリがすまし顔で答えた。

「……私としたことがすっかり忘れてたわ。そういえばこれ、《魔ま織しよく布ふ》だったの」

「《ましょくふ》？」

　……やっぱりかっ！

　その単語を耳にしたとたん、ずんと重くなるラウルの心臓。すっと体温が引き、鼓こ動どうが狂くるったように早はや鐘がねを打ち始める。

「ええ、魔力の出力調整で、好きなように色を変えられる布なんだけど……」

　……くそっ、どうすればこの場を逃のがれられるっ？　考えろ！　考えるんだ、俺っ！

　そんなラウルの動揺を知ってか、フィノの顔を見つめるアイリが、鷹おう揚ように微笑ほほえんで、




「……これって、魔人が触さわるとね、高すぎる《魔力圧》で《魔法構文プログラム》が壊こわれて、真っ黒になっちゃうの」




　諭さとすようにアイリが囁いた瞬間、その意味を理解したフィノがはっと面おもてを強張らせ……。

　……しかし、とっさに逃げようとしたフィノの手首を、アイリがすかさず掴んだ。

「……どこに行くの、フィノさん？」

「あ、あうっ……」

　意味ありげに微笑むアイリと、怯おびえたように視線をさまよわせるフィノ。思わずラウルは舌打ちした。……ちくしょう、こうなったらもう、アレしかないじゃねえかっ！

「……っ？」

　とっさに左手を伸ばしたラウルに、空いている方の手をぎゅっと握にぎられて……戸と惑まどうように見上げてきたフィノの視線に、ラウルはそっと目配せした。

　そのとたん、ラウルの意図を察したように、フィノが瞬またたき返し……重ねた手のひらが、にわかに熱を帯びはじめる。フィノの身体から流れ込む魔力に、ラウルの指先がちりちりと疼うずいて……しかし。

「ほら、早く触って？」

　──くそっ、間に合わないっ！

　見えないスイッチを介かいし、ラウルが魔人であるフィノの魔力をすっかり受け取るよりも前に。アイリは掴んだフィノの手首を、自分の脇わき腹ばらへと強引に近づけた。

「────っ！」

　必死の抵抗むなしく、《魔ま織しよく布ふ》で織られたレオタードになすすべもなく押しつけられるフィノの手。

　……思わず、ラウルは強く目をつぶった。




「…………そんなっ」

　──けれども。

　閉じられたまぶたの向こう側から聞こえてきたのは勝ち誇ほこったようなアイリの声ではなく、代わりに、




「どうしてっ……どうして、色が変わらないのっ!?」




　困こん惑わくしたようなその声に、ラウルははっと目を開く。

　……ウインドブレーカーの合わせ目から覗のぞくアイリの腹部と、そこに押し当てられたフィノの手のひら。しかし、魔人であるフィノが触ふれているにもかかわらず、アイリの身体からだを覆う薄うすい《魔ま織しよく布ふ》は鮮あざやかなピンク色のままで……って、どうなってんだ!?

　きょとんとしたフィノとアイリを眺ながめつつ、ふと、ラウルに思いつく仮説があった。

　そっか、フィノは《覚醒》前だから……。

　──実はまだ、魔人の生態はほとんど明らかになっていない。特に子どもの魔人に関しては、一体のサンプルも見つからなかったために存在自体が長年の議論の的。勇者予備校で魔人についてかなり詳くわしく学んだラウルですら、フィノに聞くまでは魔人の《覚醒》という概がい念ねんを知らなかったくらいで……。

　……もしかしたら、魔人の《覚醒》っていうのは《魔力圧》が上がることなのかもしれないなと、ラウルは思った。１００ＭＶメガボルタという高い《魔力圧》で空気を絶ぜつ縁えん破は壊かいして放たれる魔人の魔法がまだ使えない代わり、人間用に作られた１００Ｖボルタ用のマジックアイテムを使うことができるフィノ。考えてみればその魔力は魔人より人間に近く、《魔ま織しよく布ふ》が変色しないのも当然で──あれ、でも、それならどうして《魔力圧》を測るはずの魔人レーダーが、フィノに反応したんだろう？

「……やっぱ、それ、壊れてんだよ」

「そんなはずないわっ！」

　ラウルの指し摘てきに、往おう生じよう際ぎわ悪く頭かぶりを振ふって。ポケットから取りだした魔力レーダーを両手でぎゅっと握りしめながら、アイリはなおも主張する。

「だって、こうして反応してるものっ！　確かに、近くに魔人がいるはずなのよっ！」

　言い募つのりながら、アイリはふたたびレーダーを掲かかげた。

　周囲に向かって３６０度、ぐるりと向けたレーダーはやはり、フィノのいる方向でひときわ激しく点てん滅めつし……レーダーを手にしたまま、点滅が速くなる方へとアイリは歩き出す。

　一歩、二歩。レーダーを握るアイリとフィノの距きよ離りは、どんどん縮まって──。




　──怯えたように身を縮こまらせたフィノの横を、あっさりと素す通どおりして。フィノの背後へ抜ぬけた瞬間、アイリが目を丸くした。

「…………えっ？」

　その瞬間、アイリと、ラウルと、思わず振り返ったフィノまでもがそろって息を呑む。

　フィノの横を通りすぎても、アイリが手にしたレーダーの点滅は弱まることはなく、むしろ、どんどん強まっていき……。

　──それまで三人がいた場所の、すぐ近く。閑かん散さんとした魔法家具コーナーの一角で、ついに常時点灯したレーダーを手にしたアイリが、ぴたりと足を止めた。

「……ここ……みたい」

　目の前に置かれたダブルサイズの魔法ベッドを見下ろし、神しん妙みような面おも持もちで唾つばを飲んで、

「……ここに、魔人がいるはずよ！」

　レーダーを握りしめたアイリが確信を込こめて宣言した、その時だった。




「危ないっっっ！」




　不意に視界の中に現れた、輝かがやく光球。

　ラウルが叫さけんだ瞬間、アイリは反射的に飛び退すさり……光の矢はアイリの腕うでをかすめるようにして天てん井じようへ飛び、耳みみ障ざわりな破は砕さい音とともにコンクリートを大きくえぐった。




「っ……!?」




　──透すき通るように輝く、短い銀色の髪かみ。

　息を呑むアイリと、身構えたラウル、立ちつくすフィノの、その前で。

　……魔法ベッドの下から飛び出した傷だらけの魔人が、その白い顔を苦々しげに歪ゆがめつつ、燃えるように紅あかい瞳ひとみでこちらを睨にらみつけていた。







　逃げ惑まどう人々の悲鳴が、まだ新しいアマダの売り場のそこかしこに響ひびき渡る。

　魔人の手を離はなれてまっすぐ飛んできた光球を身軽に避よけるアイリ。しかし、満身創そう痍いの魔人は苦し紛まぎれのように、五指にまとわせた光球を次々と打ち出してくる。

「くっ……」

　……このままじゃ、長くは持たない。でたらめに、矢や継つぎ早ばやに打ち出される高圧魔力のかたまりを躱かわしつつ、アイリは表情を強こわ張ばらせ……と。

「こっちだっ!!」

　目の前のベッドを垂直に立て、アイリとフィノ、ふたりの少女の腕を同時に掴つかんでその陰かげへとすべり込むラウル。……間かん一いつ髪ぱつ。ベッドの底板に連続してぶつかる光球の激しい衝しよう撃げきを感じつつ、ラウルが声を荒あらげた。

「おいっ、『オールＡ』っ？　どうしてこんなとこに魔人がいるんだよっ!?　お前んとこの店じゃ、ベッドの下で魔人飼ってんのかっっっ!?」

「し、知らないわよっっっ!!　そんなのっ、あいつに聞きなさっ……」

　言い返すアイリの言葉に割り込むように、盾たてにしたベッドが衝撃とともに軋きしんで……ぶあつい底板を貫かん通つうして鼻先をかすめた光球に、アイリが声にならない悲鳴をあげた。

「～っっっ！！！！！」

「パイプベッドか……ラッキー、金属製だな」

　しかし、すっかり青ざめたアイリのかたわらで独りごちるなり、ラウルはすっと息を止め……ベッドの骨組みに指を走らせながら、小声で言い放つ。

「……《起動ブート》っ！」

　ラウルの起動命令とともに、《基盤ベース》にしたベッドの支柱に浮うかびあがる《魔法回路サーキツト》。次の瞬間、連続して激しくぶつかってきた光球に、青白い光をまとったベッドはもう揺ゆるぎもしない。

　……思わず息を吐はくラウルの隣となりで、ポケットに手を入れたアイリが洩もらした。

「だから、どうしてそんなに早く《魔法回路サーキツト》が組めるのよっ……」

「って、そんなこと言ってる場合かよっっっ！」

　悔くやしげなアイリの言葉に、さすがに焦あせった声で、ラウル。

「なんだか怪け我がしてるみたいだけど、相手は魔人だし、ここには専用アイテムもロクな武器もないっ。俺はベッドの強化で手て一いつ杯ぱいだしっ……『オールＡ』、お前、なにか魔法の《基盤ベース》に使えそうなもん、持ってないのかっ!?」

「分かってるわよっっっ!!」

　苛いら立だたしげに返しながら、アイリがポケットから取り出したもの……しかし、『それ』を目にしたとたん、ラウルは思わず声をあげてしまう。

「って、おいっ！　いくらなんでも『それ』を使うのは無理だろっ!?」

「……黙だまっててっ、集中できないっ！」




「あの魔人、怪我してるっ……」




　……と。

　ラウルとアイリ、ケンカ腰ごしのふたりの応おう酬しゆうをよそに、さきほどベッドに空いた穴から魔人の様子をうかがっていたフィノが、ぽつりと呟つぶやいて……。

「……手当てしないと」

　そう、言い放つなり。銀色の髪をした少女はベッドの陰から飛び出すと、光球を打ち出し続ける魔人に向かって一心に駆かけ出し……って！




「おいっ、フィノっ!!!?」

「ちょ、あなたっ、なにやってるのっ!!!?」

　つられて立ち上がるラウルとアイリの前で、手負いの魔人は駆け寄るフィノに狙ねらいを定めるように、高圧の魔力が絡からんだ光る腕を持ちあげ──くそっ！

　舌打ちとともにラウルがベッドを乗り越こえようとした瞬しゆん間かん、アイリが叫んだ。




「《起動ブート》……──《魔力弾バイル・シヨツト》っ!!」




　その瞬間、ラウルは目を丸くしてしまう。って、あいつなに考えてんだっ!?

《魔法回路サーキツト》の起動命令とともにアイリの手から放たれた『それ』──鈍にび色いろのコインは、しかし、どう見ても魔法を帯びているようには見えなかった。だいたい、魔力源であるアイリの手を離れた時点で、コインにめぐらされた《魔法回路サーキツト》は効力を失うハズ……なのに。

　なんの変へん哲てつもないそのコインは、魔人に当たる寸前に、まばゆく光りはじめ──。

「っ!?」

　駆け寄るフィノのすぐ目の前で、青白く輝くコインに腿ももを撃うち抜かれた魔人が仰のけ反るようにして倒たおれた瞬間、アイリがベッドの裏から飛び出した。




「ちょ、『オールＡ』！　お前、いまなにやったんだっっっ!?」

　ほぼ同時に、弾たま避よけにしていたベッドを蹴けり飛ばすと、ラウルもアイリの後を追う。

「どうして飛び道具に魔法掛かけられるんだよっ!?　魔法ってのは、手を離れた瞬間に効果が消えるハズ……」

「《時限回路タイム・サーキツト》」

　まくしたてるラウルの言葉を遮さえぎるように、アイリ。

「簡単な理り屈くつよ。魔力が一秒間に《回路導線ライン》内を進む距離は２９９７９２４５８ｍ。この距離だと私が投げたコインがあいつに到とう達たつするまで１．２秒くらい掛かるから、およそ36万ｋｍの《魔法回路サーキツト》を組めばいい」

「36万キロ!?　あの小さなコインのうえにかっ!?」

「《超延長導線エクステンド・ライン》──《回路導線ライン》をぎりぎりまで細くして折りたたんだものを《魔法回路サーキツト》に組み込むの。あのくらいのサイズで最高１０００万ｋｍ、３３３秒までなら発動時間を調整できるわ」

　まるで、なんでもないことみたいに。さらりと言い放つアイリを感心したように見やりつつ、ラウルは思わず感かん嘆たんの声をあげた。

「すげえじゃねえか、『オールＡ』っ！　お前、いったいいつの間にこんな応用ワザ、使えるようになったんだよっ!?」

「……あなたが言ったんじゃない」
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　称しよう賛さんの言葉に、ぽつりと呟き返して。けれども、ラウルがその意味を問いただす間もなく……足を止めたアイリは、ひどく冷たい目で、目の前に横たわる魔人を見下ろした。







　肩かた、胸部、腹、右みぎ腕うで……そして、たったいまアイリのコインに貫つらぬかれたばかりの右みぎ膝ひざ。身体中いたるところに深い傷を負った手負いの魔人。その両手と両足には、千切れた鎖くさりがぶら下がる金属の枷かせが填はめられている。

　力なく倒れた魔人の前に膝をつき、その薄うすい胸に手を当てていたフィノが、やがて安あん堵どしたように呟いた。

「よかったっ……まだ、生きてるっ……」

　フィノに触ふれられたとたん、わずかに揺らぐ魔人の紅あかい瞳。その唇くちびるが力なく、ほんの微かすかに動いて……しかし。




「……やっと、見つけたわ」




　魔人が紡つむごうとした言葉よりも先に、フィノの上に降り注ぐ、ひどく冷たい声音。

　びくりとしたフィノが顔を上げると、そこには金の髪をなびかせて立つひとりの少女の姿があった。




「アイリ……」

「フィノさん。あなたのことを魔人だなんて勘かん違ちがいして、本当にごめんなさい」

　どこか怯おびえたようなフィノのまなざしをまっすぐとらえて。目が合ったその瞬間、アイリが静かに口を開く。

「いろいろと恥はずかしい思いさせちゃって、申し訳ないことをしたわ……」

　言いながら、アイリはそっと腕を伸のばし、新たにポケットからつまみ出した一枚のコインを、魔人の左胸……ちょうど心臓の真上へと運んで……その意図に気づいたとたん、フィノがはっと声をあげた。

「アイリ、なにするのっ!?」

「決まってるわ。殺すのよ」

「なっ……ど、どうしてっ？」

「魔人だからよ」

　あわてたようなフィノの言葉に答え、ぞくりとするほど冷れい淡たんな目をしたアイリが静かに視線を落とす。

「あなただって、魔人がどんなに怖ろしい存在か知ってるでしょう？　……いま殺さないと、これからなにをしでかすか分からないわ」

「で、でもっ……！　こいつっ、いいやつかもしれないしっ……」

「魔人はみんな悪いやつに決まってるわ」

　反論するフィノに、にべもなく言い放つアイリ。

「いい魔人は死んだ魔人だけ。だから、殺すの」

「っ…………」

　そんなアイリの言葉に、ぎゅっと悔しげに唇を噛かみしめて……ぶんぶんと頭を振ふりながら、フィノが抗こう議ぎの声をあげた。

「なんでっ、なんでアイリはそんなひどいこと言うんだっ!?　こいつ、もう戦えないよっ！　こんなにひどい怪我してるしっ、痛そうだし、苦しそうだしっ……ねえ、アイリだって、怪我したら痛いだろっ!?」

「そんなの当然の報むくいよ。だって、こいつは魔人なんだから……」




「魔人って、そんなに悪いことなのっっっ!!!?」




　まるで、堪こらえていた感情が爆ばく発はつしたみたいに。アイリの言葉を遮さえぎって、泣きそうな顔したフィノが必死に言い募つのる。

「アイリは、魔人なら苦しんだり、殺されたりしても当然だっていうのっ!?　魔人なら、どんなことされても仕方ないっていうのっ!?　魔人だってことは、そんなに悪いことなのっっっ!?」

「決まってるでしょっ!!」




　激げつ昂こうしたように、叫さけんで。

　……足あし下もとの魔人を憎にく々にくしげに睨ねめ下ろし、アイリが吐き捨すてた。




「……私の家族は、魔人に殺されたのよ」




「えっ…………」

　その、瞬間。喉のどの奥から小さな声を洩らして。

　蒼あおい目を見開いたまま硬こう直ちよくするフィノの前で、思いつめたような表情をしたアイリが、手にしたコインを構えた。




「……『オールＡ』」

　震ふるえながらコインを握にぎりしめるアイリの腕を、横からぐいと掴つかんで。……はっと顔を上げたアイリに向かって、ラウルが静かに言い放つ。

「なあ、もう、いいだろ？　あとは、警察にでも任せて……」




「どうしてあなたまでそんなこと言うのっっっ？」




　そんなラウルの手を払はらうなり。頭かぶりを振ったアイリがきっと、こちらを睨みつけてくる。

「ラウル・チェイサーっ、あなたは誰だれより真しん剣けんに勇者を目指してたじゃない！　あなただって、みんなのために魔人と戦おうとしてたんでしょっ!?　魔人からみんなを守ろうとしてたんでしょっ!?　それなのにっ……どうして魔人なんかかばうのよっっっ!?」

「俺は……」

　その言葉に。ラウルの胸が不意に、締しめつけられるようにぎりりと痛んだ。




　──勇者ってすごい！　カッコいい！　俺も勇者になりたい！　勇者になって、認められて、有名になるんだ！　あと、お金持ちになりたいっ！




　子ども時代に抱いだいた夢。ラウルが勇者を目指した理由。それはただ、自分の力を誇こ示じするためで、魔人に苛さいなまれ、苦しんでいる人々を助けようだなんてこと、俺は……。

「俺は……俺はっ……」

　──俺は、お前が思ってるようなやつじゃない。……ラウルが言おうとしたその言葉は、けれども、どうしても出てこなかった。

　知られたくない。失望されたくない。けっきょく勇者になれなかった、いまはなにものでもないこの俺を、いまだに自分のライバルだと認めてくれてる少女に……こんなにいい加減で、自分勝手で、小心者で……あまりにも情けなさすぎる、本当の俺のことを。

「──私には、魔人と戦える力がある」

　すっかり黙だまり込んでしまったラウルを、冷ややかに見つめながら。アイリが手にしたコインに、すうっと《魔法回路サーキツト》が浮うかび上がった。

「私はみんなを魔人から守ることができる力を持った、選ばれた人間なの。私は、みんなのために戦わなきゃいけない。それが私のやるべきこと……私の本当の仕事なの」

　言葉のつかえた喉の奥、けれども、ラウルの胸の中で、なんだかうまく言い表せない感情がぐるぐるする。

　たとえその原点が復ふく讐しゆうだったとしても、人のために魔人を倒そうとする目の前の少女は、ただ自分のためだけに勇者になろうとしてた俺なんかよりずっと立派で、ずっと正しくて、だから、俺になにか言えるような資格なんて、本当はこれっぽっちもなくて……だけど。

　……でも、違う、とラウルは思った。

　拭ぬぐいきれない違い和わ感と矛む盾じゆん。少女の言葉の裏にある、純じゆん粋すいな正義感だけじゃない、もっとどろどろとしたもの。そして……ラウルも、それを知ってる気がして。

「だから、あんなのは、私の本当の仕事じゃない」

　……暗い瞳ひとみで。独りごちるように、アイリが呟つぶやいた。

「……そうよ。お客さんに頭を下げたり、商品を並べたり、レジを打ったり……そんなのが私の本当の仕事なわけがないわ。私があんな仕事してるのは、なにかの間違いなのよ。私が本当にやるべきなのは、こうして魔人を倒たおすこと。だって私は、勇者になるべき人間なんだから──！」




　──《起動ブート》っ！




　起動命令を受けたアイリの手の中のコインが、ひときわ輝かがやいて。指先を離はなれた金属片が、魔人の心臓めがけて自由落下しはじめた、その瞬しゆん間かん。

　不意にかたわらから伸びたラウルの手が、魔法を帯びたそのコインを払った。




　……目標を失って床ゆかに落ち、青白く輝きながら溶とけて変形するコイン。床材に塗ぬられた薬が焼ける酸っぱいような臭においがつんと鼻をつく。

「どうしてっ……」

　唇をわななかせながら呟き……強いまなざしで、アイリがラウルを睨みつけた。

「どうして邪じや魔まするのよっ！　魔人を倒すのが、私の本当のっ……」




「……アイリ、勇者は、もういないんだ」




　ラウルがそう、口にした瞬間。

　……アイリの動きが、ぴたりと止まった。




「いくら魔人を倒したって、俺たちはもう勇者にはなれないんだ。俺たちはもう、普ふ通つうに働いて、生きてくしかないんだよ」

「で、でもっ！　私が本当にやるべきなのはっ……」




「現実から逃にげんなっっっ!!」




　必死に言い募るアイリの言葉を、ラウルは強い口調で切り捨てた。

「お前さ、いつまで夢見てんだよっ！　確かにお前の言うとおり、仕事なんてつらいことやイヤなこと、理り不ふ尽じんなことばっかりかもしれないけど、でもっ、それでもやるしかないじゃねえか！　俺たちはいまいる場所で、いまやるべきことを一生懸けん命めいやるしかねえんだよっ！　そういう責任があるんだよっっっ！」

　堰せきを切ったようにまくし立てながら、ラウルは自覚する。俺がいま言葉を向けてる相手はアイリじゃない、自分自身だ。勇者への未練を吹ふっ切って、フィノと一いつ緒しよにレオンで働いて店長になるって決意したハズなのに、それでもまだときおり胸むねに浮かぶ、アイリと同じ疑問。

　──本当に、これが俺の仕事でいいんだろうか。

　そう思うたび、不安と焦しよう燥そう感がちりちりと心を焼いて……そんな自分に言い聞かせながら、同時に、どうしようもないいらだちをアイリという鏡に向けてぶつけてる。こんなの、ただの八つ当たりだ。……最悪だ。

　言葉を紡つむぐたびにきりきりと心臓が痛む。けれど、もう止まらない。

「だいたいさ、なんなんだよ、本当の仕事って！　そんなもん、あるわけねえだろ！　どうあがいたって、俺たちのいまの仕事はこれなんだよっ！　……お前さっ、現実から目を逸そらして、ありもしない幻まぼろし追っかけて……みんなのために魔人を倒すだなんて言って、けっきょくはただ、逃げてるだけなんじゃねえのかっ!?」




「っ…………！」




　その瞬間。

　まるで、一番触ふれられたくないところに触れられてしまったかのように。藍あい色いろの瞳を揺ゆるがせた少女は、ひどく傷ついたような表情をして……。




「……ごめん、言い過ぎた」

　……ったく。俺は、どうしてっ……。

　気まずい沈ちん黙もく。泣きそうな顔で唇くちびるを噛む少女から、ラウルは思わず目を逸らし……と。

　──不意に。ふたりの足あし下もとで、魔人が身じろぎした。




「っ!?」

　まるで、最さい期ごの力を振りしぼるように。よろよろと上半身を起こそうとする魔人の姿に、ラウルとアイリは反射的に後ずさる。

　しかし、フィノはいまだ放心したまま、動きはじめた魔人のすぐかたわらに、ぺたんと座り込んでいて……。

「フィノっ！　逃げろっ！」

　傷だらけの魔人がフィノに向かって手を伸のばし、思わず叫んだラウルがフィノをかばおうとした、その瞬間──。

「……、さま……」

　ぼろぼろに傷つき、体液がにじんだ魔人の指先で。無防備な手のひらを握にぎられたとたん、色を失っていたフィノの瞳がはっと力を取り戻もどした。

「あっ……」

　我に返ったフィノの顔を、紅あかい瞳に大きく映しながら。フィノの手を握る魔人は苦しい息の下、とても必死な表情で、途と切ぎれ途切れに囁ささやいてくる。

「仲間が……魔人が……まだ……人間に、たくさん、捕つかまって……」




　……けれども、訴うつたえるような魔人の言葉が、最後まで紡がれることはなく。




　不意に辺りを灼やく、まばゆく青白い光。

　ホワイトアウトした世界の向こうから聞こえてくる断だん末まつ魔ま。肉の焦こげるような不快な臭い。……なにか大きなかたまりが、床へ崩くずれ落ちる音がして。




「お客さま、お怪け我がはありませんでしたか？」

　……なにが起こったか、分からずに。すっかり空白になった思考に飛び込んでくる、とても落ち着いた男の声。はっとしたラウルが顔を上げると、そこには、魔法を帯びて光る剣けんをしっかりと握りしめ──。

　──たったいま魔人を斬きり捨てたばかりのアマダの店長が、凍こおりついたように固まるラウルとフィノの前で、慇いん懃ぎんに会え釈しやくをした。








　断章　「勇者になれなかった「私」もしぶしぶ就職を決意しました」







「どうしてっ……」

　頭の中をぐるぐるするとりとめない思考。ぐちゃぐちゃの心がわけもなく締しめつけられて、苦しくて、苦しくて、いったいどうしていいか分からない。

　──オープン記念セール中のアマダ王都本店を襲おそった事件。三日前の魔ま人じん騒さわぎから、アイリが勤めるその店は営業を自じ粛しゆくしていた。さいわい来店客に怪我人は出なかったものの、店内の破損は著いちじるしくて営業できる状態ではなかったし、プロモーションイベント中に魔人レーダーに反応があったにもかかわらず、それを見過ごした店長の対応も問題となって……従業員であるアイリは自宅待機を命じられていたのだけれど。

　いつ、どこで、なにをしているときもアイリを苛さいなみ続ける、激しいいらだちとどうしようもない無力感。ベッドの上で膝ひざを抱かかえ、喘あえぐようにアイリは洩もらした。




「どうしてっ、どうしてうまくいかないのよっ……!!」




　──幸せだった頃ころの記き憶おくなんて、もうほとんど思い出せない。あんなに楽しく遊んだ友達のことも、あんなに大切にしてたぬいぐるみの名前も、あんなに好きだった家族の顔も。

　脳のう裏りにくっきりと焼きついているのはあの夜の、すべてを飲み込むような白い閃せん光こう。街を舐なめる赤い炎ほのおと、愉たのしげに嗤わらう魔人の影かげ。破は壊かいの限りを尽つくしたその悪あく魔まが去ったあと、はぐれた家族を探してさまよった焼け跡あとの臭い。口の中に広がる煤すすの味。くすぶる瓦が礫れきの耐たえ難がたい熱さ。……ようやく見つけた両親の、変わり果てたその姿。




　七つのときに故郷の街を襲った魔人に家族を奪うばわれ、家を焼かれ、すべてを失って。貧しい孤こ児じ院いんで同じような境きよう遇ぐうの子ども達と生活しながら、これ以上こんな子どもを増やしちゃいけないと思って勇者を志し……もともと不器用で、物覚えもそれほどよくないアイリはいつだっていっぱいいっぱいで、友達を作る余よ裕ゆうさえなかったけれど、強い意志と必死の努力のお陰かげで、どうにか進学することを許されて。

　けれども、やっと入ることができた勇者予備校は、アイリにしてみれば真剣に勇者を目指すつもりもない不ふ真ま面じ目めな人間ばかりに見えて、どうしてもそれが許せなかった。ひとりでいらいらして、あんなやつらには負けないと頑がん張ばって、気づいたら『オールＡ』なんて陰口たたかれるようになって……でも、アイリはむしろそれを誇ほこりに思っていた。その呼び名は、自分が周りの人間とは違ちがうことを証明しているように思えたから。……なのに。

　予備校を出たとたん、勇者制度は廃はい止しになり、予定されていた試験すらも行われず……『オールＡ』と呼ばれていたアイリに残されたのは、勇者になって返すはずだった奨しよう学がく金の返へん還かんという現実だけだった。

　──思い出したくもない、最初に入った会社のこと。会社の金と自分の金の区別もつけないような社長と、身内で固められた腐くさりきった組織。降りかかる怒ど号ごうとノルマ。内も外も理り不ふ尽じんの塊かたまりみたいな仕事。仕事中には泣けなかったから、いつも帰りの道で泣いていた。

「……どうしてっ……」

　……あのときに比べれば、アマダの仕事はまだマシだと思う。でも、やっぱり違う。こんなの、私のしたいことじゃない。私がやるべきことじゃない。

　私がやるべきなのは、魔人を倒たおして、みんなを助けること。それが私の、本当の……。




『なんなんだよ、本当の仕事って！　そんなもん、あるわけねえだろ！』




　そのとたん、あのとき投げつけられた言葉が甦よみがえり、アイリは思わず身をすくませる。




『お前さっ、現実から目を逸そらして、ありもしない幻まぼろし追っかけて……みんなのために魔人を倒すだなんて言って、けっきょくはただ、逃にげてるだけなんじゃねえのかっ!?』




「違うっ！　逃げてなんかないっ！　私は逃げてなんかないっ！　私はっ……」

　不意に身体からだの底からこみあげてくる、えもしれぬ不安と恐きよう怖ふ。

　……飲み込まれる。飲み込まれて、叩たたきつけられて、ばらばらに壊こわれてしまう。そんな予感に襲われたとたん、いてもたってもいられなくなって──思わずベッドから立ち上がるなり、アイリはなにかに追われるようにして、アパートの部屋を飛び出した。







　いそいそとした夕暮れの街の空気。繁はん華か街がいを抜ぬけたアイリがふらふらとたどりついたのは、街の中心部……いつも通勤に使っている、広場に面した大通りだった。

　子どもや大人、おじいちゃんやおばあちゃん、そして、ちょうど自分と同じくらいの歳としの若者たち。通りを行きかう無数の人々の中、アイリはふと、この中で自分みたいな言い知れぬ気持ちを抱えてる人はいったいどれだけいるんだろうなんてことを考えてしまう。

　……あの人の言うとおり。現実はいつだって理不尽だけど、それでもきっと、みんなきちんとそれを受け入れて、折り合いをつけてるんだろうなと思うと、目に映る人々すべてが憎にくらしくて、羨うらやましくて、たまらなくて……どうして、私は、そうなれないんだろう。

　目の前にはこんなにたくさんの人がいるのに、ふと、きりきりするような孤こ独どく感に苛さいなまれて。沈しずんだアイリの心の奥から、じわりと込こみ上げてくるものがあって。

「～っ…………」

　とっさに押さえた口元から洩れる嗚お咽えつ。目め頭がしらが熱を帯び、鼻の奥がつんとして、不意に下まぶたのあたりにふくれあがったかたまりが、あっという間もなく頬ほおへと転がり落ちる。

　──って、やだ、なんで私、こんなとこで泣いてるのっ……。

　ぽろぽろと自分の目からあふれ出した涙なみだに戸と惑まどったのは、他ほかならぬアイリ自身だった。いったいどうして自分が泣いてるのか分からない。……けれども、止まらない。

　うつむいただけでは隠かくしきれない涙。人ひと混ごみの中でとつぜん立ち止まり、声を詰つまらせて泣き出したアイリに好こう奇きの視線を向ける、たくさんの知らない人々。

　……その時だった。




「っ…………？」

　不意に、誰だれかに肩かたを叩かれて。はっと顔を上げたアイリの涙に歪ゆがむ視界に映ったのは、ふかふかした黄色いかたまりだった。

　ライオンと星という、ほとんど共通点のない二者を気合いだけで融ゆう合ごうさせたようなデザインの着ぐるみ。人混みの中で立ちつくすアイリの肩を叩いた不格好な着ぐるみは、泣き濡ぬれた藍あい色いろの目を戸惑うように瞬しばたたかせるアイリの前で、すっと腕うでを持ちあげる。




　──アイリに向かって差し伸べられる、もふもふとした着ぐるみの手。

　それは、涙で濡れたアイリの頬をやさしく拭ぬぐい、思わず目を丸くしたアイリの頭を、なだめるみたいにぽんぽんと撫なで…………っ、慰なぐさめて、くれてるの？




「っ…………」




　その瞬しゆん間かん、張りつめていたアイリの心の糸が、ぷつりと切れた。

　それまでずっとひとりで抱え込んでいたものが堰せきを切ってあふれ出し、ぐっと詰まった喉のどから、声にならない声が洩れる。

　胸の中で絡からまり合った、うまく言葉にできないいろんな想いに動かされるようにして。

　気づけばアイリは、目の前の着ぐるみに思いきり泣きついていた。







「……っ、ごめんなさい、いきなり泣いちゃったりして……」

　広場のベンチに、並んで腰こしかけて。まだ潤うるんだままの目もとにハンカチを押し当てるアイリが「……あなた、仕事はいいの？」と訊たずねると、着ぐるみはこくりと頷うなずいてみせる。

「気にかけてくれて、ありがとう……私、その、なんていうか、いろいろあって……」

　ようやく、少し落ち着いて。着ぐるみに説明しようとしたアイリは、自分が落ち込んでいたそもそもの理由を思い出したとたん、つい、自じ嘲ちようするように笑ってしまう。

「…………私ね。ずっと、尊敬してる人がいるの」

　藍色の目を、照れたように細めて。ぽつりと呟つぶやくアイリの、はにかむような表情。

「浮うわついた人間しかいない学校で、あの人だけが違ってた。──ラウル・チェイサー。あの人だけがいつも私の前にいて、真剣に、まっすぐ勇者を目指してた」

　──ラウル・チェイサー。

　その名を聞いたとたん、かたわらに座る着ぐるみがほんの少しだけ身じろぎをしたことに、アイリは気づかない。

　……その瞳ひとみに懐なつかしげな色を浮うかべ、アイリがそっと、口を開いた。

「あれは勇者予備校の、卒業試験のときだったわ──」




　　　　＊　＊　＊




　──囲まれたっ!?

　思わず、少女はいまいましげに舌を打つ。

　疲ひ弊へいしきった重い手足。鼓こ膜まくを震ふるわすドラゴンの咆ほう哮こうと、すぐそばを流れる地底川の水音。剣けんを握にぎる手のひらが汗あせばみ、心臓が焦あせりに激しく鼓こ動どうしているのが分かる。

　全長、およそ三ｍ。見上げるような大きさの四つ首のドラゴンが、薄うす暗ぐらい洞どう窟くつのそう広くない空間の中、アイリを挟はさんで前に二体、後ろに一体。

　背後のドラゴンが動く気配にはっと身を翻ひるがえし、飛び退すさったアイリの耳へと不意に、聞こえてくる声があった。




「《出力上昇レイズ》！」




　聞き覚えのあるその声を耳にしたとたん、締しめつけられるように高鳴るアイリの胸。……けれども。

　次の瞬間、体液をまき散らしながら足あし下もとに転がってきた、額に緑色の宝ほう玉ぎよくを戴いただくドラゴンの首を前に、アイリは思わず絶句した。




「なんだよ、『オールＡ』でもドジることがあるんだな」




　まばゆく輝かがやく剣の柄つかをしっかりと握りしめて。アイリの目の前にすべり込んだ少年は、四つの首のひとつを落とされて半はん狂きよう乱らんのドラゴンを見上げつつ、身体の前で剣を構え直す。

「こいつらの四つの首は『緑』、『黄』、『赤』、『青』の順に斬きらなきゃいけないって習ったろ？」

「なっ……って、ちょっとっっっ！」

　唖あ然ぜんとするアイリが止める間もなく、少年の剣は一いつ閃せんして。彼が口にしたとおりの順番で次々に落ちていく、ひとつひとつが丸太ほどもあるドラゴンの首。

　返り血を払はらうように剣をひとふるいし、少しだけ得意げな顔をして「《維持キープ》」と呟いた少年に、ようやく我に返ったアイリが思いきり叫さけんだ。




「馬ば鹿かっっっ！！！！！！！」

「へっ……？」

「あなたっっっ、なんてことしてくれたのよっっっ!!!!!?」




　助けたはずの少女に、なぜか思いっきり怒おこられて。きょとんとする少年の足下で、斬り捨てられたばかりのドラゴンの首のいくつかが、どくんと脈動した。

「っ……なっ、ウソだろっ!?」

　ぼこぼこと盛り上がる、落とされたドラゴンの首の切り口。いくつも生えた肉の芽は、あっという間に膨ふくらみ、しゅるしゅると巨きよ大だい化していく。

「《四大竜フオースドラゴン》の首を落とす順番は『緑』、『黄』、『赤』、『青』。馬鹿にしないでっ、それくらい覚えてるわよっ！　それが効かないから困ってるんじゃないっ！」

　やけっぱちで怒ど鳴なるアイリの前で、みるみる形作られていくドラゴンの身体。一体、二体、三体……切り落とされた四つの首のうち三つが三体のドラゴンへ増ぞう殖しよくし、アイリが最初に増やしてしまった分と合わせてこれで五体。……まったく、どうしてくれるのよっ！

　絶望感に、頭がくらくらする。減点は痛いけど、逃げるしかない。……でも、それぞれが四つの首を持つドラゴン五体に囲まれて、どうすれば逃げられるっていうのっ？

　必死に考えをめぐらせるアイリの隣となりで、少年がぽつりと独りごちた。

「変異種か……なるほど、言われてみれば角の形が違ちがうかも」

　なんだか、ひどく呑のん気きな口調で。襲おそいかかるドラゴンのブレスを避よけつつ、少年が再び剣の刃はに手を添そえる。

「《出力上昇レイズ》！」

「って……ちょ、馬鹿っ!!　これ以上増えたらどうするのようっっ!?」

　──四つの首を斬り落とす順番の残りの組み合わせは23通り。確かに試行できない数じゃない。でも、このドラゴンは間違えれば間違えただけ増えるんだし、どう考えたって無む謀ぼうすぎるっ！




　しかし、そんなアイリの制止も聞かず、魔法を帯びた少年の剣は燦きらめいて──。

　次々と落とされていくドラゴンの首をなすすべもなく眺ながめながら、アイリは思わず天に祈いのった。どうか、私たちに搔[image: 23分の１]の奇き跡せきを……！




　……じゅわじゅわと、まるで、無数の泡あわがつぶれていくような音。

　土の上で溶とけ崩くずれていく《四大竜フオースドラゴン》の身体からだを前に、アイリはぽかんと口を開いてしまう。

　──正解、だった。

　少年は確かに、正しい順番で竜の首を落としていて……でもっ。戸惑うようにアイリは目を瞬かせる。誰も知らないハズの順番を、どうしてたった一回でっ……！




「どうして順番が分かったのっっっ!?」

「……あれ、知らねーの？」

　問い詰めるようなアイリの口調に、意外そうな顔をして。……剣を握りしめた少年が、なんてこともないように答えた。

「再生能力つかさどってる『緑』の首を潰つぶしてから、次に静脈が通ってる『青』の首を落として戦力削そぐってのが《公式セオリー》の理由。『黄』と『赤』は、単に切り落としやすさの問題だから、ほんとはどっちが先でもよくって……ま、つまり、最初に再生の首さえ落とせばいいんだよ。だから、やみくもに向かったとしても、確率は[image: ４分の１]な」

「なっ…………」

　目を丸くするアイリの前で、少年は牙きばを剥むくもう一体のドラゴンの首へと斬りかかる。

「でもって、最初の順番で三体に増えるってことは、四つめの首で再生能力殺せたってこと。つまり……こいつの場合は『青』の首から潰せばいいってことだろっ？」




　──一閃する青白い刃と、鈍にぶい音を立てて地面に転がった、青い宝玉を戴く首。

　そのすぐ横に飛び降りるなり、少年が軽く肩をすくめてみせた。

「……ま、単に暗記しただけじゃ、わからなくて当然かもな」

「……っ！」

　少年がなにげなく口にしたその言葉に、悔くやしげに唇くちびるを噛かむと。アイリは腰の剣を抜ぬくなり、その表面に《魔法回路サーキツト》を走らせた。

「……《起動ブート》！」

　まるで、すでに二体のドラゴンを倒たおした少年と張りあうかのように。少女がひるがえした細身の剣の切っ先が、目の前で咆哮するドラゴンの『青』の首を貫つらぬいた。







　最後のドラゴンの首が落ち、重い音を立てて倒れるその巨きよ体たい。じゅわじゅわと溶けたドラゴンの亡なき骸がらの後に残されたそれに、アイリは思わず目を見張った。

「うそっ、ゴールドオーブ……」

「ゴールド？　……へえ、せいぜいシルバーかと思ってた。変異種だからオマケされてるのかもな」

　──課題ダンジョンの魔ま物ものにはオーブが埋うめ込まれていて、それを集めることがこの試験の内容だった。魔物のランクによってオーブの色は違って、ゴールドオーブを持つランクＳＳの魔物は、ダンジョン全体でもたった数体しかいない。

　アイリが拾い上げたオーブを興味深そうに覗のぞき込み、少年がにやりと笑う。

「ラッキーだったな、『オールＡ』。これでまた、満点合格間違いなしだぜ」

「……ラウル・チェイサー」

「あれ、俺の名前知ってるんだ」

　アイリがその名を口にしたとたん、少年……ラウルは目を丸くして。わざとらしいその反応に、アイリはつい、目をすがめた。

「なに言ってるのよ。首席のくせに」

「いや、フツーに筆記はお前のが上だろ？　実技だっていつも満点だし……順番さえ分かったら、《四大竜フオースドラゴン》だって瞬しゆん殺さつだったじゃねえか」

「……実技で１２０点とか取るあなたに言われたくないわよ」

「いや、あんなの評価基準の話だって。主任のメトリック先生がやたら高評価なだけで、スニッファ先生なんか毎回ボロクソだぜ？　俺、独学でもう相当癖くせがついちまってて、いまさら直しようがないし……でも、さすが『オールＡ』だけあって、お前の魔法って教科書どおりだよな」




「なっ……それ、どういう意味よっっっ!!!!!?」




　なにげなくラウルが口にしたその瞬間、きっと目を剥くアイリ。

「え……い、いや、その、基き礎そがしっかりしてていいなって思って……」

　なにを怒っているのか分からないとでも言いたげな、ラウルの戸と惑まどった顔。けれど、それすら、応用が利かない不器用な自分に対する皮肉みたいに思えて……。

「なによ、それっ、イヤミのつもりっっっ!?」

「っておいっ、危なっ……」

　かっとなったアイリがラウルに詰つめよった、その時だった。




「っっっっっっっっっっっ!!!!!?」




　不意に、アイリの足下の岩が大きく崩れ──宙に浮ういたアイリの足の下、ぱらぱらと落ちる土くれが、地底川の流れに飲み込まれていく。

「……ったく」

　……アイリの腕うでを掴つかんだまま、ラウルがあきれたように嘆たん息そくした。

「なんか、お前って、案外抜けてんだな」

　けれども、そんなラウルの言葉も聞こえていないように。ラウルに引き上げられたアイリはふらふらとその場に膝ひざをつくと、はるか下方を流れる川を見ながら呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「オーブが……」

「えっ……」

　足をすべらせた拍ひよう子しに手から転がり落ち、流れに飲み込まれた金色の輝きはもう、どこにも見えなくて……思わず言葉を失うラウルの前で、アイリががくりとうなだれた。

「……っ、せっかくっ……ここまで来たのにっ……」

　……ラウルに張り合おうと無理したせいで、《四大竜フオースドラゴン》を倒したアイリの魔力はもうほとんど残っていなかった。こんな状態じゃ、倒せたってブロンズオーブの魔物が関の山。満点どころか、合格すら危うい……間抜けな自分を責めるように、アイリは強く唇を噛んだ。

「…………」

　……どこか、気まずそうな顔で。ラウルはしばらく、自分の足あし下もとにうずくまってふるふると肩かたを震ふるわせる少女の姿を見下ろしていたが……ややあって。

「……ほらよ」




　とうとつに少年が差し出してきた、金色に輝かがやくオーブ。

　それを目にしたとたん、アイリは目を丸くして……やがて、顔を上げた。




「……なんのつもり？」




　涙なみだのにじんだ瞳ひとみを揺ゆらしながら。押し殺したような声で、アイリが呟く。

「……なんなのよ、あなたっ……ほんとっ、なんなのっ……っ、やめてよっ……同情とかっ、そんなのっ……どうして、こんなっ……」

　──ラウル・チェイサー。初めて会ったときから、なんだか自分と同じものを感じて、それからずっと、ずっと憧あこがれてたのに、声も掛かけられず、いつも陰かげからこっそり見てた、私のたったひとりのライバルで、憧れで……認められたかったのに。対等になりたかったのに。隣となりにいても恥はずかしくないような存在になりたくて、よけいに頑がん張ばって……この人にだけはぜったい、弱みなんて見せたくなかったのに。

　悔しさと、恥ずかしさと、情けなさと……いろんな感情で胸がいっぱいになって、アイリは自分でもなにを言ってるか分からなくなる。

　……声を詰まらせ、ついに泣き出した少女の前で、ラウルは少し困ったように頭を搔かいていたが、ややあって、




「……こんなの、単なる予行演習じゃねえか」




　ラウルが口にしたとたん、アイリがはっと瞳を瞬しばたたかせた。




「俺たちの目的は、いい点取ることでも、一位を取ることでもなく……勇者になることだろ？」




　アイリから目を逸そらすみたいにして、わざとぶっきらぼうに言い放つ少年。けれども、その言葉を耳にしたとたん、アイリの胸がぎゅっと締しめつけられる。

　──勇者になること。私たちがこれまで、ずっと、まっすぐ、真しん剣けんに目指してきた目標。これまで言葉すら交かわしたこともなかった私たちを結びつけていた、たったひとつの共通点。互たがいにぜったいに譲ゆずれない、私たちの夢……。




「その、お前に実力あることは分かってるし……だから、受け取っとけって。再試とかよけいな金かかんだろ？　お前がこんなとこで落ちんの、もったいないし」

　まくし立てるように言いながら、無理やりオーブを押しつけてくる少年。……まだ潤うるんだままの瞳を上げ、戸惑うようにアイリが口を開いた。

「……で、でもっ！　あなたの分はどうするのよっ？」

「ん……ああ、ちょうどいいのが来たみたいだし」

　言いながら、不意に顔を上げた少年の視線の先。洞どう窟くつの奥の方から、ひどく耳みみ障ざわりな音が聞こえてきて……特とく徴ちよう的すぎるその咆ほう哮こうに、アイリが顔色を変えた。

「《鋼鉄竜ステイールドラゴン》っ……ちょ、ウソでしょっ!?　無理よっ!!　あいつの皮ひ膚ふっ、鋼鉄みたいに硬かたいのよっっっ!?」

「大だい丈じよう夫ぶ。鋼鉄なら、なんとかなる」

　動どう揺ようするアイリの前でうそぶきながら、ラウルは鞘さやから剣けんを抜いて、

「……《起動ブート》」








[image: ]








　少年が起動命令を口にしたとたん剣に浮かびあがったのは、ほんの一瞬で組み上げたとはとうてい信じられないほどに複雑な《魔法回路サーキツト》。

　そのあまりの出来映えに思わず息を呑むアイリに向かって、ラウルがすっと片手を上げてみせた。

「じゃあな。本試ではドジんなよ『オールＡ』……叙じよ任にん式で会おうぜ？」

　……そう、言い放つなり。

　魔法を帯びた剣を携たずさえて洞窟の奥へと消えていくラウルの背中を、オーブを握にぎりしめたアイリはただ、ぽかんと見つめていた。




　　　　＊　＊　＊




「──あの人は、私の理想なの」

　いつの間にか、すっかり日も沈しずんで。魔法街灯のほの白い明かりが、ふたりが座る広場のベンチに注がれる。

　暗くなっても雑ざつ踏とうは途と切ぎれる様子もなく、明かりの灯りはじめた建物を背景に、噴ふん水すいの音と混ざり合った人々の声がざわざわと響ひびいていた。

「……だから、この間、二年ぶりに再会して。あの人がぐうぜん私と同じ仕事してるの見て、すごくショックだった。私がダメでも、あの人だけはぜったい夢を叶かなえられる。あの人が私の代わりに夢を叶えてくれるって、勝手に思ってた」

　ときおり相づちを打ちながら、黙だまってアイリの話に耳を傾かたむける着ぐるみ。まるで胸の中でわだかまっていた気持ちが整理されたみたいに、着ぐるみに話しかける少女の表情はいつの間にか、ひどく穏おだやかなものになっていて。




「……でも、私が間ま違ちがってた」




　どこか晴れ晴れとした様子で、アイリがすっと顔を上げた。

「……私ね、その人に叱しかられちゃって、それで、すごく落ち込んでたの。同じ夢を追って、同じ夢を失って……同じ立場なのに、あの人はもう、とっくに現実を受け入れて頑張ってて、なのに、私だけがずっと夢見てて……やっぱりあの人は、いつだって私の前にいるのよね。……って、やだ、私、どうしてこんな話してたんだっけ？」

　なめらかな金色の髪かみを波打たせるようにして。ふっと表情をゆるめた少女は小さく頭かぶりを振ふると、かたわらに座る着ぐるみを見やった。

「ごめんなさい。なんだかあなたって、他人みたいな気がしなくって……その…………ありがとう」

　整った顔立ちに、天使みたいな微笑ほほえみを浮かべながら。はにかむようにお礼を口にしたアイリはふと、なにかを思いついたように、自分の髪を結わえていたリボンをしゅるんとほどいて、

「……これ、私のお気に入りなの」

　照れたように頬ほおを染め、やさしい声で囁ささやきながら。少女はそっと、緑色のリボンを着ぐるみの手首に結びつけた。








　第四章「寝ね起おきドッキリとムチャ振ぶりに定評のある本部」







　──夢うつつに感じるほのかなぬくもりと、かすかな吐と息いき。

　あたためたミルクに木の実のオイルを垂らしたような、ふわりと心地ここちよい匂におい。

　なにげなく寝返りを打ったとたん指先に触ふれる、ふにふにとした、なんだかものすごくやわらかな感かん触しよく。

「んっ……らうるぅっ…………」

　耳をくすぐる、とろけるように甘い少女の声……って……。

　ふと覚えた違い和わ感に、がばっと身体からだを起こして。狭せまいベッドを見下ろした瞬しゆん間かん、ラウルは声にならない悲鳴をあげた。




「っっっっっっっっっっっっ!!!!!?」




　まず目を奪うばわれたのは、少女の肌はだの白さ。

　さらさらした布地のキャミソールに押し込まれた、やわらかそうにふくらんだ胸の谷間。透すけそうな……いや、完かん璧ぺきに透けてる感じの薄うすい布越ごしに浮うかびあがる、なめらかな身体の曲線。わずかに曲げられた膝ひざと、きゅっとすりあわされたふともも。頬ほおにこぼれ、窓から差す朝日にきらきら輝かがやく銀色の髪かみ。ふわりとまぶたをつむる、あどけない少女の寝顔。

　ラウルが掛け布ぶ団とんをはねのけたとたん、少女はううんと小さくうなって……やがて、眠ねむそうな蒼あおい目を、ゆっくりと開いた。

「…………………あれ、ラウル……？」

　なんだかまったく状じよう況きようが飲み込めていない様子で、細い指でさらさらと髪を搔かきあげたフィノが、目をこすり……。




「っっっっっっっっ!!!!!?」




　……次の瞬間、ものすごい勢いで跳はね起きた。

「なななななんでラウルがオレ様の部屋にいるのっ!?　どどどどうしてっ!!!!!?」

「それはこっちのセリフだっ!!　どうしてお前が俺の部屋にいるんだよっ!?　ていうか、ど、どうして同じベッドで寝てるんだよっっっ!!!!!?」

「えっ、ええとっ……」

　おたおたした様子で、部屋の中をぐるりと見み渡わたして……ラウルの言葉が正しいことを知るやいなや、フィノが取り乱したように口を開く。

「お、オレ様っ、ちょっと前に部屋のカギなくしちゃってっ、こないだから窓から出入りしててっ、それでっ、昨日はすっごく疲つかれてたからっ、上着脱ぬいですぐベッドに入っちゃってっ……っっっ!?」

　記き憶おくをたぐり寄せるようにまくし立てながら、ようやく自分の格好を思い出し……不意に顔を真っ赤にしたフィノは、かたわらにあった毛布をがばっと胸むなもとまで引き上げた。

「ら、ラウルっ……そ、そのっ……なっ、なにもしてないよなっっっ!?」

　ラウルの毛布をぎゅっと抱だきしめたまま、逃にげるようにベッドの上を後ずさりながら、なんだか怯おびえたような上目づかいで訊たずねてくるフィノ。

　その言葉にどきっとして、ラウルもつい、声をうわずらせてしまう。

「えっ、あっ、あ、なにも、ってっ……」

「っ！　だ、だからっ！　そ、そのっ……ら、ラウルのっ……」

　動揺したラウルがつい聞き返すと、フィノはその頬を火が出そうなくらい真っ赤に染め……これ以上ないほど恥はずかしそうな顔をして、おずおずと口を開く。




「ラウルのっ……こ、子どもができちゃうようなっ……ことっ、とかっ…………」




　赤面したまま、毛布の端はしを握りしめて。ラウルから目を逸そらすようにうつむき、羞しゆう恥ちのあまりいまにも泣き出しそうな顔で言いよどむフィノ。……そんな少女の様子に、ラウルの心しん拍ぱく数すうが一気に臨界点を突とつ破ぱした。




「ししししししししてねえよっっっ！！！！！！！」




　フィノとは逆の方向に後ずさりつつ、全身全ぜん霊れいをこめて否定するラウル。

「してないっ!!　なにもしてないっっっ!!　ほんとっ、なにもっ……俺っ、お前が入ってきたのも気づかなかったしっ!!　……だからっ、そのっっっ……」

「っ…………………」

　あたふたと言い訳しながら、ばくばくばくと暴走するラウルの心臓。言葉の真しん偽ぎを確かめようとするみたいに、涙なみだ目めのままじっとラウルを見つめてくる半はん裸らの少女。まるで永遠のように長い、気まずすぎる沈ちん黙もく。……けれども。

「…………よかったあ」

　……やがて、安あん堵どしたようにふっと息を吐はいたフィノが、すまなそうに呟つぶやいた。

「ラウル、部屋間違えてごめんっ……これからは、気をつけるからっ……」

「いいいいやっ！　こっちこそっ、窓開けっ放しで悪かったっていうかっっっ……」

　しおらしいフィノの言葉につい、なんだかよく分からない謝罪を返してしまうラウル。……って、おい、いくらなんでも動揺しすぎだろ俺っ!?

　でも、いつもあんなに無む邪じや気きにべたべたしてくるくせに、そういうことはちゃんと知ってるのかと思うと、ラウルはなんだかやたらとどきどきしてしまう。……ほんと、魔ま人じんの貞てい操そう観念は、よく分からない。……と。

　不意に、「くううっ」という小さな音が聞こえてきて。思わずラウルが顔を向けると、そこではフィノが、毛布に包まれた自分のお腹なかを押さえていた。

「………………」

　じーっとラウルを見やるフィノのお腹が、また、小さく鳴って。

「……せっかくだから、ってのもなんだけど、朝飯食ってく？」

　……無言の圧力的なものを感じたラウルが、仕方なくそう訊ねてみると。

　なんだかうれしそうな顔をしたフィノが、こくこくこくっと大きく頷うなずいた。







「あっ、これ、お店にもあるっ！」

　背後でフィノがあげる声に、魔法冷蔵庫を開けたラウルが肩かた越ごしに振り返った。

「マジックレンジ……？　あれ、お前、持ってないのか」

「うん」

　頷きながらレンジの扉とびらを開き、その中を不思議そうに覗のぞきつつ、フィノが訊ねてくる。

「なあっ、これ、どうやって使うんだっ？」

「ああ……ちょっと待ってろ」

　言いながら、ラウルは冷蔵庫から取りだした瓶びんのミルクを、マジックコンロ脇わきに出してあったマグカップへと注いだ。白い液体がなみなみと満たされたマグをつっこんでレンジの扉を閉めるなり、横のスイッチに触れる。これくらいの量なら……ま、だいたい30秒くらいってとこか。

「……ほらよ」

　スイッチから手を離はなして扉を開け、取りだしたマグを渡わたしてやると、固かた唾ずを飲んで見守っていたフィノが大きな目を丸くした。

「すごいっ！　ちゃんとあったまってるっ！」

「……ま、そーいうアイテムだしな……砂糖入れるか？」

「入れるっっっ！」

　ラウルの青いマグカップを両手で持ち、うれしそうに頷いて。角砂糖の瓶の蓋ふたを開けるラウルの前で、フィノは感動したみたいにマジックレンジをじっと見やる。

「うちのお店って、こんな便利なアイテム売ってるんだっ……こういうの売って、みんなを便利にしてっ……ラウルっ、マジックショップの店員って、すごくカッコいいなっ！」

　うれしそうに笑いながら、なんだかとても誇ほこらしげに呟くフィノ。

　……カッコいい、か。

　確かにアイテムを作ってるのはメーカーだけど、それを買うことができるうちの店みたいな場所がないと、どんなに便利なアイテムだってこんなに手軽には人々の手には届かないかもしれない。

　自分の仕事が、みんなの生活を豊かにしてる。みんなの役に立ってる。そう考えると、いままで地味だと思ってたこの仕事にも、なんだかやりがいが湧わいてくる。

　──こんな、くだらない仕事。

　不意に、数日前のアイリの言葉が胸をよぎって、ラウルはちらりと思った。……なんつーか……あいつにも、こういうフィノの言葉、聞かせてやれたらな。

　そんなことを考えながら、ラウルはふたたび冷蔵庫の扉を開け、ミルクをしまうついでに卵を取り出し……それを見たフィノが、驚おどろいたような声をあげた。

「ラウルっっっ！　お前っ、もしかして『りょーり』ができるのかっ!!!?」

「えっ……いや、目玉焼きとか、べつに料理ってほどたいそうなもんじゃねえけど……」

「すごいっっっ！！！！！」

　けれども、その言葉に目を輝かせたフィノはラウルのそばに駆かけ寄るなり、部屋着の袖そでを引っぱりながらわくわくしたような声で言い募つのる。

「りょーりって、いったいどうやるのっ!?　ねえ、見せてっ！　見せてっっっ!!」

「え……あ、ああ……」

　なんだか、凄すさまじいまでの食いつきっぷり。フィノのテンションにすっかり押されつつ、ラウルは戸と棚だなから大きめの丼どんぶりを取り出し、そのフチに卵を軽くぶつけた。

　ラウルの手の中でふたつに割れる卵の殻からと、丼の中にすべり落ちるおひさまみたいな丸い卵黄。それを目にしたとたん、フィノがわあっと歓かん声せいをあげる。

「すごいっ！　ねえっ、いまの、どうやったのっ!?　それ、やらせてっっっ!!」

　まるで奇き跡せきでも目まの当たりにしたかのように、尊敬をいっぱいにこめたまなざしを向けてくるフィノ。思わず表情をゆるめると、ラウルはテーブルの上の卵をひとつ取りあげ「落とすなよ」なんて注意しつつ、フィノに渡してやった。

「外側の殻を、ここのフチにぶつけて割るんだ」

「う、うんっ！」

　白い卵をぎゅっと握にぎりしめ、ラウルの言葉に神しん妙みように頷くフィノ。

　すうっと息を吸うと、フィノは丼のフチに、思いきり卵を……って、思いきりっ!?




「って、おいっっっっっっ!!!!!?」

　……ラウルが止める間もなく。フィノの手でボウルのフチに思いっきりぶつけられた卵は、その中身をあたりに派手にぶちまけつつ四散する。

「ったく…………」

　思わず、額に手を押し当てて。目をすがめてフィノを見やったラウルはそのまま、硬こう直ちよくしてしまう。

「ら、ラウルぅっっっ……」

　泣きそうな声とともに振ふり向いたフィノの、勢いあまって飛び散った卵の直ちよく撃げきをモロに浴びた顔。少女の銀色の髪かみにべったりと付着し、そのあどけない頬や無む垢くな唇くちびるを汚よごす、どろりとした粘ねん液えき……。

　……………………っ。

　……なんだか、つい、やましいことを考えてしまって。そんな自分に少しだけ凹へこみつつタオルを差し出したラウルの前で、卵の残ざん骸がいを握りしめたフィノが「も、もう一回……」と呟いた。




　──それから、たっぷり十分後。

「で……できたっ！　ねえっ、ラウル見てっ！　ほら、つぶさず割れたっ!!」

「……よかったな」

　……丼の中でたぷたぷと波打つ大量の卵と、流しに山盛りになった卵の殻。げんなりした顔のラウルがそれでもしぶしぶ声をかけてやると、フィノが得意げに胸を張る。

「ふはは、どうだラウルっ！　これで、オレ様もりょーりマスターだっ！」

「はいはい、フィノは料理マスター料理マスター」

　つい、ため息なんてつきながら。菜さい箸ばしを手にしたラウルがそれをなにげなく丼につっこんだとたん、フィノがあっと声をあげた。

「つぶしたっ……」

　なんだかすごいショックを受けたみたいに愕がく然ぜんとした顔で。フィノが洩もらした絶望滲にじむ声に、ラウルはあわてて言い訳する。

「えっ……いやっ、だって、お前がいっぱい卵割ったから、やっぱ目玉焼きはやめて、オムレツにしようと……」

「せっかくきれいに割れたのに、ラウルがつぶしたっ……」

　……上目づかいに、じっとラウルを見上げながら。涙目のフィノが、なんだかものすごく恨うらみがましげに呟いた。







「ん、すっごくおいしいっ……！」

　部屋の中にただようバターの香かおり。ほかほかと湯気を立てる黄金こがね色のかたまりを口に運んだとたん機き嫌げんを直し、すっかり満ち足りたような表情を浮うかべるフィノ。そんな少女の様子に、ラウルはつい目をすがめてしまう。……ったく、現金なやつ。

「なんか、こうやって一いつ緒しよにご飯食べるの、いいなっ……」

　部屋の真ん中に置かれたローテーブルにふたり向かい合って。オムレツを頬ほお張ばりつつ幸せそうに洩らすフィノの言葉になんとなくどきっとしたラウルは、あわてて口を開いた。

「ていうか、魔ま人じんって、料理とかしないのかよ？」

「うん、普ふ通つうの魔人は」

　ラウルの問いに、こくんと頷くフィノ。

「魔界って寒いから、食えるものっていえば魔物の肉くらいしかないし、栄養が壊こわれるからってほとんど火も通さないし……食べるのが好きな魔人はいろいろこだわるらしいけど、うちの親父おやじはそういうの、あんまし興味なかったみたいでさ」

　両手で抱かかえるように持ちあげたラウルのマグカップから、美お味いしそうにホットミルクをひとくち飲むと、フィノが言葉を続ける。

「いちおう、パンみたいなのはあったけど、人間のみたいにふわふわしておいしいヤツじゃなかったし、そういうの焼くのも、《奴ど隷れい》の仕事だったし……」

「《奴隷》？」

「ああ、オレ様の母さんみたいな、弱い魔人とか……」

　なにげなく口にした問いに、フィノの表情がにわかにくもり……ややあって。




「……さらってきた、人間……とか……」




　……目を伏ふせて。口ごもるフィノに、ラウルも言葉を失ってしまう。

　気まずい沈ちん黙もく。テーブルをつつむ重苦しい雰ふん囲い気き。……やがて。

「……あの魔人、まだ仲間が人間に捕つかまってるって、そんなこと言ってた」

　うつむいたままぽつりと呟つぶやくフィノに、ラウルは思わず眉まゆ根ねを寄せた。

「オレ様、こないだから、ずっと考えてて……魔人が人間に捕まってひどい目に遭あわされてること考えると胸がぎゅっとするし、みんなを助けたいけど……でも、人間を殺したり、さらったり、魔人ってこれまでお前らに、いっぱいひどいことしてきたんだよな……」

　──執しつ拗ように魔人を憎にくむアイリとその過去。アマダの店内に隠かくれていた傷だらけの魔人が残した言葉。そんな魔人をためらいもなく斬きり捨てたアマダの店長……数日前にアマダ王都本店で起こった一件から、フィノはどことなくふさぎ込んでいて。

「どうしたら、いいのかな……」

　張りつめたような真しん剣けんな口調で。言い募るフィノの肩かたが、感情を堪こらえるみたいにふるふると震ふるえている。

「……ラウル。そういうのって、いったい、どうやったら償つぐなえるのかな……」

「フィノ……」

　気き遣づかうようにラウルが呟くと、不意に、フィノは顔を上げて。

　……大きなその瞳ひとみに、ひどく切なげな色を浮かべて。じっとラウルを見つめながら、ほんのりと色づいたフィノの唇が、ゆっくりと動いた。




「──償えるんだったら、オレ様……なんでもするよ……？」




　震える声で囁ささやいてくる、思いつめたような少女の声。テーブルに身を乗り出して上目づかいにラウルを見上げる少女の襟えり首くびからのぞく白い肌はだと、ひどく無防備な胸むなもと……。

「ばっ、お、女の子がそういうこと言うんじゃねえっ!!」

　……べつにそういう意味でもなんでもないのに、つい動どう揺ようして。反射的に目を逸そらしたラウルが、声をうわずらせる。

「俺はっ、お前が償う必要なんてないと思うけどっ……お前はべつに、なにも悪いことしてないんだし……そのっ……」

　あたふたと言いながら……やがて、ラウルは小さく頭かぶりを振った。




「……ごめん」

　まるで心の中の扉とびらが開いたみたいに、ラウルの口からこぼれる謝罪の言葉。

「俺もさ、最初は魔人って、みんな悪いやつかと思ってた。お前がはじめて店に来たときも俺、きっとなにか悪さをするんじゃないかって、そう思って……」

「っ……」

「けど、俺が間ま違ちがってた。その……お前、ほんと、いいやつで……だからっ……俺も、お前が魔人を助けるの、手伝うよ」

　ラウルが口にしたその言葉に、フィノの大きな瞳が、ふっと揺ゆれた。




　……正直、ラウルにとって、フィノ以外の魔人のことなんてどうでもよかった。

　フィノがどんなにいいやつだって、他の魔人もそうとは限らないし、むしろラウルは、フィノだけが特別なんじゃないかと思う。長年刷すり込まれてきた非道な魔人のイメージはあまりに強く、フィノと出で逢あったいまでも払ふつ拭しよくしきれずにいて……でも。

　──魔人が苦しめば、フィノが苦しむ。こんなにいいやつが、こんなに悲しそうな顔をする。

　落ち込むフィノの姿を、ラウルは見ていられなかった。だから、こいつが魔人を助けようとするなら──どうにかして、力になってやりたいと思った。




「……なんつーか、魔人と人間、仲良くなれるといいな」

　言いながら、照れくさくてたまらなくなって。思わず目を逸そらしたラウルを、フィノはじっと見つめていたが……やがて。

　にわかに表情をゆるめたフィノは、泣きそうな顔でそっと「ありがとう」と呟いた。




　　　　＊　＊　＊




「……ラウルくん、一大事です」

　そんな朝の一幕のあと。

　いつものようにレオンに出勤したラウルとフィノを出で迎むかえたのは、なんだかとても深刻そうな顔をしたセアラ店長の一言だった。

「え……ど、どうしたんですか？」

　困ったように眉まゆをひそめる店長と、その隣となりで嘆たん息そくする副店長。バックヤードにたたずむふたりのただならぬ様子を目にしたとたん、ラウルはつい、背筋を正してしまう。

　──アマダ王都本店の営業自じ粛しゆくで、一時落ち込んだレオンの客足はすっかり回復していた。魔人騒さわぎによるアマダのイメージダウンは著いちじるしく、その隙すきをつく形で店長が打ち出した日ひ替がわりセールも効果を上げ……なんでも、店長が本部に提出した競合店調査の報告書のお陰かげで人気の商材を優先的にまわしてもらえたらしい。アマダの営業再開がいつになるかは分からないけれど、差し当たっての危機はとりあえず脱だつしたというところ。なのに、今度はいったいどんな問題が……って!?




「……ちょ、なんですかっ、これっ!?」




　店長と、副店長。ふたりの視線の先を追ったとたん、ラウルは目を丸くした。

　……そこにあったのは、ラウルの胸ほどの高さまで積み上げられた段ボール箱だった。大きさの揃そろった箱が、さほど広くない空間を占せん拠きよするように大量に積まれている。

「今朝の便で、本部から届いたんです」

　思わず絶句するラウルの前で、困ったように呟く店長。なんだかげっそりした感じの副店長が、あごを持ちあげるようにしてうながした。

「……開けてみろ」

「は、はあ……」

　副店長の言葉を受けて段ボール箱に近づいたラウルは、そのひとつに手を伸のばし……。

「……あれ？」

　こわごわ箱を開けたとたん、拍ひよう子し抜ぬけしたような声をあげてしまう。

　中に詰つまっていたのは、瓶びん入りのポーションだった。体Ｈ力Ｐ回復効果を持つアイテムで、いわゆる医薬部外品。鬼おにが出るか蛇じやが出るかとどきどきしていたラウルは、思わず口を尖とがらせてしまう。

「って、ただのポーションじゃないですか。レジ前の棚たなに置いてるやつですよね。たしか週売20本くらいの売れ筋商品だし、べつにこのくらい在庫があっても……」

「……賞味期限、見てみろ」

　ぽつりと洩もらした副店長の言葉にはっとして。ラウルが瓶底のラベルを見やると、そこに記されていたのは……。

「……来週ですか」

　……うわあ。

「ちなみに12本入りが30箱な」

　…………詰んだ。

　ダメ押しのような副店長の一言を受けて、店長がかわいらしいため息をつく。

「本部のマイヤーさんからメールが入ってて……どこかの問屋さんから格安で仕入れたみたいなんです。価格は好きに決めていいから、とにかく早急に売り切れって指示で」

「……あと、これが一番上の箱に貼はってあった」

　どこかうんざりした顔で、副店長がぺらりと提示してくる一枚の紙。そこには黒いマジックの汚きたない文字で『セアラ、あとは任せた』とだけ殴なぐり書きされていた。

「……これは、また、久々にものすごいムチャ振ぶりが来ましたねえ」

　……思わず、ラウルは遠い目をしてしまう。

『あたしたちは仕入れるのが仕事。売るのはあんたたちの仕事』とはレオスタッド商会本部商品課仕入担当マイヤー・スイーパー女史の口くち癖ぐせで、その宣言通り、店てん舗ぽにはよく、こうしたワケあり商材が一方的に送り込まれてくる。

　……ま、弱小チェーンのレオスタッド商会がこの不景気の中どうにかやっていけてるのは、それぞれが各方面にコネを持ち、独自のルートで利益が稼かせげる商材を確保してくる商品課の力が大きいんだけど。ただ、空気清せい浄じよう器きの恨うらみだけは生しよう涯がい忘れないぞと、ラウルは固く心に誓ちかっている。

「しっかし、どうすんだよ……これ……」

　バックヤードを埋うめ尽つくす段ボールの山を見み渡わたしながら、すっかり弱り切った口調でぼやくバイザー副店長。セアラ店長も華きや奢しやな腕うでを組み、困ったように呟いた。

「でも、任されたからには、売り切らなきゃいけませんね……」

　……と。

「ねえっ、店長っ！　店長っ！」

　不意に、小こ柄がらな身体からだで精せい一いつ杯ぱい背せ伸のびをしながら、高らかに挙手をして。

「オレ様に考えがあるっ！」

　思わず視線を向けた三人の前で、今朝方の落ち込んだ様子はどこへやら……自信たっぷりの顔をしたフィノが、意気揚よう々ようと言い放った。







「いらっしゃいませー！」

　晴れ渡った青空の下に響ひびく、かわいらしい少女の声。

「ただいま当店では、ワケありポーションの特価販はん売ばいを行っております！　賞味期限は近いですが、お値段は破格の30ゴールド！　セール品のためポイント対象外ですが、それでもかなりお買い得。皆みなさま、この機会にぜひお買い求め下さい！」

　ふわりと揺れる栗くり色いろの髪かみと、ぴょこんと飛び出す長い耳。たゆんとした、大きな胸。

　オレンジ色のレオタードと網あみタイツにつつまれた反則的なボディを惜おしげもなく陽光に晒さらし、ふわふわした微笑ほほえみを浮うかべながら道行くひとに微笑みかけるセアラ店長。そのかたわらで、魔法拡声器マジツクメガホンを手にしたバイザー副店長が声を張りあげる。

「あー、ちなみに、いまならさらにうれしいご購こう入にゆう特典ーっ!!　ポーション一本につき、当店自じ慢まんの看板娘むすめのステキなコスプレ生写真をプレゼントっ!!　ごらんのとおりのバニーガール姿をはじめ、写真は全部で二十種類プラス、ちょっと大声では言えないようなシークレットも封ふう入にゆうっ!!　ファン必見、ファン必見ですよっー!?」

　店の前でにぎやかな呼び込みが繰くり広げられる一方、店の中も、ここ最近はちょっとなかったくらいの活気に満ちていた。

「こちら、１５０ゴールドのお返しです」

「お買い上げありがとうございます。こちらをお持ち下さいっ！」

　フィノとふたり、肩かたを並べてレジをさばきつつ、ラウルはふうっと額の汗あせを拭ぬぐう。

　──ワケありセールと、店長のコスプレ生写真プレゼント。フィノの案はめずらしく功を奏し、問題のポーションはそこそこ順調に捌はけていった。特に、店長の生写真は予想を上まわる好評っぷりで、常連のお客さんの中には箱買いしていく人も少なくなく……まあ、さすがに、エクスレディア城の法人メンバーズカードを持つお得意さんが五ケースまとめ買いし、いつものように領収書を切っていったときはラウルも目を丸くしたけど。王宮勤めらしい、黒い髭ひげが特とく徴ちよう的な常連客はこほんと咳せき払ばらいしつつしきりに「うん、安い。こんな値段はめったにないからな」なんて独り言言ってたけど、店長の生写真（60枚）はもちろん、しっかり貰もらっていって、なんか……うん……。

　……でも、ま、仕方ないよなとラウルは思う。ラウルだって、プレゼント用の写真を選定するためにノリノリの店長が持ってきた十数冊にも及およぶ秘蔵アルバムを見た瞬しゆん間かん、衝しよう動どう的に箱買いしそうになったくらいなんだから。

　ていうか、店長がコスプレ好きだったなんて……。

　表で呼び込みをしてるはずの店長の格好を思い浮かべたとたん、つい弛ゆるんでしまうラウルの顔。いつも死んだ魚みたいな目をしてる副店長ですら瞳ひとみを輝かがやかせてかぶりついたほどのバニーコス。うちの店長のかわいさは、もはや人間国宝の域です。

「ま、お前にしちゃ、名案だったな」

「えへへっ……」

　レジが途切れたのを見計らい、ラウルが話しかけると、フィノが得意げに笑う。

「だって、店長の写真ならオレ様だって欲しいもん！　こないだ見せてもらったんだけど、店長ってすっごくいっぱい服持ってるんだぞ！　赤いのとか、白いのとか、ひらひらしたのとか……オレ様は、革かわでできたやつがカッコいいって思った！　真っ黒で、ピカピカしてて、鋲びようとか打ってあって、鎖くさりが下がってて、首輪とマスクが付いてるんだっ！」

「…………へ、へえ」

　……とりあえず、なにも聞かなかったことにして。ラウルはなにげなく、かたわらに立つフィノを見下ろしてみる。

「でも、まさか店長、そんな服まで……」

　思わず呟つぶやくラウルの前でひょこひょこと揺ゆれる、黒くて長いカチューシャの耳。銀色の髪がこぼれるうなじと、あらわになった小さな背中。オレンジ色のレオタードから覗のぞく、マシュマロみたいにきめ細かくて、めちゃめちゃやわらかそうな胸の谷間……。

　そんなラウルの視線に気づいたように、店長とおそろいのバニーガール姿をしたフィノが、ぱっと頬ほおを赤くした。

「えっ……あ、ああっ、こないだアマダで、ラウルが嬉うれしそうに見てたから……」

「っっっ!?　い、いやっっっ、そ、そんなことねえよっっっ!?」

　動どう揺ようのあまり声を裏返らせるラウルの前で、視線を落としたフィノが口ごもる。

「こ、こういうの着ると、お客さんが喜ぶんだろ？　だから店長に用意してもらってっ……は、恥はずかしいけど……オレ様、お前ら人間のためなら、なんでもするからっ……」

「って、だ、だからお前なっっっ！　そういうこと、誰だれにでも言うんじゃねえぞっ!?」

　フィノの言葉に、ラウルはなんとなく落ち着かない気持ちになってしまう。人間への罪悪感にとらわれたフィノは償つぐないだと言われればどんなことでもしてしまいそうなくらい、危なっかしくて……ったく、なんかヘンなやつにでも引っ掛かかったらどうすんだよっ。




　……と、不意に、カウンタ前に現れる気配があった。

「……いらっしゃいませ！」

　ラウルが顔を上げるなり、レジカウンタにどんと置かれる段ボール。

　どん、どんっと、段ボールはあっという間に積み重なっていき……我に返ったラウルが、あわてて声を掛けた。

「って、いや、お客さんっ！　無理に全部カウンタに載のせなくっても大だい丈じよう夫ぶですよっ！」

「……あ、そうなんですか」

　その言葉を受け、次の段ボールを抱かかえていた少年は、静かにそれを足下に置く。

　度のきつそうな眼鏡に、黒革のジャンパー。ダメージジーンズと黒の指無しグローブに、Ｔシャツの胸むなもとに提げられたブラックドラゴンのペンダント。

　……ああ、誰かと思ったら、ドラゴンか。

　よく平日にふらっと現れてはアイテムやカタログを眺ながめ、帰りにちょっとした小物なんかを買ってく常連のお客さん。いつもドラゴンのペンダントをしているため、ラウルは心の中でこっそりドラゴンと呼んでいて……レジカウンタに積まれた段ボールを眺めつつ、そういえば、とラウルは思う。確か、ドラゴンも店長のファンだったな。
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「ええと、セールの特典付きポーション、10箱ください」

「えっ」




　あまりにも豪ごう快かいすぎるその申し出に、その場で一瞬凍こおりついて。……ややあって、ラウルは確認するように訊たずねた。

「あ、あの……ＰＯＰにも書いてますが、これ、賞味期限が来週なんですけど」

「あ、はい、大丈夫です。ぼく、当分ポーションだけで生活しますんで」

「……そうですか。頑がん張ばってください」

　真ま顔がおで答えてくるドラゴンに、ラウルはつい、畏い怖ふのまなざしを向けてしまう。

　……12本入りが10ケースで１２０本。一週間で消費するとして、一日あたり17本強。……なんていうか、こいつ、ある意味勇者だなとラウルは思った。

「あ、じゃあ、こちらの写真を、ええと、１２０枚……」

「っっっ！！！」

　ラウルが特典を手て渡わたしたとたん、ドラゴンの表情がぱっと変わった。床ゆかに積み上がったポーション入り段ボールをテーブル代わりにして１２０枚の写真を手早くめくるドラゴン。ときおり「おお」とか「ああ」とか声をあげていたドラゴンの動きは、しかし、ある１枚の写真でぴたりと止まった。

「あ、あの……」

　凍こおりついたように動かなくなったドラゴンの姿に、なんとなく不安を覚えて。ラウルがおずおずと声を掛けたその瞬間、ドラゴンががばっと顔を上げた。




「こ、これっ……！　これっ……！　これっあああああああああシークレット出たあああああああああっっっ！！！！！！！」




　言いながら、ドラゴンが自慢するように差し出してきた写真を見たとたん、ラウルは言葉を失ってしまう。うっすら頬を染めて乱れたシーツに横たわるセアラ店長の、なんというか、とても肌はだ色いろ率が高い感じの……って、ちょ、これ、いいんですか店長──っ!?

　写真をぎゅっと抱だきしめるなり、まるでそのまま雲の切れ目から天にでも帰ってしまいそうな勢いでものすごい雄お叫たけびをあげて。売り場へと走り去ったドラゴンはなにかを抱え、即そく座ざにレジカウンタへと舞まい戻もどってくる。

　ぜえはあと息を切らしながらドラゴンがカウンタに置いたのは、一台のマジックラミネーター。それを見やりつつ……好こう奇き心に負けたラウルはつい、訊ねてしまった。

「……ラミネートするんですか？」

「はい！」

　幸せそうな笑えみを浮かべつつ、爽さわやかに即そく答とうするドラゴン。

「ラミネートして、毎日、ぺろぺろします！」

「……そうですか。頑張ってください」

　……ダメだ、とラウルは思った。なんか……この人には、関わらない方がいい。冷静さを装よそおいつつ、ラウルは事務的に対応する。

「あ、こっちのラミネーターはポイント対象なんで、メンバーズカードを……」

「ああ、ご親切にありがとうございます」

　礼を言いながら、財さい布ふからメンバーズカードを取り出すドラゴン。差し出されたカード裏面のタグを、ラウルはなにげなくリーダーで読み取って……その瞬間。

　ラウルの目が、こぼれ落ちそうなくらいに丸くなった。

「……あれ、どうしたんですか？」

「あ、い、いえっ、なんでもっ……」

　怪け訝げんそうに訊ねてくるドラゴンの前で首を振ふり、魔ま法ほうタグリーダーを握にぎる手を震ふるわせつつ……まだ信じられないように、ラウルはいまいちどその名を見やる。

　……シエル・スクリプト。

　魔法レジの会計画面に表示された少年の名前には、確かに見覚えが……って、ウソだろ、おいっ！　ドラゴン、アマダの店員だったのかよっ!?

　っていうか……その事実に気づき、ラウルは思わず、叫さけびだしたいような衝動に駆かられてしまう。俺っ、こんなやつに惨ざん敗ぱいしたのかよおおおおおっ!!!!!?

　……なんだか、すっかり燃え尽つきたように。

　魔法レジを打ちながら、ラウルはつい、人生ってなんだろうなんてことを考えてしまった。







「今日は一日、お疲つかれさまでした」

　閉店後の、明かりの落とされた店内。にこにこした店長の声に、疲れ顔のスタッフたちがそれぞれ、安あん堵どの息を洩もらす。

「ふう。こんなに忙いそがしかったのって、久しぶりですね」

「でもっ、お陰かげでポーション完売したぞっ！」

「……あー、喉のどがっ……おれの美声があああっ…………」




「さて、そんな皆みなさんに、いいお知らせと、悪いお知らせがあります」




　居並ぶスタッフを見渡しながら、さらりと口にする店長。なにげなく、その言葉を受け取って……ややあって、スタッフたちがいっせいに顔を上げた。

「えっ、ちょっ、店長っ、なんですかそれっ!?」

「ラウルくんは、どっちから聞きたい？」

　思わずラウルが声をあげると、ぷるんとした唇くちびるにひとさし指を当て、ふふっと笑いながら訊ねてくる店長。

　……ちょっとだけ、迷って。ラウルはおずおずと口を開いた。

「……ええと……じゃあ、悪い方から」

「分かりました」

　栗くり色いろの髪かみを揺らしつつ頷うなずいて。微笑ほほえみとともに、店長がさらりと言い放った。




「今日の午後、本部からさらなるポーションが届きました」




「えっ」

　その瞬しゆん間かん、絶句するラウルと副店長。その前で、店長がうーん、と首を傾かしげる。

「だいたい五時くらいだったかしら……竜車竜キヤリツジドラゴンのコボルちゃんがばてちゃって、朝の便で運びきれなかった分だって言ってね、物流のライザさんがわざわざ特別便で持ってきてくれたの。バイザーくんに外任せてわたしが荷受けしたんだけど……開けたら、またポーションが入ってました」

　辺りをつつむ沈ちん黙もく。……やがて、おそるおそる、副店長が訊ねた。

「あ、あの……店長、それは、その、何箱くらいで……」

「ざっと、60箱です」

　あっさりと即答したあと、しれっとつけ加える店長。

「まあ、今日販はん売ばいした数の倍ですね……なんだかうちのお店って、思ったよりも本部に頼たよりにされちゃってるみたい」

「ってことは……」

　げんなりした口調で、ラウルが肩かたを落とした。

「あ、明日あしたもまたやるんですかっ……」

「ウソだろ、おいっ……あああ本部爆ばく発はつしろおおおおお…………」

　ほぼ同時に声をあげ、がくりとうなだれるラウルと副店長。そんなふたりの間で、フィノが大きく手をあげた。

「店長っ！　それで、いいニュースっていうのは？」

「それは……」

　フィノの質問に、店長は、なんだかいたずらっぽい笑みを浮うかべつつ。

「ロットが違ちがうみたいで、新しく来た方はまだ、賞味期限に余よ裕ゆうがあるの。こっちは値段下げて、ワゴンに積んで普ふ通つうに売りましょうか。……フィノちゃん、ラウルくんと一いつ緒しよに値つけ、お願いしてもいいかしら？」




　……まあ、そんなことがあって。

　かしゃん、かしゃんと響ひびくハンドラベラー値つけ器の音に、ラウルは思わずため息をついてしまう。

　60箱、計７２０本のポーションの蓋ふたに値札シールを貼はり、段ボール箱から折りたたみ式のコンテナに移して台車に積むという単調なお仕事。内容自体は簡単だけど、さすがにこの量。フィノとふたりで手分けしてもまだ、終わるまでには時間が掛かかりそうで……。

「なあ、ラウル……」

　不意に、フィノに名前を呼ばれて。ラウルが顔を上げたとたん、うむをいわさずぺたんと肩に押しつけられる、１枚の値札シール。……って。

「ちょ、なにすんだよっ!?」

　つい、抗こう議ぎするような声をあげて。フィノの手で制服に貼られたシールを剥はがすと、そこに印字されていたのはラベラーに出せる最高値の『９９９９９９Ｇ』という値段。

「っ？」

　思わず視線を向けたラウルの、すぐそばで……ラベラーを手にしたフィノが、イタズラっぽく笑ってみせた。




「──お前に値段つけるには、このキカイじゃ桁けたが足りないな」




「っ……」

　はにかむように囁ささやかれた、フィノの言葉。その瞬間、つい赤面してしまったラウルのかたわらで、フィノはくすくす笑いながら、楽しそうに目を細め……と。

「ラウルくん、フィノちゃん、進み具合はどう？」

　不意に、肩にぽんと手を置かれ、ラウルとフィノは同時に顔を上げた。

「あ、店長っ！　大だい丈じよう夫ぶだっ、問題ないっ！」

「あ、ええと……ま、あと20分、てとこですかね……」

　即答するふたりに向け、店長はねぎらうような微笑みを浮かべてみせる。

「ふたりとも、遅おそくまでお疲れさま。あとは副店長とわたしでやりますから、いまやってる分を台車に載のせたら、今日はもう、帰ってね」

「「はいっ！」」

　にっこりと頷き、栗色の髪をふわふわさせながら自分の仕事に戻っていく店長。

　その後ろ姿を見つめながら、ふと、ラウルはにやりと笑うなり、からかうような口調でフィノに訊たずねてみる。

「おい、フィノ。店長にはシール、貼らなくていいのか？」

「えっ」

　けれども、そんなラウルの問いに、フィノはきょとんとした顔で、

「なに言ってるんだ、ラウル。尊敬する店長に値札シールなんて貼れるわけないじゃないか。お前、もっと上下関係とかわきまえた方がいいぞ？」

　……えっ…………あ、ああ、そうですね。

　フィノのマジレスに、ラウルがつい遠い目をした……その時だった。




『あなたの生活レボリューションっ☆』




　不意に耳に飛び込んできた覚えのあるフレーズに、ラウルは反射的に顔を上げた。

『変えますっ！　売りますっ！　アマダ・マジックーっ☆』

　ラウルの目に飛び込んできたのは、青いローブと箒ほうきを持ってキュンと決めポーズする、王都で人気のアイドルの姿。

　──残業のおともにと、副店長がつけっぱなしにしていった展示品のマジックヴィジョン。そこに映し出されたＣＭを目にし、ラウルは思わず声をあげてしまう。

「うわあ、アマダってマジヴィＣＭまで流してんのかよ……さすが大手は違うな」

「しいえむ？」

　つられたように手を止め、不思議そうな顔をするフィノの前で、ラウルが説明する。

「ああ。お金を払はらうと、短い時間だけマジックヴィジョンでお店の宣伝ができるんだよ。ま、すっげえ高いんだけど」

「え、マジヴィに映れるのっ!?　すごいっ！　うちはそれ、やらないのっ!?」

「いや、だから、すっげえ高いんだって……」




「ラウル」




　……なんだか、ひどく真ま面じ目めな声で。

　訝いぶかる顔を向けたラウルの前で、マジヴィに映るアマダのＣＭを指しながら、フィノが硬かたい声音で呟つぶやいた。

「……あれ……あの中にあるの、魔ま人じんの《核かく》だ……」




「えっ」

　とうとつなフィノの言葉。

　あわててラウルがマジヴィ画面に視線を移すと、そこに映っていたのは先日、アマダでシエルがプロモーションしていた《魔力球》。

「アマダで見たときは、オモチャの方に気を取られて気づかなかったけど、あれ、まちがいない……魔人の《核》が入ってる……」

「魔人の《核》って……」

「魔人の身体からだの中にある、もうひとつの心臓みたいな石で……ラウルっっっ！」

　不意に、なにかに気づいたように。真しん剣けんな面おも持もちをしたフィノがラウルを見上げた。

「あいつっ、あの時の怪け我がしてる魔人っ！　仲間が捕つかまってるって言っててっ……あいつがいたのもアマダだったし、アマダの店長、魔人を見ても驚おどろかなかったし……もしかしたら、アマダが魔人を捕まえて《魔力球》を作ってるのかも……っ！」

「なる……ほど」

　フィノの言葉に、ラウルは数日前の事件を思い出す。アマダの店内に隠かくれてた、両手足に拘こう束そく具みたいな金属を巻きつけられた、ぼろぼろに傷ついた魔人の姿……。

　考えてみれば魔人レーダーを見たときのアマダの店長の反応もなんだか妙みようだった気がする。もしかしたらあいつ、索さく敵てき範はん囲い内に魔人がいることを知っててわざと、レーダーをプロモーションから外したり、故障だなんてウソをついたのかもしれない。だとすれば……。

「アマダ王都本店の二階、アマダの本部に魔人が捕まって……いや」

　……その可能性は薄うすいなと、ラウルは思った。

　いくらなんでもこんな王都のど真ん中の、しかも、お客さんが大勢訪れる大手マジックショップの真上なんかに魔人を捕とらえておくわけがない。もちろん、あの怪我した魔人は二階にあるアマダの本部から逃にげたんだろうけど、でも、そこに魔人がいたのはきっと、ほんの一時的なもので……。

「……やっぱ、一番怪あやしいのは《魔力球》工場だよな。でも、工場の場所なんて……」

　──他のメーカーへの委い託たく開発にせよ、自社工場生産にせよ、発売前商品の工場の場所が公開されてるとは思えなかった。ましてや、魔人が絡からんでるとすればなおさらだ。アマダの人間ならともかく、外部からじゃ、調べようが……。

　そう思ったところで、ラウルははっとしたように顔を上げた。

「そうだ、アイリっ……あいつなら、魔力球の工場の場所、知ってるかもっ……」

「えっ……」

　けれど、その名前を出したとたん、フィノがすっと顔色を変える。

「でもっ、アイリは魔人のこと憎にくんでるし……協力なんて、きっと、してくれない……」

　……アイリの生おい立ちを知ってから、すっかり負い目を感じているらしいフィノ。つらそうな顔で口ごもる少女を前に、ラウルは思わず明るい声をかけた。

「大丈夫、俺に任せとけって。魔人のことはうまく伏ふせて、俺が聞き出すから……」

「ラウルっ、アイリを騙だますのっっっ!?」

　そのとたん、驚いたように、フィノががばっと顔を上げる。

「でもっ、アイリはラウルのこと、すっごく尊敬しててっ……」

「へ？」

「あっ……えとっ…………あ、アイリを騙していいのっ？」

「そりゃ、あんまいい気はしねえけど……でも、お前、魔人を助けたいんだろ？」

　確かく認にんするみたいにラウルが問うと、硬い表情で息を呑んだフィノは、気まずげに視線をさまよわせ……やがて、決心したようにおずおずと頷うなずいた。

　そんなフィノを見下ろしつつ、不意に、ラウルが指を鳴らす。

「そうだ、いいこと思いついた。フィノ、こういう作戦はどうだ？」

　片耳にはめた《魔法トランシーバーマジツクインカム》のコードをつまみあげながら、ラウルがふっと、口の端を持ち上げた。




　　　　＊　＊　＊




　……とうとつに、ノックの音がして。

　たったいま風ふ呂ろから上がったばかりのアイリは、まだしっとりと濡ぬれた髪かみを搔かきあげながらいぶかしげな顔をし……壁かべに立てかけられた剣を取りあげつつ、玄げん関かんのドアを開く。

「どなたですか……」

「『オールＡ』っっっ！！！！！！！」

　その瞬しゆん間かん、ものすごい剣幕で飛び込んでくる、灰色のパーカーを着た見知った少年の姿。一瞬ぽかんとして……剣を握にぎりしめたまま、アイリが声をあげた。

「なっ……ラウル・チェイサーっ!?」

「『オールＡ』っ！　実はっ……って」

　なにか言いかけたラウルはしかし、不意に目を丸くし、そのまま固まってしまう。

　そんな少年の視線の先を、いぶかしげに追って……台所を抜ぬけたところにある開けっ放しの扉とびらから覗のぞく、床ゆか一面が隙すき間まなく物で覆おおわれた、いわゆるひとつの汚お部べ屋や的な光景を目にしたとたん、アイリがめちゃめちゃ動どう揺ようしたように叫さけんだ。




「見ないでえええええええええええええええええっっっっっ！！！！！」




　剣を放ほうりだしてばたばたと駆かけ寄るなり、ゴミ袋ふくろや脱ぬぎ散らかした服や下着なんかが散らばる部屋へと続く怖ろしいそのドアを、ばたんと封ふう印いんして。ぜえぜえと荒あらい息をつきながら振ふり返ったアイリが、きっとラウルを睨にらみつける。

「な、なんなのよっ!?　っていうか、どーしてあなたが私んち知ってるのっ!?」

「え……あ、ごめん、こないだ作ってもらったメンバーズカードの登録情報見て……」

「なっ……そ、それはやっちゃダメでしょっ!?　個人情報保護法とか知らないのラウル・チェイサーっ!?　だいたい、こんな夜中にひとり暮らしの女の子の部屋に押しかけてくるなんて、常識ってものが……って！　や、やだっ……！」

　言葉の途と中ちゆうではっと表情を強こわ張ばらせ、アイリが警けい戒かいするように身体をかき抱いだく。

「……うそっ……ま、まさかあなたっ、これから無理やり私のことっ……」

「……へっ」

「近寄らないでっっっ！！！」

　思わずマヌケな声をあげたラウルの前で、怯おびえた目をして後ずさるアイリ。

「……み、見損なったわラウル・チェイサー！　やっ、お風呂上がりを狙ねらうとか、あ、あなた、私にっ……これから、どんなこと、するつもりなの……？」

　……きゅっと寄せられた眉まゆと、上気した肌はだ。ラウルに向けられる、潤うるんだ瞳ひとみ。

　デニムのホットパンツから伸のびるすらりとした太ももをすり合わせ、チューブトップから覗のぞく胸むなもとを震ふるえる手でかばいながら。頬ほおを染めたアイリはうつむきながら、桃もも色いろの唇くちびるをわななかせる。

「……お願いっ……け、結けつ婚こん前の男女がそういうことするのって、私っ……」

「ってばばばばばばばばばばば馬ば鹿かっっっっっっ！！！！！！！」

　ようやく、我に返って。なんだかいろいろと勝手に思考を暴走させてる感じのアイリの誤解を解くように、ラウルが全力で叫んだ。




「そんなこと言ってる場合じゃねえよっ！　フィノがっ……フィノが帰って来ねえんだっっっ！！！」




　なんだか、ひどく切せつ羽ぱ詰つまった様子で。ラウルが口にした瞬間、アイリははっと息を呑み、藍あい色いろの瞳に硬い色を浮うかべながら「……どういうこと？」と呟いた。







「『《魔力球》の工場に行く』って書き置きが残ってたんだ」

　フィノの字が綴つづられた紙片を見せながら、ラウルが小さく首を振る。

「あいつ、お前んとこの店アマダに行ってから《魔力球》にすげえ興味持っちまってさ。ひとりでいろいろ調べてて……それで、昨日、この書き置き残して出てったっきり、まだ帰って来てないんだ」
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「でも、うちの会社のせいとは限らないし……」

「でも、手がかりがあるかもしれない」

　即そく座ざに反論するアイリに、真剣な口調で、ラウル。

「不法侵しん入にゆうかなんかで捕まってるんならいいんだ。もともとあいつのまいた種だしさ。……でも、警察にも行ったけど、そんな届け出はないって言われちまって……手がかりは、お前んとこの《魔力球》だけなんだよ」

「っ……」

　瞳を揺ゆるがせるアイリの前で、ラウルは心配そうに首を振って、

「……べつに、お前んとこの会社の工場に関係なくても、そこに行く途中で事件に巻き込まれたのかもしれないし……ほら、あいつ、ちょっとかわいいだろ？　もしもヘンな目に遭あってたりしたら取り返しつかないし、早くしないと……」

「で、でもっ……ライバル会社の社員にそんなのっ、教えるわけにはっ……」

「お前だって、あいつには借りがあるだろ？　空気清せい浄じよう器きから助けてもらったり、魔人だって濡ぬれ衣ぎぬ着せてムチャクチャしたりとかさ」

「そ、それはっ……」

　口ごもるアイリの前で、ぱんっと両手を合わせたラウルが、深々と頭を下げた。

「頼たのむ、『オールＡ』……頼たよれるの、お前だけなんだ」

　しばしの沈ちん黙もく。

　やがて、アイリはくるりときびすを返すなり、ラウルを横に、奥の部屋へ繋つながる扉へと手を掛かけて……。

「アイリっっっ!?」

「……うちのお店、まだ、しばらくお休みなの」

　焦あせってあげたラウルの声を、ぴしゃりと遮さえぎるように。

　……背中を向けたままのアイリが、ふっと肩かたをすくめてみせた。

「支し度たくしてくるから三分待って。……まったく、今回だけよ」

「……サンキュ、『オールＡ』っ！」

　その瞬間、ほっとしたように表情を弛ゆるめて。礼の言葉を口にして外に出たラウルは、玄関のドアを閉めるなり、襟えり元もとに留めたマジックインカムのマイクスイッチに触ふれ……小声で、そっと呟つぶやいた。




『──フィノ、うまくいったぞ』

『……了りよう解かい！』




　待ってましたとばかりに、イヤホンの向こうから聞こえてくるフィノの声。

　──フィノがさらわれたことにしてアイリを説得し、《魔力球》の工場へと案内させる。工場に着いたらアイリを帰して潜せん入にゆうし、フィノとインカムで連れん絡らくを取りながら、囚とらわれているかもしれない魔人を探し出し、可能なら助ける。もしも救出が難しそうなら、証しよう拠こを押さえて警察に持っていく。それが、ラウルが立てた作戦だった。

　……もちろん、なにも知らないアイリを騙すどころか、結果的に、彼女があんなにも憎んでる魔人を助ける手伝いをさせるのは後ろめたいけど……ちりちりするような罪悪感を覚えつつ、ラウルは頭かぶりを振る。……でも、他に方法がないんだ。




『三分後くらいに動くから、準備しとけ』

　マイクのスイッチを切ると、アイリの部屋の扉に背中を預けたラウルはため息をつきながら、細い月の懸かかる夜空を見上げた。








　第五章「囚われの魔ま王おうを助ける勇者さまのお話」







「……ありがと、『オールＡ』。助かった」

　王都周しゆう縁えん部、東側のはずれに位置する工業地帯。目の前の高い塀へいを見上げつつ、ラウルがさらりと呟いたとたん、バイクル二輪自転車を押したままのアイリがあわてたように声をあげる。

「ちょ、中に入るつもりっ!?　それっ、カンペキに不法侵入じゃないっ!?」

「でも、もしかしたら、フィノが捕つかまってるかもしれない」

「でもっ……だいたい、どうやってっ……」




『ラウル、裏口のカギ壊こわしたぞっ！　月が出てる方角の壁っ……そっちのルート、いまなら守衛も見当たらない』




　──ラウルの耳にはめ込まれた《魔法トランシーバーマジツクインカム》から不意に聞こえてくるのは、中に捕まってるかもしれないはずの少女の声。……どうやら、うまくいったみたいだ。

　ふっと小さく息を吐はくと、ラウルはインカムマイクのスイッチに軽く触れ、持ち前の身体能力で塀を乗り越こえ先に侵入したフィノからの通信に長押しで応こたえてやる。

　空に浮かぶ月を確認し、ラウルが目の前の扉を押すと、それは抵てい抗こうもなく開き……ラウルの隣となりで、アイリがぽかんと口を開いた。

「どうしてっ……」

「お前んとこの会社、大手の割に不用心すぎじゃねえの？」

　適当にうそぶきながら、扉をくぐろうとするラウル。……その腕うでを、アイリが掴つかんだ。

「……なんだよ、『オールＡ』」

　思わず、肩越しに振り返って。ラウルが訊たずねると、ぎゅっと唇を噛かんだアイリが、ラウルをまっすぐに睨みつけてくる。

「……私も行くわ」

「なっ……」

　その瞬しゆん間かん、絶句して……ややあって、ラウルが声をうわずらせた。

「っておいっ、アイっ……『オールＡ』っ！　こっからはお前が言うとおり、不法侵入だぞっ!?　いいから、お前は大人しく帰れって！」

「ここまで巻き込んどいて、いまさらなに言ってるのよっっっ!?」

　Ｔシャツと薄うす手での上着に、アパートで着ていたのと同じデニムのホットパンツという、いたって普ふ通つうの格好。ここまでふたりで乗ってきたバイクルのハンドルを支えたまま、アイリは強い口調で言い放つ。

「……それに、私にはライバル会社の社員がヘンな真ま似ねしないように見張る義務があるんだからっ……！」

「……っ」

　……まずったな。思わずラウルは舌を打つ。アイリがついてくれば、今後の動きがかなり制限される。ここはなんとかして、穏おん便びんにお帰りいただきたいとこだけど、でも……なんか、こいつ、ぜってー説得しても無む駄だだよな……。

『ラウルっ、上の方に開いてる窓見つけた！　そこから中に入ってみるっ！』

　思わず嘆たん息そくしたラウルの耳に飛び込んでくるフィノからのインカム。アイリに背を向けるなり、ラウルはひそひそと、小さなマイクに向かって指示を飛ばした。

『……ＯＫ、気をつけろ。あと、中に入ったら、俺たちが入れそうな場所を探してくれ』

『りょうか……え、『俺たち』？』

『ああ。なりゆきで、ア……』

「……さっきからなにぶつぶつ言ってるのよ、ラウル・チェイサー？」

「え、あっ、い、いや、なんでもないっ！！！」

　いぶかしげなアイリの視線をかわし、インカムマイクから手を離はなしたラウルがごまかすように笑ってみせた。







　──暗い廊ろう下かに響ひびく警備員の足音。物もの陰かげに身を潜ひそめつつ、ラウルは必死で息を押し殺す。

　ちらりと覗のぞき見た警備員の鎧よろいは、まごうことなき対魔人用《魔法鎧マジツクメイル》。仰ぎよう々ぎようしいその姿に、ラウルは確信する。やっぱり、この工場のどこかに魔人がいるハズだ。

　足音は、やがて、ラウルのすぐそばを通り過ぎ──次し第だいに遠ざかっていくその音を聞きながら、ラウルは思わず安あん堵どの息を吐いた。

「……こんなとこ見つかったら、一発でクビだわ」

「……クビで済めばいいけどな」

　……壁かべと工作機械に挟はさまれた狭せまい隙すき間まに、ぴたりと身を寄せて隠かくれながら。ぼやく少女に相づちを返しつつ、けれども、ラウルは割とそれどころじゃない状態だった。

　さっきからずっと鼻び腔こうを刺し激げきしつづけている、アイリの髪かみからただようシャンプーの、えもいわれぬ香かおり。息が掛かりそうなくらい近くにある、少女のほっそりとした無防備な首筋。そういえばこいつ、さっき、風ふ呂ろ上がりだって……。




「……って、い、いつまでくっついてるのよっっっ！！！」

　はっとしたようにラウルを突つきはなし、うわずった声でアイリが抗こう議ぎする。

「あ、あなたっ、いま変なこと考えてたでしょラウル・チェイサーっっっ!?」

「べべべべべつにそんなことねえよっっっ！！！」

「だ、だってっ、顔が赤いっっっ！！！」

　……そういうアイリの顔こそ、火が出そうなくらい真っ赤で。しかし、少女がなおも言い募つのろうとしたその瞬間、ラウルが不意に腕を伸のばした。

　──腕をまわしてみると、意外なほどに華きや奢しやな肩。薄いシャツ越しに伝わってくる、スレンダーなくせにやわらかいアイリの身体の感かん触しよく。シャンプーと石せつ鹸けんの混ざり合った反則的な匂いに、頭がくらくらする。

　とっさに少女の身体を抱だき寄せ、ふたたび身をひそめたその隙間で、近づく警備員の足音をふたたびやり過ごしながら……まるで身体中が心臓になってしまったみたいに。狂くるったような鼓こ動どうが自分のものか少女のものかもラウルには分からなくなってしまう。

　……今度こそ、足音はすっかり聞こえなくなって。

　ふっと力を抜ぬいたラウルの腕からするりと抜けたアイリは、今度は憎にくまれ口もたたかず、赤面したままで黙だまり込む。気まずい空気に、ラウルも言葉を失って……。

　……そんな絶ぜつ妙みようなタイミングで、ラウルのインカムイヤホンが音を発した。




『……ラウル、見つけた！　扉とびらの向こうから魔人の気配がするっ！』




『っ……よしっ、どの辺だ？』

『ラウル、まだ西の通路だよな？　なら、つきあたりを右に折れてすぐの扉っ……ラウル、できるだけ早く来てっっっ！』

　どこか切せつ迫ぱくした口調で、フィノが訴うつたえる。

『この扉、鍵かぎ掛かかってて開かないんだ。でも、普通の鉄みたいだからっ……ラウルの魔ま法ほうならこれ、切れるんだろ？』

『へっ……』

　その言葉に、ラウルは思わず目を丸くした。

　瞬時に組んだ複数の《魔法回路サーキツト》の出力を次々に切り替かえることで超ちよう振しん動どう効果を起こし、鋼鉄すらも切断可能な威い力りよくを持つラウルの《複合回路コンプレツクス・サーキツト》。でも……。

『なんでお前が、そんなの知って……』

『……あっ！』

　けれども、ラウルの問いを遮さえぎるように、短い叫さけび声がして……がたがたという物音のあと、フィノのインカムは不意に、ぷつりと途と切ぎれてしまい……って!?

『フィノ……っ？』

　イヤホンの奥の凍こおりついたような沈ちん黙もく。背筋がぞくりとするような感覚に、つい、すぐ横にいるアイリのことも忘れて。襟えりもとのマイクを掴んだラウルが、思いきり叫んだ。

『フィノっ？　フィノっ!?　っ、おいっ、フィノっ!?　どうしたっ!?』

「えっ、な、なんなのっ!?　どうしたのっ、ラウル・チェイサーっっっ!?」

『フィノっ!?　おい、返事しろってっ！　……くそっ！！！』

　舌打ちし、いきなり走り出したラウルをあわてて追いながら、アイリがわけが分からないといった顔で問うてくる。

「ちょ、あなた正気なのっ!?　見つかるわよっ!?」

「もう見つかったんだよっっっ！！！！！」

　叫ぶように答えつつ、通路を走るラウルは腰こしの剣けんへと手を伸ばした。通路を右に折れてすぐ右ってことはつまりっ……この壁なら、５０００くらいかっ……？

「《起動ブート》っ！　……《出力上昇レイズ》、５０００Ａアンペイルっ！」

《魔法回路サーキツト》を浮うかびあがらせて輝かがやくラウルの剣。思わず目を見張るアイリの前で、不意に足を止めたラウルがかたわらの壁へと切っ先を向けた。

　──鉄筋とコンクリートで作られた分厚い壁の表面に、大きな三角形を描えがくように。壁に刻まれた剣の軌き跡せきを確認するなり、ラウルはその中央を思いきり踏ふみ抜いた。

　鈍にぶい音とともに向こうへ倒れ、床ゆかに落ちて破は砕さいするコンクリの壁。「《終了ジエンド》」と呟つぶやいたラウルが、悔くやしそうに舌打ちする。

「くそっ、もったいねえっ……この硬こう度どなら、もう少し低出力でもいけたなっ」

「って、どうして５０００Ａアンペイルの出力でこんなのが切れるのよっ!?」

「企き業ぎよう秘密っっっ！！！」

　うそぶきながら壁の穴へと飛び込むラウルに、アイリもあわてて続いた。







「なんなの……これ……」

　溶とけた鉄骨の間をくぐって。顔を上げた瞬間、呆ぼう然ぜんとした口調でアイリが呟く。

　──それは、広間と言っていいような大きさの部屋だった。

　上下左右にたっぷりと広がった空間の中央に設しつらえられた、丸太みたいなパイプやケーブルに囲まれた灰色の巨きよ大だいな機械。その周囲には円えん筒とう形をした人の背せ丈たけほどもある無数のカプセルが立ち並び、中には漆しつ黒こくの《魔力球》が浮いていて……。

「っ……」

　……少し視線を動かしたとたん飛び込んできた凄せい惨さんな光景に、ある程度のことは覚かく悟ごしてたはずのラウルですら、思わず目を覆おおいたくなってしまう。

　無数のカプセルの、さらに外周……金属の板に磔はりつけにされるようにして、十数人の魔人たちが捕とらえられていた。

　金属の枷かせで拘こう束そくされた手足と、白い肌はだに無数に埋うめ込まれた、太いものでは大人の腿ももほどもあるケーブル。口内にまで太いケーブルを穿うがたれ、うめき声すら出せず、魔人たちの紅あかい目には苦く悶もんの涙なみだが浮かんでいる。

　剣を握にぎりしめたまま絶句していたラウルはやがて、なにかを思い出したように懐ふところへと手を伸ばし……そんな少年の隣で、立ちつくすアイリが震ふるえ声で呟いた。

「……どういうこと……なの……？」




「──魔人から抽ちゆう出しゆつした魔力を、《魔力球》に充じゆう填てんしているんですよ」




　どこかで聞いたことのある、落ち着いた声。

　ラウルがはっと顔を上げると、そこには《魔法鎧マジツクメイル》を着こんだ警備員を引き連れた、ひとりの男が立っていた。

　黒い長ちよう髪はつに、糸のように細い目と人目をひく長身……やっぱり、とラウルは舌を打つ。やっぱり、こいつが──！

「おや」

　振ふり返ったアイリの顔を認めるなり……ひどく意外そうな表情をして、男が呟いた。

「ただのスパイかと思えば……アイリ君、どうしてあなたが、ここに？」




「店長っっっ!?」




　その男──アマダ・マジック王都本店の店長の姿を目にしたアイリが、驚おどろいたように息を呑み……その瞬間。

　あたりに走った閃せん光こうに、細い目をさらにすがめたアマダの店長の前で、

「……ようやく、お前らの尻しつ尾ぽを掴つかんだぜっ！」

　──型落ち品のマジックカメラを手にしたラウルが、にやりと笑ってみせた。




「…………」

　無言のまま視線を向けてくるアマダの店長を睨ねめ返して。魔人たちの写真を収めたマジカメをこれ見よがしに見せつけつつ、ラウルが声を張りあげる。

「今日んとこはとりあえず証しよう拠こを押さえられればいいって思ってたけど、責あ任ん者たが出てきたなら話が早い。いますぐ捕つかまえてる魔人を解放しろよ誘ゆう拐かい犯！　さもなきゃおア前マらダが裏でどんなことしてるか、おおっぴらにしてやるぜっっっ！！！」

　相手はとんでもない大企き業ぎようだし、最初から自分とフィノのたったふたりだけでなんとかなるだなんて思っちゃいない。でも──それならそれで、こっちにだって戦い方がある！

　震える声を押し隠し、精せい一いつ杯ぱいに強気な態度を装って、ラウルは言葉を続けた。

「お前らみたいな大手が一番怖こわいのは、不ふ祥しよう事じによるイメージダウンだろっ？　お前らの卑ひ劣れつな犯罪行こう為いを警察に洗いざらいバラされたくなきゃ、大人しくっ……」

「……あなたは、なにを言っているんですか？」




　……けれども。

　ラウルの言葉に、やれやれとでもいった風に肩かたをすくめ……アマダの店長が、ゆっくりと口を開く。

「言いがかりも大たい概がいにして下さい。捕まるのはあなたでしょう？　極きわめて健全で、クリーンな会社である当社所有物件への不法侵しん入にゆうに、器物損そん壊かい……もしもその剣を収めないとおっしゃるのでしたら、脅きよう迫はく罪や傷害罪も追加できそうですね」

「どこが健全でクリーンな会社だよっ!?　こんなにひどいことしてるくせにっ……」




「──魔ま人じんをどう扱あつかおうが、なんの罪にもなりません」




　……まるで、当たり前のことを言うような口ぶりで。

　その瞬間、目を見開いたラウルの前で、アマダの店長が悠ゆう然ぜんと微笑ほほえんだ。

「わたくしどもは、なにひとつ、法に触ふれるようなことはしておりません。……いいえ、それどころか、表ひよう彰しようされてもおかしくない。なんたって、野や蛮ばんで、凶きよう暴ぼうで、残ざん虐ぎやくで……救い様のない生き物である魔人を、こうして人間のために有効活用しているんですから」

「てめえっ…………」

「……ところで、アイリさん」

　不意に、視線を向けて。怒りにすっかり言葉を失っているラウルのかたわらでたたずむアイリへと、アマダの店長がゆっくり訊たずねてくる。




「どうして、あなたは、そちらにいるんですか？」

「えっ……」




　その瞬間、アイリの表情が強こわ張ばって……その反応に満足したかように、店長が微笑んだ。

「君の生おい立ちは、わたくしも知ってます。あなたは、魔人を憎んでいるんでしょう？　……新規出店の関係でやむなく店てん舗ぽに回しましたが、勇者予備校出身のあなたを正社員として採用したのは、本来、魔人狩がりの部署に配属するためだったんです」

「魔人狩りの……部署……？」

「ええ」

　アイリの唇くちびるから洩もれた言葉に、にっこりと、店長。

「人間を救うため、野蛮で、凶暴で、残虐な魔人を捕らえる仕事。……アイリ君、それが、あなたが望んでいた……あなたが本当にやりたかった仕事、ですよね？」

「『オールＡ』っっっ！！！」

　思わず叫ぶラウルに、しかし、アイリは答えない。無言でその場に立ちつくすアイリの、複雑な色をたたえた瞳ひとみ。

「アイリ君。あなたはクレームも多く、あまり店舗には向いていないようですし、なんなら、すぐにでも、そちらに異動させてもいいんですよ？」

「……わ、私は…………」

「……さあ、どうすればいいか分かりますよね、アイリ君？」

　穏おだやかに微笑みながら。アマダの店長がちらり、と、ラウルを見やった。

「不法侵入者スパイは取り押さえて……警察に、つきださなければ」

「…………っ」




　──その、瞬間。

　腰に帯びた剣けんを震える手で抜ぬき放ち。アイリはその切っ先を、ラウルに突つきつけた。







　頬ほおをかすめたアイリの剣に、ラウルは思わず歯ぎしりした。

「『オールＡ』っ！　お前、本気でっ……」

　無言で剣先を繰くり出すアイリに、手元を狙ねらわれたラウルが反射的に飛び退すさる。

「お前っ、苦しんでるこいつら見て、なんとも思わないのかよっ!?」

　けさがけに斬きりかかるアイリの剣を打ち払はらって。捕らわれの魔人たちを指し示しながらラウルが叫さけぶと、アイリが大きく頭かぶりを振った。




「魔人なんてっ、苦しんで当然よっっっ！！！」




　払われた剣をそのまま突きに転じさせ、ラウルへ向かってくるアイリ。少女の長い髪かみが宙を跳はね、鋭するどい刃は先さきが空を裂さく。……けれども。

「っ……」

　アイリの攻こう撃げきと同時に、ラウルも突きを繰り出して。真正面からぶつかって逸それた切っ先に、アイリが唇を噛かみしめた。いったん胸むなもとまで引き寄せた剣を構え直すと、姿勢を落としたアイリは、一気にラウルのふところへ飛び込んでくる。

「『オールＡ』、魔人は絶対悪じゃないっ！　人間と同じで心があるし、いいやつだっているんだよっっっ！！！」

「……証拠はっ!?」

　ラウルの言葉に、剣を振るうアイリはいらだたしげな声で、

「いい魔人がいるっていうなら、証拠を見せなさいよっっっ!?」

「それはっ……」

　──その瞬間、ラウルの頭に浮うかんだのはもちろん、銀色の髪ときらきらした蒼あおい目をした少女のあどけない笑顔。でも、フィノの正体を知らないアイリにそんなこと、言えるはずもなく……。

「……ほらね」

　口ごもるラウルの前で、口の端はしを持ち上げたアイリが勝ち誇ほこったように言い放った。




「──いい魔人は、死んだ魔人だけなのよっ！！！！！」




　ラウルの注意がほんの少し逸れたその瞬間、少女が放った十字斬りに、ラウルの反応はわずかに遅おくれて──

「くっ……！」

　──乾かわいた音を立て、コンクリートの床ゆかへと落ちる剣。とっさに拾おうとするものの、すかさず喉のどもとに剣先を突きつけてきたアイリによって阻はばまれてしまう。




「……アイリ君、ご苦労さまです」

　ねぎらうようにアイリへと声を掛かけたアマダの店長が合図したとたん、背後に控ひかえていた警備員たちが動き出した。

「っ、くそっ、放せっっっ！！！」

「暴れるなっ、大人しくしろっ！」

「て、店長っ！　ひどいことはっ……」

「安心しなさい」

《魔法鎧マジツクメイル》で身を固めた警備員たちに乱暴に取り押さえられ、なすすべもなく床へと押しつけられるラウル。思わず声をあげたアイリに向かって、アマダの店長は穏おだやかに微笑ほほえんでみせる。

「言ったでしょう？　うちはいっさいの犯罪行為とは無む縁えんな企き業ぎようです。……魔人と違ちがって人間に手を出せば問題になりますからね。彼には、彼が犯した罪を償つぐなっていただきます。この国の司法に基もとづいた、正当な手段でね」

　そんな店長の言葉を受けて、小さく息を吐はいたアイリは静かに剣を収め……足あし下もとのラウルを一いち瞥べつするなり、きびすを返した。

「『オールＡ』っ、行くなっっっ！！！」

　去りゆくアイリの背中。警備員たちに頭を押さえつけられ、両りよう腕うでをねじり上げられて。それでも、ラウルは必死にもがきながら顔を上げようとする。

「思い止とどまれよ、『オールＡ』っっっ！！！　……ていうかっ、違うだろっっっ!?　人を守るためじゃなく、利益のために魔人痛めつけて、苦しめてっ……そんなのっ……」

　腹の奥がどろどろと煮にえるような感覚。全身の力を振ふり絞しぼるようにして、ラウルは叫んだ。




「そんなのっ、俺たちが目指してた勇者じゃねえだろっっっ、アイリっっっ!!!!!?」

「っ……」




　ラウルに名前を呼ばれた、その瞬しゆん間かん、アイリの動きが止まって……けれども。

　金色の髪を揺ゆらして。頭を振ったアイリは、ふたたびアマダの店長へと歩き出し……ラウルは思わず奥歯を噛みしめた。

　──……くそっっっ！　どうして届かねえんだよっっっ!?

　フィノ以外の魔人なんてどうでもいいと思ってたのに、ケーブルに繋つながれて悶もだえ苦しむ魔人を見たとたん、これは間違ってると思った。いくら魔人だって、こんなことが許されていいハズがない。だから、アイリを……俺よりもずっと真剣で、ずっと真ま面じ目めで、ずっとまっすぐなあいつを、あんなやつらの仲間にさせたくない。あいつに、こんな間違ったことをさせたくない──っ！




「アイ────」




「────ラウルっっっ！！！！！！！」




　もう一度、ラウルが叫ぼうとした、その時だった。取り押さえられたままのラウルの耳に聞こえてきたその声は、間違いなく──。




「っ……!?」

「フィノっっっ！！！！！！？」




　勢いよく広間に駆かけ込んできた少女の姿に息を呑み、思わず足を止めるアイリ。反射的に顔を向けてラウルの方を見やるなり、名前を呼ばれた少女は冷やかすみたいに笑った。

「ラウルっっっ！！！　……なんだよお前っ、また捕つかまってるのっ!?」

「っせえ、油断したんだよっっっ！　……無事だったんだなっ!?」

「うんっ！　警備員に見つかっちゃって、インカム落として壊こわしちゃって、さんざん逃にげまわったあと、壁かべの穴を見つけて、やっと……っっっ!?」




　──言いかけた少女の声は、けれども、不意に途と切ぎれて。

　広間に据すえられた巨きよ大だいな機械と、身体中に針のようにケーブルが差し込まれた魔ま人じんたちの無残な姿に、フィノの蒼あおい瞳が震ふるえ──やがて。

　きゅっと唇を噛んだフィノは、おもむろにあたりを見み渡わたすと……巨大な機械の前に陣じん取どって悠ゆう然ぜんと腕を組むアマダの店長を認め、すっと顔を上げた。




「貴様が、ここのリーダーか……？」

　黙だまってこちらを見下ろしてくる長身を、強い視線でまっすぐに見み据すえ……いっぱいに広げた腕で捕らえられた魔人たちを示しながら、フィノが大声で叫んだ。




「……魔人こいつらを解放しろ！　オレ様がっ……オレ様が、こいつらの代わりになる！！！」




「なっ……」

　その瞬間、唖あ然ぜんとした表情で固まってしまったラウルの前で、アマダの店長が肩かたを揺らして笑う。

「……お嬢じようさん。あなたの正体も、あなたの考えも、わたくしにはよく分かりませんが、十数人の魔人の魔力を、そんなに小さなあなたが、たったひとりで、どうやって……」

　言いかけた言葉は、けれども、次の瞬間響ひびき渡った破は裂れつ音に遮さえぎられた。




「──オレ様は、先代の魔王の娘むすめだ」




　押し殺したような、静かな口調で。言い放つフィノの手の中でもうもうと白はく煙えんを上げるのは、たったいま激しい火花をまき散らして破裂したインカムの残ざん骸がい。──それを目にした瞬間、アマダの店長の顔色が、すっと変わった。

「測れるものなら測ってみろよ。こないだの魔人レーダーってやつ……もしあれが壊れてなければ、オレ様の魔力、《ぎがばいる》とかいうのより大きいんだろ？」

　もともと故障していたところに定格外のフィノの魔力を注ぎ込まれ、ガラクタと化したかたまりを無造作に投げ捨て……あらためて、フィノはアマダの店長を見据えた。

「オレ様ひとりで、そいつらの魔力全部ひっくるめたって、お釣つりが来るはずだ」

「………………」

　そんなフィノを見下ろしながら、アマダの店長は、にわかに口の端を持ち上げ……口を開こうとした、その時だった。




「どういうことなのっっっ!?」

　──不意に。

　機械の前に立つアマダの店長と、取り押さえられたラウルのちょうど真ん中で。先ほどから呆ぼう然ぜんとたたずんでいたアイリが、我に返ったみたいに声をあげる。

「フィノさんが魔王の娘って……でもっ……だってっ、魔ま織しよく布ふとかっ……」

「…………っ」

　取り乱したように言い募つのるアイリの姿に、フィノははっと面おもてを強こわ張ばらせ……やがて。

「……ごめん、アイリ」

　……ひどく気まずげな表情とともに、少女はそっと目を伏ふせた。

「オレ様たち、昔から、お前ら人間にいろんなひどいことしてきてて……そういうの、魔人がこれまでに人間にしたこと、どうやったら償えるのかなって、ずっと考えてたけど、なんにも思いつかなくって……だけど……」

　不意に、言葉を切って。

　フィノはアマダの店長の後ろにそびえる巨大な機械を、なんだか……まぶしそうな顔で見上げながら、そっと、口を開いた。

「──だけど、それがやっと、分かったんだよ」




『──償えるんだったら、オレ様……なんでもするよ……？』




　不意に、フィノの言葉を思い出し、ラウルは息を呑む。まさか、こいつっ……。

「フィノっ、おいっっっっ！！！」

「……ラウル」

　まるで、たったひとつの答えをようやく探さぐりあてたとでも言わんばかりに。ひどく穏おだやかな表情をしたフィノが、ゆっくりと言葉を紡つむぐ。

「ミルクをあっためたり、卵を焼いたり……マジックアイテムってすごく便利で、お前らの役に立ってて……だから、オレ様たちが持ってるこの力、そういうののために使ってもらえるなら、それが……魔人が人間にできる、ゆいいつの償いだと思うんだ」

　言いながら、少女はつと、視線を動かし……ケーブルに繋がれた魔人たちを見やりつつ、蒼あおい瞳ひとみをすがめる。

「…………でも、オレ様は、他の魔人が苦しむのは、イヤだ」

　まるで、その痛みを共有しているかのように。ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめた少女は「だから」、と呟つぶやいて、




「だから、もし許されるなら、すべての魔人の罪、全部オレ様が肩代わりする。……こいつらの代わりに、オレ様の魔力をぜんぶ、お前ら人間にくれてやるよ！」




「ばっ…………」

　ぐっと詰つまる喉のど。胸の奥からこみあげる熱いかたまりを吐き出すように、ラウルが思いきり叫さけんだ。




「馬ば鹿か言うんじゃねえっっっ！！！！！！！」




　コンクリートの床ゆかに押さえつけられたまま、ラウルは精せい一いつ杯ぱいの声で怒ど鳴なる。

「フィノっ、お前っ、店長になるんだろっ!?　それで、俺を副店長にしてやるだなんてえらそうな口叩たたいてやがったじゃねえかっっっ!!　それなのに、なに言ってやがんだよっっっ!?」

　身体からだ中を駆け巡めぐるどうしようもない感情。その内容をラウルははっきりと自覚する。……怒いかりだ。フィノに対する、目も醒さめるような怒り。

「お前、どうしてそんなことしようとするんだよっ!?　どうしてお前が全部背負おうとするんだよっっっ!?　どうしてっ……」

　こいつは、こんなにいいやつなのに。こいつは、なんにも悪くないのに。だから、こんなのぜったい間違ってるのに──どうして、こいつは間違ったことをしようとするんだよっ!?　どうしてっ……どうしてこいつはこうなんだよっっっ!!!!!?

　自らを顧かえりみようとないフィノの決意が悔くやしくてたまらなくて、こみ上げる熱い怒りに身体が爆ばく発はつしそうで、あまりの理り不ふ尽じんさに痛む心臓がいまにも張り裂さけそうで、なのに。

　──そんなラウルの気持ちなんて、まったく分かってないみたいに。

　ふっと微笑ほほえみながら、フィノはゆっくりと、肩をすくめてみせた。

「ラウル……約束破っちゃって、ごめんな」




「～～～っっっっっっっ！！！！！！！」




　身を振ふり絞しぼるようにして、声にならない叫びをあげるラウル。

　……そんな少年を尻しり目めに、アマダの店長が穏やかな笑えみを浮うかべた。

「…………いいでしょう」

　背後の機械の側面から、一本のケーブルを取りあげて。ゆっくりと歩みよったアマダの店長は微笑みとともに、腕よりも太いそのケーブルをフィノに差し出す。

「刺さす場所は、どこでも構いませんよ。魔力を生み出す《細胞内魔力小器官マジコンドリア》は、身体中のどの細胞にも、まんべんなく含ふくまれていますからね」

　──断面に大小様々の針が光る、ぞっとするようなケーブルの先せん端たん。

　銀の髪かみをした小こ柄がらな少女は神しん妙みような面おも持もちでそれを受け取ると……もう一度、ラウルの方を見やった。

「ラウル……」

　ラウルの名前を呼ぶフィノの唇くちびるが、ふと、ほんの少しだけ、ほころんで。




「……お前と一いつ緒しよに働けて、ほんとうに、よかった」




　──ラウルに向けた大きな蒼い目を、すっと細めると。

　フィノは手にしたケーブルの先端を、自らの身体へ向けた。




「フィノ──っっっっっっ！！！！！！！」




　ラウルが絶ぜつ叫きようしたその瞬しゆん間かん。少年の視界の中で、はっと息を呑むくらい鮮あざやかな金色が、きらめくように宙を躍おどる。




　──鈍にぶい音とともにコンクリートの床に投げ出され、わずかに跳はねるケーブル。




　たったいままで握りしめていたそれを叩き落とされた銀色の髪の少女は、戸と惑まどうように蒼い瞳を瞬しばたたかせ……目の前に立つ、自分よりも背の高い少女の美しい顔を、呆然としたように見つめた。




「あ、アイリっ……？」

「……あなたっ、ほんとっ……いったい、なんなのよっ！！！」




　なんだか、ひどく苛いら立だったような口調で。フィノの肩をぐっと掴つかむなり、アイリはその小柄な身体を思いっきり揺ゆさぶってくる。

「あなたってほんと馬鹿よっっっ！　馬鹿でっ、無茶でっ、無む鉄てつ砲ぽうでっ、考えなしでっ……そうよねっ、当然よねっ、魔人だったんだものねっっっ！！！　まったく、だから魔人は困るのよっ！　どうしてっ……どうしてっ、あなたが魔人なのよっ!?」

「アイリ……」

「……どうしてそうなのっ？　どうして魔人のくせにそんなことするのっ!?　どうして魔人のくせに……私に憎にくませてくれないのよっっっ……！」

　あふれ出す感情をぶつけるようにわめき散らし……言いたいだけ言ったあと、突つき飛ばすようにしてフィノから手を離はなしたアイリが、ふっと振り返った。




「店長っ……」








[image: ]











　きびすを返すと同時に、腰こしに携たずさえた剣けんを抜ぬき放ち……アイリに剣を向けられたアマダの店長が、淡たん々たんと口を開く。

「……アイリ君。あなたは、自分がなにしてるか分かってるんですか？」

「ええ、店長、分かってます。それに……たぶん、《魔ま力りよく球》開発の本当の目的も」

　その瞬間。それまでずっと冷静さを保っていたアマダの店長がくつくつと喉を鳴らし……やがて、ひどく楽しそうに笑い出した。

「って、おいっ、『オールＡ』っ、どういうことだよっ!?」

「ああもうっ、あなたたち、そんなことも想像つかないのっっっ!?」

　破顔するアマダの店長を前に、ワケが分からないとでも言いたげな表情で訊たずねるラウルへ向け、アイリが苦々しげに吐はき捨てる。

「決まってるじゃないっ！　うちの会社の出資元、武器メーカーなのよっ!?　《魔力球》で魔人の魔力を自由に使えるようになったら、どんな怖ろしい兵器だって思いのままよっ！！！」

「えっ……」

「だから馬鹿だって言ってるのっ！　……フィノさん、あなたが自分を犠ぎ牲せいにして差しだそうとした魔力はねっ、人間のためじゃなく、人殺しに使われるかもしれないのっ！！！」




　その言葉を耳にしたとたん、フィノは面おもてを凍こおりつかせ──あらためてアマダの店長に向き直ったアイリが、静かに言い放った。

「……店長。私は魔人を憎んでるし、復ふく讐しゆうのために、勇者を目指しました。でも……勇者は魔人を倒たおすものだけれど、だからといって、魔人を倒すものが、必ずしも勇者とは限らない」

　長い間、自分を捕とらえていた葛かつ藤とうからようやく解放されたように。店長と対たい峙じするアイリの口調にはもう、少しの迷いもない。

「勇者は人のためにあるもの。そして、なによりも公正で、正しくあるもの。私は、私が正しいと思う道を行きます。……店長、あなたも元勇者なら、分かるでしょう？」

　──元、勇者っ？

　アイリの言葉に思わず目を丸くするラウルの前で、アマダの店長が苦く笑しようした。




「……私は、アマダに拾われた身ですから」




「《起動ブート》」と小さな声で呟いた瞬間。アマダの店長が先ほどから踏ふみつけていた一本のケーブルが青白く光り輝かがやいたかと思うと、張りめぐらされた《魔法回路サーキツト》に操あやつられたケーブルがにわかに持ち上がり、鞭むちのようにしなって──。

「っ!!!!!?」

　──かわす間も、止める間もなく。

　無数の針で覆おおわれたケーブルの先端が、まっすぐに、フィノの胸へと突き刺さった。







　ケーブルに穿うがたれた瞬間、フィノの蒼い瞳が大きく見開かれ……すぐに、ふっと、力なく閉じられる。




「フィノっっっ！！！！！！！」

「フィノさんっ！！！！！！！」




　周囲に響ひびき渡るラウルとアイリの叫さけび声。まるでそれに応こたえるかのように、ぱあんとなにかが弾はじける音がした。

　一箇か所しよ、二箇所……破は裂れつ音は止まることなく、それどころか、次し第だいに数を増して。

「これが……」

　鷹おう揚ように腕うでを組み、感心したように、アマダの店長が呟つぶやいた。




「これが、ギガバイルを超こえる、魔王の魔力──」




　──規格外の魔力に警告音を発し、狂くるったようにランプを明めい滅めつさせる機械と、過か剰じよう魔力を注ぎ込まれてカプセルの中で次々と弾けていく《魔力球》。巨きよ大だいすぎるフィノの魔力はメインマシンから生えた大小無数のケーブルの一本一本の隅すみ々ずみにまで逆流し、魔人たちの身体に刺さっていたケーブルが弾けるように外れていく。

「──いまの作りでは、保もちそうにありませんね。設計を変えなければ……」

　暴走しはじめた機械を前に、アマダの店長はふっと片手を上げ……そのとたん、いまのいままでラウルを押さえつけていた男たちが、その手を離した。

　とうとつに解放されて。しかし、ラウルが立ち上がるより早く、部下を引き連れたアマダの店長が身をひるがえす。

「っ、おいっ、お前らっ!!　……くそっっっ！」

　あっさりと逃にげる男たちの背中を苦々しげに見やり、しかし、ラウルはすぐ、暴走する機械へと向き直った。あいつらを追うより、いまはフィノを助けるのが先決だ。




　フィノの魔力を受けて部屋中をのたうち、狂ったように暴れ回るケーブルたち。注ぎ込まれた魔力を放ちながらすさまじい勢いでうねるケーブルは、細いものは猛もう獣じゆう使いの鞭のようにあたりのものを弾き飛ばし、太いものは猛たけり狂ったドラゴンの尾おのようにコンクリの壁かべさえも穿つ。

　そんなケーブルたちの向こうに、巨大な機械の上方に押しつけられるようにして胸部を貫つらぬかれ、長いまつげを伏ふせてぐったりと目を閉じるフィノの姿が見え……血に染まったフィノのブラウスを見るなり、ラウルは自らの体温がすっと引くのを感じた。

　反射的にすぐそばに転がったままだった剣を拾い上げて駆かけ出すラウル──そんな少年めがけ、腕よりも太い一本のケーブルが伸のびて。

「っ……！」

　予期せぬ襲しゆう撃げき。ラウルはとっさに剣を構えたが、コンクリートにひびを入れるほどの強度と速度を持つケーブルを、魔法を帯びていない剣で弾くことができるとは思えず……ったく、あいつの無鉄砲がうつっちまったか？　ラウルはつい、心の中で悪態をつく。どうして俺は、魔法も使わず飛び出しちまったんだ──っ!?

　思わず目を閉じたラウルの皮ひ膚ふを、うねるケーブルの風圧がかすめ──。




「なによ、ラウル・チェイサーでもドジることがあるのね！」




　次の瞬間。覚えのあるその声に、目を開けたラウルがはっと顔を上げた。




「アイリっ……!?」

「こっちよっ！！！」

　きらきらした金色の髪かみと、デニムのホットパンツから覗のぞく形のいい足。青白く輝く細身の剣でケーブルを切り落とすなり、アイリはラウルの身体からだを乱暴に引っぱった。

「……なんなのよっ！　こんなのっ、反則じゃないっっっ！！！」

　ラウルの腕を掴んで無理やり安全圏けんまで退たい避ひさせ、振ふり返ったアイリは暴れるケーブルの群れを一いち瞥べつするなり怒おこったような口調で洩もらす。

「これ動かしてるのってフィノさんの魔力なのよね？　……まったく、あの子ってばいったい、なにものなのよっ!?」

「あいつは……」

　あきれたようなアイリの言葉に、ラウルが口を開いた。

「あいつは……すげえ、いいやつなんだ」




「《起動ブート》」という言葉とともにラウルの剣に展開される《複合回路コンプレツクス・サーキツト》。それを目にしたとたん、アイリがあわてたように口を開く。

「ちょ、まさか行くつもりなのラウル・チェイサー！　本体周りはケーブルが密集してて近づけないわ！　一番細いやつだって、一いち撃げきでも食らったら終わりよっっっ!?」

「でも、あいつを助けなきゃっ……」

「冷静になりなさいっっっ！！！」

　言い募つのるラウルの前にまわりこみ、アイリが両手を広げた。

「この機械、フィノさんの魔力をこれだけ大量に使って暴れてるのよ！　タンクの蛇じや口ぐちを全開にしてるようなものなんだから、こんなの長く続くわけないわ！　あの子の魔力が少なくなって、機械が大人しくなるのを待つのが賢けん明めいよっ！」

「そんなの待てるかよっっっ！」

　けれども。そんなアイリを押しのけるようにして、ケーブルの向こうのフィノをまっすぐ見み据すえたラウルが呟いた。

「……だって、あんなの刺ささってたら、痛いだろ？」

　……最大出力５０００Ａで、せいぜい一分ってとこか。荒あらぶるケーブルを見据えつつ、ラウルは頭の中で計算する。……足りるか？　いや……やるしかない！

　剣を構えたラウルが、タイミングを見計らって飛び出そうとした、その時だった。




「ラウル・チェイサー！」




　とうとつに名前を呼ばれて。振り返ったとたん、ラウルの手に投げつけられる黒いかたまり。反射的に受け取って……思わず、ラウルは目を丸くしてしまう。

「おい、これってっ……」

「カプセルから弾き飛ばされて落ちてたのを拾ったの」

　ラウルの言葉に、アイリがふっと肩かたをすくめてみせた。

「あの子の魔力受けて、たった一個だけ割れずに残ってたやつ。……いったいどれだけ《魔バ力イ量ル》が残ってるかは知らないけど、無いよりマシでしょ？」

「……サンキュ、『オールＡ』っ!!」

　言いながら、アイリに渡わたされた《魔力球》のスイッチを入れ……流れ込む魔力を感じたとたん、思わず、ラウルの口元からは笑えみがこぼれてしまう。




「なるほどな……」




　ラウルだけが知ってる、熱くて愛いとおしい感覚──間ま違ちがいない、フィノの魔ま力りよくだ。




「《出力上昇レイズ》っっっ！！！」




　コンクリートの床ゆかを強く蹴けって。まばゆく輝く剣けんを握にぎりしめたラウルは、荒あれ狂うケーブルたちの中へと身を躍おどらせた。







　正面から襲おそいかかるケーブルを抜ぬけるようにかわし、刹せつ那な、右上から伸びてきた太いケーブルを薙なぐ。強い魔力を帯びたケーブルは、ラウルの剣に触ふれたとたんスパークし……少し引っ掛かかったものの、どうにか両断に成功する。

　足あし下もとに転がったケーブルの断面を一瞥し、ラウルは頷うなずいた。これなら、一番太いケーブルでもなんとかなりそうだ──と。

　側面から飛んできた太いケーブルをやり過ごしたラウルは、直後に左右からクロスするように伸びてきた細目のケーブルを転がるようにして避よけ、身を起こすなりまっすぐ自分に向かってきたケーブルへと剣を一いつ閃せんさせる……しかし。

　切り落としたケーブルの陰かげから躍り出た、少し細めのケーブル。死角からの攻こう撃げきに一いつ瞬しゆん反応が遅おくれたラウルの首を払はらうように、ケーブルは伸びて……。

　その瞬間。背後から飛んできた『なにか』にぶつかったケーブルが閃光とともに弾け、ラウルは思わず叫んだ。




「《魔力弾バイル・シヨツト》っっっ!?」

「油断しないで、ラウル・チェイサーっ!!」




　とがめるような少女の声と、足下に落ちたケーブルに深く刺さった金属片。ラウルは思わず嘆たん息そくしてしまう。さすが『オールＡ』だ！

　──顔を上げれば、もう、本体は間近だった。ラウルのすぐ頭上に、ケーブルに磔はりつけにされたフィノの生気のない顔がある。

「《出力低下ロアー》……」

　輝きを弱めた剣を、腹部を貫こうとするように伸びてきたケーブルの上にすべらせ、それを支点にラウルは床を蹴った。




「……《出力上昇レイズ》！」




　目の前のケーブルを足場にして跳はねるなり、ラウルは少女の胸に刺さるケーブルめがけ、ありったけの力を込こめた剣を叩たたきつけて。

　刹那、交差したすさまじい魔力が、世界を灼やきつくすような光を放ち。




　──魔力の供給を断たれたケーブルたちが、床へと落ちた。








　「エピローグ」







「ったく、無茶しやがって」

　ぼやくラウルの前で、少女は銀色の髪かみを揺ゆらしながら涼すずやかに笑う。

「へへっ。まあ、ちょっと痛かったけど……でも、オレ様の魔力、すごかったろっ？」

「……そういう問題じゃねえ」

　──アマダの《魔力球》工場への潜せん入にゆうからちょうど一週間めの朝。ようやく復帰したフィノとレジカウンタの中で肩を並べつつ、ラウルは思わずため息をつく。

「……ったく、俺たちがどれだけヒヤヒヤしたと思ってんだよ」

「まあ、助かったんだからいいじゃないか。……ラウル、手当てしてくれてありがとな！」

「え……あ、ああっ……」

　屈くつ託たくのない笑顔で礼を言うフィノに、ラウルはつい、声をうわずらせた──。




　　　　＊　＊　＊




「フィノっっっ！！！！！！！」

　すべり落ちる少女の身体を抱だきとめ、コンクリートの床に転がって。少女の身体に刺さるケーブルの残ざん骸がいをむしり取ったラウルは、そのまま言葉を失った。

　ずたずたに裂さけたブラウスの奥からにじむ真っ赤な色。腕うでの中の少女の、人形みたいに生気のない顔。いつもあたたかな手のひらが、いまはひどく冷たく、意識を失った身体は、ぐったりと重く──と。




「フィノさんっ!?　フィノさんはっ!?」

　床に散らばるケーブルを乗り越こえながら駆かけ寄るなり床に膝ひざをついて。フィノの腕をとったアイリはその手首に触れ、やがて、ほっとしたように息を吐く。

「……よかった。脈はしっかりしてる。傷も見た目ほど深くないみたいだし……たぶん、魔力を一度に消しよう耗もうしすぎて《ブレーカー》が落ちちゃったのね」

　呟つぶやきながら、アイリは脱ぬいだ自分の上着をフィノの傷口に手早く巻き付け……あまりの手て際ぎわの良さに、ラウルはつい、見入ってしまう。

「あ、ありがと……なんつーか、お前、さすがは『オールＡ』だな……」

「母さんがナースだったのよ」

　感心したようなラウルの言葉に、巻き付けた上着の上から傷口を圧あつ迫ぱくしつつ、アイリがさらりと答えた。

「だから、まだちっちゃい頃ころ、よく、動物の手当てとかしてて……あっ」

　とうとつに、小さな声をあげて。手を止めたアイリに、ラウルは思わずどきりとする。

「ど、どうしたんだよっっっ!?　ま、まさか、フィノになにかっ……」

　あわてたような声をあげるラウルの前で、けれども……深い藍あい色いろの瞳ひとみを瞬しばたたかせていたアイリがやがて、そっと首を振ふった。




「……なんでもないわ。ちょっと、忘れてたことを思い出しただけ。……それより、私が手当てしたこと、この子には内ない緒しよにしておいてよね。魔人に恩なんて売りたくないから」




　　　　＊　＊　＊




　アイリの適切な処置のお陰かげで、大事には至らなかったものの……工場にいた魔人たちのことを思い出し、ラウルはぞくりとしてしまう。身体中にケーブルを刺され、苦痛にもがきながら魔力を吸われ続ける奴ど隷れい。もしもフィノが、あんなことになってたら……。

　──不思議なことに、工場で生きたまま魔力を搾しぼり取られていたあの魔人たちは騒さわぎの中、いつの間にか姿を消していた。解き放たれた魔人たちがどこへ行ったのかを考えるたび、ラウルの胸が疼うずく。さいわい、魔人によるものらしき事件はまだ、いまのところ、起きていないみたいだけれど……。

「そういえば、アマダ王都本店、店長が替かわってまた、営業再開するらしいぜ」

　ちりちりとした不安を振り払うように、ラウルは話題を変えた。

「確かに、魔人殺したって罪にはならないけど……なんか、あんなことしてるやつらがのうのうとしてるのって、釈しやく然ぜんとしねえな」

「……あいつら、また、魔人にひどいことする気なのかな」

　にわかに表情をくもらせ、ぽつりと呟くフィノ。……そんなフィノの様子に、ラウルは思わず手を止め……やがて、少女の小さな肩をぽんと叩いてやった。

「大だい丈じよう夫ぶ。もしもまた、変な動きがあったら、すぐに阻そ止ししてやろうぜ」

「……ラウル」

　そんなラウルを見上げながら、フィノが、ふっと嬉うれしそうに微笑ほほえんで、

「ありがと、ラウ……あ、いらっしゃいませっ！」

　と、店の入り口ドアが開く気配に、言いかけた言葉もそのままに顔を上げたフィノにつられ、ラウルも口を開いた。

「いらっしゃいま……」

　その瞬間、ラウルの視界に映ったのは、波打つような蜂蜜色の髪。すらりとした長い手足と、整った顔立ち。意志の強そうな、凜りんとした藍色のまなざし──。

「……なんだ、お前かよ。また歯ブラシでも買いに来たのか、『オールＡ』？」

　ドアの向こうから現れた少女は、しかし、にこりともせず。レジカウンタの中から気安く声を掛けるラウルに、つかつかと歩みよって……。

　カウンタを挟はさんでラウルと対たい峙じしたアイリは、おもむろに、小こ脇わきに抱かかえていた大きな封ふう筒とうをラウルに突つきつけた。




「……面接に来たの」

「へっ!?」




　思わずきょとんとしてしまうラウルの前で、アイリはあきれたように鼻を鳴らす。

「せっかく苦労して就職したのに、あなた達のせいでクビになったんだから、あなた達に責任とって貰もらおうと思ってっ。それにっ……」

　なんだか怒おこったような口調で言いながら、アイリはすっと視線を動かし……ラウルのかたわらできょとんとしているフィノを、じっと睨にらみつけた。

「……それに、魔ま王おうの血を引く魔人、野放しにしとくわけにもいかないしね」




「アイリっ、うちのお店に来るのっっっ!?」




　と、不意に、その面おもてにぱっと笑えみを浮うかべて。レジカウンタに膝をついて身を乗り出したフィノが、アイリの首に思いっきり抱だきついてきた。

「っっっ！！！　ちょ、な、なんなのよっっっ!?　私は魔人と馴なれ合いなんてっ……」

「わぁっ……アイリの髪、さらさらで、いい匂においがするうっ……！」

「やっ、ちょっ、くっつかないでよ鬱うつ陶とうしいっっっ！！！」

「ねえっ、アイリも店長になるのっ!?　なら、オレ様たちとおそろいだなっ！」

「い、いっしょにしないでっ！　私は店長になんてならないわよっっっ！！！」

　あわてたように首を振って。フィノの言葉を否定しつつ、アイリが声を荒あらげた。




「私はここでバイトしてお金貯ためて、勉強してっ……ナースになるんだからっっっ!!」

「……へえ」

　アイリの口から飛び出したその言葉に、ラウルはつい、目を細めてしまう。勇者になれなかったアイリの新しい目標。なるほどな……案外、似合ってるかも。

「だから、ここで働くのはお金のためであって、あなた達と馴れ合う気はっ……!?」

　じゃれつくフィノを引き離はなそうともがきつつ、ふと、レジカウンタの中を見やって……その瞬しゆん間かん、アイリの顔色がさっと変わった。




「ちょ、ちょっと！　な……なんでその着ぐるみがここにあるのっ!?」

「えっ……」

　アイリの反応に視線を落とし……レジカウンタの隅すみに出しっぱなしになっていた着ぐるみを見やるなり、ラウルはああ、と声をあげる。

「……なんだ、お前、気づいてたのかよ。あのとき俺、広場で……」




「あなただったのっっっ!!!!!?」




　そのとたん、造りものめいてきれいなその顔を真っ赤にして。

　レジカウンタにばんと両手をつくなり、アイリは掴つかみかからんばかりの勢いで、ラウルに詰つめよった。

「ああああれは別にそのそういう意味じゃなくってっ!!　ただ私はその単に普ふ通つうの意味で憧あこがれたりしてただけでっ!!　だからそのっ……ていうかあなたなに黙だまってたのよなんのつもりよふざけないでよ馬ば鹿かじゃないのっっっ!!!!!?」

　声を荒げ、取り乱したようにまくし立てるアイリ。その様子を、あっけにとられたように見やりながら……ややあって、ラウルが不思議そうに訊たずねた。

「…………はぁ、なんの話だよ？」

「～～～～～っっっっっっっ！！！！！！！」

　その瞬間、藍色の目に涙なみだを浮かべたアイリに、めちゃめちゃ恨うらめしげに睨みつけられて。あまりの気き迫はくに、ラウルは思わずたじたじと後ずさってしまう。




　──そんなふたりの様子を、なんだか面おも白しろそうに見やりながら。

　ふふっと微笑むフィノが握にぎりしめたボールペンの軸じくには、アイリのお気に入りだという緑色のリボンが、ちょこんと結ばれていた。


〈了〉










　あとがき







　静岡県浜松市の浜松駅前には『サザンクロス商店街』という商店街があります。

　……いや、べつにだからなんだというわけではないんですが、なんかめちゃめちゃカッコいいですよね、サザンクロス商店街。おそらくアーケード内の怪あやしげな場所で虱しらみ潰つぶしに『調べる』コマンドを使えば封印された『ノーザンクロス商店街』への入り口が見つかるんじゃないかとぼくはひそかに睨にらんでます。ていうか勝手に睨んでてすみません。




　というわけで、お久しぶりです。相変わらず日常がファンタジーに見えてしまう呪のろわれた異能力を押さえ込みつつ普通の人間に紛まぎれてひっそり生きる《幻想幻視フアンタジーアイズ》の左さ京きよう潤じゆんです。まあ、いまどこからか「ぜんぜん隠してないっていうかむしろフルスロットルじゃない！　こないだも業務用カッターでＰＯＰ用紙裁断しながら『──ふっ、もう《カミ》を《斬き》るのにも飽あきてきたな……！』とか呟つぶやいてたじゃない！」なんてツッコミが聞こえたような気もしますがおそらく幻聴の類たぐいかと思われます。

　そういえば以前、左京の腕にまったく覚えのないアザがいつの間にかできてたとき、ぼくがすっげえ興奮しながら「ねー見て見て見て！　ほら聖痕聖痕ステイグマステイグマ！」などとさんざん騒ぎまくった挙あげ句く、不意に深刻そうな顔をして「……もしも私がこの力に負けて暴走した時は、止めて……くれますか……？」って訊たずねたとたん、めちゃめちゃいい笑顔で「その時は俺が命懸がけで左京さんをボコりますよ！」なんて親指立てて即答してくれた元同僚のバイトさんの友情にはつい涙なみだが出そうになりましたね。まあ、ボコるの部分にものすげえ力入ってましたがたぶんきっと彼のイントネーションの癖くせなんだと思います。ぼくなんか倒してもあんまり経験値にならないです。ゴールドもほとんど持ってないです。宝箱も落とさないです。ぷるぷるぷる、ぼくわるい左京じゃないよう。




　とまあ、それはともかくとしまして、このたびは拙作の第二巻を手にとって戴いただき、誠にありがとうございました。

　今回も言いたいことはだいたい作中で書いちゃってるので特に語ることもないんですが、『オールＡ』ことアイリ・オルティネートのお話です。

　勇者になれなかったアイリはいうなればもうひとりのラウルみたいなものなんですが、彼とは違っていまだ現実と向き合えないでいます。そんな彼女が、自分と同じ挫ざ折せつを味わったラウルや、なんでも前向きに受け止めるフィノによって変わっていき……。

　うん。相変わらずあらすじだとちょっといいお話みたいですが以下略。

　ラウルも、フィノも、アイリも、まだそれぞれに未完成。間違えたり、悩んだり、失敗することも多いですが、そんな彼らの成長を温かい目で見守って戴ければ幸いなのです。




　さて、続編を書くというのは右も左も分からないド新人の左京にとって初めての経験でして、本書の執筆に当たっては各方面の方々にたいへんお世話になりました。

　アマダのキャッチコピーを考えてくれたＴさんや、プロットの相談に乗ってくれたＲさんをはじめ、様々なヒントをくださったたくさんのお友達、まとまりのなさと他の追つい随ずいを許さぬ地味さで作者本人すらも絶望した恐怖の初期プロットを的確なアドバイスで導いて下さったちょうすごい担当Ｓ様（いつもご迷惑お掛けしてほんと申し訳ありません……）、なでなでしたくなるよーなかわいいフィノや美人なアイリを描いて下さった戌いぬ角ずみ先生。その他、本書の出版に関わって下さったすべての皆さま、本当にありがとうございます。




　……っと、こんなところに隠し階段が！　あーやっぱ怪しいと思ってたんですよねーここだけ壁かべの色が違うから。よーし、ではさっそくノーザンクロス商店街行ってきます！

（注・この階段は左京の能力によるフィクションであり現実とは一切関係ございません）











勇ゆう者しやになれなかった俺おれは

しぶしぶ就しゆう職しよくを決けつ意いしました。２








左さ京きよう　潤じゆん
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